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厚岸町議会 第１回定例会

令和４年３月７日

午前10時00分開会

●議長（堀議員） ただいまから、令和４年厚岸町議会第１回定例会を開会いたします。

●議長（堀議員） 直ちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

●議長（堀議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、厚岸町議会会議規則第118条の規定により、８番、金子議

員、９番、桂川議員を指名いたします。

●議長（堀議員） 日程第２、議会運営委員会報告を議題といたします。

委員長の報告を求めます。

６番、佐藤委員長。

●佐藤委員長 議会運営委員会報告を申し上げます。

３月４日午前10時から第１回議会運営委員会を開催し、令和４年第１回定例会の議事

運営について協議をいたしましたので、その内容について報告いたします。

議会側からの報告として、議会運営委員会報告、諸般報告、例月出納検査報告があり

ます。

議会からの提出案件は、会期の決定、２常任委員会及び議会運営委員会から閉会中の

継続調査申出書で、いずれも本会議で審議することに決定いたしました。

次に、町長提出の議案等についてであります。

町長から町政執行方針と教育長による教育行政執行方針があります。諮問第１号及び

諮問第２号は、人権擁護委員の推薦２件で、いずれも本会議で審議することに決定をい

たしました。

議案第４号から議案第12号は令和４年度各会計予算９件であります。審議方法は議長

を除く12人の委員をもって構成する令和４年度各会計予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託し、会期中に審査を行うことに決定いたしました。

議案第13号から議案第21号は令和３年度各会計補正予算９件であります。審議方法は

議長を除く12人の委員をもって構成する令和３年度各会計補正予算審査特別委員会を設

置し、これに付託し、会期中に審査を行うことに決定をいたしました。

議案第22号から議案第24号は一般議案３件、議案第25号から議案第29号は条例の一部

改正５件で、いずれも本会議で審議することに決定をいたしました。

一般質問は、８人であります。

本定例会の会期は、３月７日から14日までの８日間とし、12日と13日は休会といたし



- 2 -

ます。

以上、議会運営委員会報告といたします。

●議長（堀議員） 委員長に対する質疑を省略し、以上で報告を終わります。

●議長（堀議員） 日程第３、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員会報告にありましたとおり、本日３月７

日から14日までの８日間とし、12日と13日は休会にしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（堀議員） 異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日から14日までの８日間とし、12日と13日は休会とす

ることに決定いたしました。

なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付の予定表のとおりでありま

す。

●議長（堀議員） 日程第４、諸般報告を行います。

まず、本定例会に提出され、受理されております議案等は、別紙付議事件書のとおり

であります。

次に、令和３年12月８日開会の第４回定例会から本日までの議会の動向は、おおむね

別紙報告書のとおりであります。

また、今般、釧路東部消防組合議会及び釧路広域連合議会の報告書が提出されており

ます。関係資料は、別途、議員控室に備えておりますので、閲覧の上、参考に供してく

ださい。

以上、諸般報告といたします。

●議長（堀議員） 日程第５、例月出納検査報告を行います。

今般、監査委員より、別紙のとおり例月出納検査報告がなされております。ご参考に

供していただきたいと思います。

以上で、例月出納検査報告を終わります。

●議長（堀議員） 日程第６、町政執行方針、教育行政執行方針、以上２件を一括議題と

いたします。

はじめに、町長に町政執行方針の説明を求めます。

町長。

●町長（若狹町長） おはようございます。
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令和４年厚岸町議会第１回定例会の開会に当たり、町政執行に関する私の所信を申し

上げます。

私は、町長に就任して以来、町民の皆さんとの約束を果たすべく、どんな困難があっ

てもそれを克服する、たゆむことなく挑戦を続けてまいりました。その信念は一貫して

変わることのない私の政治理念であります。

本年２月、本町出身の佐藤綾乃さんが2018年平昌冬季オリンピックに続き、2022年北

京冬季オリンピックにスピードスケート日本代表として、２大会連続で出場し、女子団

体追い抜きで見事に銀メダルを獲得したほか、個人種目でも1,500メートルで４位入

賞、マススタートで８位入賞を果たすなど、大いに活躍されました。

今、世界中で新型コロナウイルス感染症の流行が長期化し、誰もが不安を抱える状況

下にあっても、目標に向かって挑戦し続け、栄光をつかみ取った佐藤選手の姿は、私自

身、大きな感銘を受けましたし、町民の皆さんにも勇気と感動を与えたのではないでし

ょうか。

さて、私は町民の皆さんの温かいご支援とご支持を得ながら、あえて昨年７月から６

期目の町政を担わせていただくこととなりました。６期目のスタートに当たる本年は、

これまでの５期20年の延長としてではなく、未来へと続く新たなステージに挑戦してい

く期間と捉えており、今年１年の町政運営に向けた意気込みを一字の漢字で新を選び、

愛する厚岸の新時代を創造する決意を新たにしたところであります。

町民の皆さんと共に、現在、そして未来に向かってさらなる町政の発展のため、自信

と誇りを持って、全身全霊で職務に邁進してまいる所存であります。

次に、町政に臨む基本姿勢について申し上げます。

本年度は新たな町政４年間のスタートとして、「第６期厚岸町総合計画」に基づく施

策はもとより、オミクロン株の感染拡大など、予断を許さない状況が続く新型コロナウ

イルス感染症の感染防止と、経済活性化の両立を最優先課題としながら、日本海溝、千

島海溝、周辺海溝型地震に関わる防災・減災対策、カーボンニュートラルの実現に向け

た環境政策、厚岸霧多布昆布森国定公園の誕生に伴う観光振興の３点を重点施策として

推進するとともに、臨機応変に、かつ時期を逸することなく対応すべき諸課題にも果敢

に取り組み、『みんなの“あっけし“新時代の創造に向かって』全力を尽くしてまいり

ます。

また、昨年11月に本格着工した北海道横断自動車道根室線尾幌糸魚沢道路の早期完成

と、新たな事業区域となる別保尾幌間の計画段階評価の早期着手に向けて、国へ強く要

請してまいります。

さらに、令和５年度に天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、厚岸町を舞台に開催される第

42回「全国豊かな海づくり大会北海道大会」に向けて、北海道や厚岸漁業協同組合など

と連携しながら、本年秋頃に予定されているプレ大会や関連イベントの開催など、本大

会開催に向けての気運醸成をしっかりと図ってまいります。

このほか、喫緊に対応が必要な赤潮被害への対策についても必要な制度の創設等を国

や北海道に強く要請してまいります。

次に、令和４年度において、私が取り組む主要な施策の推進について、「第６期厚岸

町総合計画」の五つの将来像に沿って申し上げます。
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将来像の１点目は、「自然と調和し、だれもが安全・安心で快適に暮らせるまち」で

あります。

環境保全については、「第２期厚岸町豊かな環境を守り育てる基本計画」に基づき、

町民、事業者との協働による厚岸町クリーン作戦などの取組を引き続き実施してまいり

ます。

また、先に申し述べた第42回「全国豊かな海づくり大会北海道大会」のテーマの一つ

とされ、世界的な問題となっている海洋プラスチックごみ対策について、厚岸漁業協同

組合と連携し、海岸漂着ごみや漁業者が操業中に回収した漂流海底ごみの適正な処理を

進めてまいります。

地球温暖化対策を強化するため、厚岸町では昨年３月に二酸化炭素排出量実質ゼロを

目指すゼロカーボンシティを表明したところであり、脱炭素社会実現に向けて、再生可

能なエネルギー資源量や将来のエネルギー消費量などを踏まえた厚岸町再生可能エネル

ギー導入目標計画を策定するとともに、具体的な施策の検討を進めてまいります。

また、役場庁舎において民間資金の活用によるカーポート型太陽光発電設備の設置

と、それに伴う電力の購入を行ってまいります。

水道事業については、健全経営を維持し、将来にわたって安全で安心な水を安定的か

つ持続的に供給するため、本年４月から新たな水道料金に改定するとともに、大別地区

における地下水源調査を引き続き実施いたします。

簡易水道事業については、上尾幌地区において老朽化した水道管の更新整備を進める

とともに、太田片無去地区における営農用水の安定供給を図るため、道営事業と併せて

実施する水道施設更新整備の基本設計と実施設計を行います。

下水道事業においては、想定最大規模の降雨による被害を想定し、内水浸水想定区域

図を作成するとともに、白浜４丁目地区の汚水管整備と終末処理場などの施設整備を引

き続き実施するほか、令和６年度からの地方公営企業法の全部適用に向けた移行事務を

進めてまいります。

高速道路については、尾幌糸魚沢道路の早期完成と別保尾幌間の計画段階評価の早期

着手に向け、引き続き関係市町村や関係団体と連携し、事業予算確保に向けた要請活動

を行ってまいります。

町道については、太田門静間道路、床潭末広間道路、太田地区防雪柵、トライベツ道

路法面、実験所道路法面の整備、住の江町通り歩道の改修、橋梁の長寿命化、真栄大通

りなど路面の損傷が著しい箇所のオーバーレイなどを継続して行うとともに、新たに太

田２号道路の実施設計と住の江町通りの用地測量を行います。

地域公共交通については、ＪＲ花咲線の維持存続のため、関係機関と連携した要請活

動や利用促進を実施するとともに、バス路線の維持存続のために必要な支援を引き続き

行ってまいります。

また、デマンドバスについては、利便性の高い公共交通確保のため、買い物時の利用

など、運行方法について検討を行うほか、町内公共交通の担い手となる運転手の確保に

向けた支援を引き続き行ってまいります。

町営住宅の整備については、奔渡団地の給排水設備、白浜団地の風呂釜の改修を行う

とともに、有明団地１棟の解体を行います。
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また、住環境については、住宅の新築やリフォーム省エネバリアフリー改修や耐震改

修、解体に関する支援を引き続き行ってまいります。

空家等対策については、「厚岸町空き家等対策計画」に基づき、厚岸漁業協同組合が

実施する若竹第２埠頭付近倉庫等解体事業や民間住宅等の除却に対する支援を引き続き

行うほか、新たに空家等の情報を町ホームページ上で提供する空家バンク制度と居住を

前提とした空家等の購入に伴う改修支援制度を創設いたします。

都市計画については、令和６年度を始期とする「厚岸町都市計画マスタープラン」の

策定を引き続き進めてまいります。

また、公園については、施設機能の適正化を図るため、厚岸町公園適正化計画の策定

に着手いたします。

交通安全については、関係機関と連携して交通事故を防止するため、引き続き交通ル

ールの遵守を求めていくとともに、通学道路などの現地調査を行い、必要に応じ、危険

箇所への交通安全施設の整備を関係機関に要望してまいります。

また、高齢者の運転免許証の自主返納を促進するための不便軽減に関わる支援制度を

継続するとともに、自転車事故の防止と被害軽減を図るため、自転車安全運転講習会の

実施とヘルメット購入及び自転車保険加入費用に対する助成を創設いたします。

消費生活については、関係機関、団体と連携し、町民の皆さんが被害に遭わないよ

う、適宜の情報提供や啓発を引き続き行ってまいります。

次に、消防・防災についてであります。

消防については、消火活動を強化するため、厚岸消防署の水槽付き消防ポンプ車や小

型動力ポンプの更新、厚岸消防団第４分団庁舎の建て替え、消防待機宿舎の整備などを

支援してまいります。

防災については、昨年12月に国が公表した日本海溝千島海溝沿い巨大地震の被害想定

を受け、地域防災力の一層の強化を図ることが重要となっております。

このため、災害時に必要な備蓄品を保管する大型防災備蓄倉庫を厚岸消防団第４分団

庁舎と併せて建設するほか、備蓄食料等の配備を継続するとともに、自主防災組織が行

う防災活動や防災資機材の整備に対する補助制度を拡充した上で継続いたします。

また、老朽化した生活改善センター改築の基本設計に着手するに当たり、周辺住民の

津波災害時の避難をより確実なものとするため、避難ビル機能を備えた集会施設として

検討を進めてまいります。

さらに、町民の防災意識を高めるため、教育委員会や自治会との連携による災害図上

訓練や避難所運営演習などを継続するとともに、全町民が参加できるよう厚岸町避難訓

練を実施するほか、「見て、体験して、学ぶ」ことができる体験型防災イベントを開催

いたします。

このほか、厚岸町業務継続計画に基づく非常時優先業務の遂行を確実なものとするた

め、喫緊の課題である役場庁舎非常用発電機更新の実施設計を行います。

治山対策については、北海道において梅香地区の１か所、奔渡地区の３か所及び筑紫

恋地区２か所の治山工事を行います。

また、危険が予想される箇所や復旧を要する箇所において、引き続き北海道に要望し

てまいります。
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治水対策については、国から委託を受けて行う矢臼別演習場内の河川における土砂流

出対策を継続してまいります。

土地保全については、桜通りの地すべり観測の継続と実施設計及び対策工事を行うほ

か、大規模盛土、造成地の予備設計を行います。

廃棄物対策については、可燃ごみの共同処理を行う釧路広域連合への負担金の抑制と

リサイクル率の向上を図るため、さらなるごみの減量化と資源化の取組を推進してまい

ります。

エゾシカ対策については、国や北海道と連携し、個体数の適正管理のため、計画的な

捕獲を引き続き実施いたします。

ヒグマ対策については、地域住民の安全確保や財産を守るため、必要に応じ、関係機

関と協力したパトロールの継続や箱縄の設置など、ごみや農作物などに執着した、いわ

ゆる問題個体の的確な捕獲に努めます。

情報ネットワークについては、社会保障税番号制度による行政手続や行政事務の電子

化に対応し、電子申請の充実を含めオンライン化を進めます。

将来像の２点目は、「多彩な資源が輝き、活力と魅力にあふれるまち」であります。

はじめに、水産業についてであります。

漁業については、近年の記録的なサンマの不漁など、沖合漁業等が厳しさを増す中、

今後の安定的な生産を確保するため、厚岸漁業協同組合と連携し、カキ、アサリ、コン

ブ等、沿岸漁業の資源管理や増殖を進めるとともに、昨年９月に発生した赤潮により被

害を受けた漁場の回復等の取組に対する支援を引き続き行うほか、将来増養殖が可能な

魚種を模索するため、国や北海道、厚岸漁業協同組合、研究機関等と連携し、陸上養殖

を含めた検討を進めてまいります。

また、厚岸漁業協同組合が行う「弁天かき」の種苗生産に必要な幼生・餌料の提供、

知識・技術面での協力を引き続き行ってまいります。

漁港の整備については、厚岸漁港における岸壁かさ上げ等の着実な事業推進と床潭漁

港における泊地の静穏域確保に向けた防波堤の早期整備を引き続き国と北海道に要望し

てまいります。

海岸保全対策については、対策が必要とされる箇所の早期着工を引き続き北海道に要

請してまいります。

カキ種苗センターについては、カキの飼育や藻類培養の各設備の適切な維持管理と運

用を行い、生産者に良質かつ安定した種苗供給を引き続き行ってまいります。

「カキえもん」養殖については、生産者の努力により、生産技術の高度化と均一化が

図られ、市場へ安定供給できる体制が整いつつあります。今後も生産者の所得向上につ

なげるため、消費者により認知されるよう産品の特徴や魅力の周知活動に取り組むとと

もに、試験研究機関の協力を得ながら、効果的な養殖資材の活用など、高品質なカキを

効率よく養殖する技術の確立に向けた取組を進めてまいります。

次に、農業にでついてであります。

農業生産基盤については、今後も良質な粗飼料を安定して確保するため、道営事業に

より町営牧場大別地区の草地整備を継続するほか、太田片無去地区における営農用水の

安定供給を図るため、施設更新整備を実施してまいります。
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また、農作業の負担軽減と持続的な酪農経営維持のため、釧路太田農業協同組合が運

営するコントラクター事業に用いる農業機械の導入を支援してまいります。

担い手対策については、本年一組の着業が予定されておりますが、引き続き関係機関

と連携し、新規就農者の誘致促進を図ってまいります。

中山間地域等直接支払事業と多面的機能支払事業については、地域に根ざした事業展

開が効率的に実施できるよう、引き続き支援してまいります。

酪農地帯における長期間の停電や断水などの減災対策やエゾシカ・ヒグマによる農業

被害の防止のほか、家畜ふん尿の適正処理や有効活用について、引き続き釧路太田農業

協同組合と連携し取り組んでまいります。

家畜防疫については、厚岸町家畜自衛防疫協議会が行う予防注射や各種検査を支援す

るほか、牛ウイルス性下痢病の感染予防のため、町営牧場・隔離牛舎の衛生管理の徹底

を図ってまいります。

町営牧場については、より適正な預託牛の育成・管理を図るため、舎外で使用する給

水施設とパドックの一部を改修するほか、作業機械の大型化や作業環境の整備、飼養管

理技術の向上に取り組んでまいります。

また、ヒグマ被害の防御対策として、職員と預託牛の安全確保を図るため、放牧地へ

電気柵を設置いたします。

次に、林業についてであります。

町有林の整備については、安定した事業量の確保と林業就業者の雇用を図るととも

に、持続可能な森林保全を推進するため、計画的な森林施業を進めてまいります。

私有林の整備については、厚岸町森林組合と連携し、民有林振興対策事業と森林環境

譲与税を活用した補助制度を継続してまいります。

担い手対策については、引き続き森林整備担い手対策推進事業などを支援するほか、

関係機関と連携し、林業就労者の育成・確保に努めてまいります。

町民の森植樹祭については、地域ぐるみの森づくり事業として、引き続き支援してま

いります。

森林資源の利用については、堆肥センターの水分調整材などに町有林施業による林地

残材を活用するほか、町有施設への木質バイオマスボイラーの導入について、引き続き

検討してまいります。

路網の整備については、道営事業により別寒辺牛２号線の整備を継続してまいりま

す。

きのこ菌床センターについては、しいたけ価格の低迷によって厳しい経営環境にある

生産者を支援するため、良質で安価なきのこ菌床の供給に努めるとともに、種菌メーカ

ーと連携して、経営の安定化に向けた適宜の情報提供を行ってまいります。

また、新規生産者を誘致するため、移住体験者等へのしいたけ栽培体験の実施のほ

か、研修受入体制を構築するとともに、菌床の無償提供や生産施設用地の貸付等を引き

続き実施してまいります。

次に、商工業、観光、雇用についてであります。

商工業については、引き続き関係団体と連携し、事業者への新型コロナウイルス感染

症影響調査を実施し、その実態把握に努めるとともに、事業所等が行う感染防止策への
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支援や商工業者の事業継続を図るため、がんばろう厚岸応援券配付事業を実施するほ

か、必要に応じた経済対策を行ってまいります。

中小企業の振興については、厚岸町商工会や金融機関と連携し、融資制度や設備投資

への支援制度の活用を促進するための周知を行うほか、「厚岸町中小企業振興計画」に

基づく各種取組を進めるとともに、「特産品等開発支援制度」のさらなる利用促進を図

り、ふるさと納税返礼品にもつながる魅力ある特産品開発を支援してまいります。

観光については、厚岸霧多布昆布森国定公園の誕生を契機として、地域資源を活用し

た魅力ある、さらなる観光地づくりを進め、地域活性化を図るため、厚岸町観光振興計

画を策定いたします。

また、観光客のさらなる誘客のため、アウトドアガイドの育成のほか、厚岸観光協会

と連携した地元ガイドの育成や冬の観光客誘致に向けた事業を実施してまいります。

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響により低迷する観光関連業の活性化のた

め、観光客誘客促進事業を新たに実施し、宿泊事業者への支援と商店への購買力の促進

を図ってまいります。

このほか、町内産業団体や近隣市町村と連携し、道内外へのプロモーションを実施す

るほか、多様な情報媒体を活用し、魅力ある食や自然景観などの旬な話題を積極的に発

信してまいります。

厚岸味覚ターミナル・コンキリエについては、総合観光雑誌「北海道じゃらん」の道

の駅ランキング・飲食部門において、全道129駅中、11年連続１位を獲得するなど、観

光中核拠点施設としての役割を果たしてきました。

新型コロナウイルス感染症の影響により大変厳しい現状にありますが、観光客の早期

回復を図るため、引き続きマスメディアによる情報発信や道内外での誘客活動を行うほ

か、「厚岸ウイスキー」を活用した食の提供や厚岸の魅力発信に取り組んでまいりま

す。

また、施設の適切な維持管理を図るため、エレベーターや風除室自動ドアの改修など

を行ってまいります。

このほかの観光施設等については、あっけし望洋台と厚岸駅構内に観光案内看板を設

置するほか、子野日公園内の桜見本園防獣フェンスと愛冠岬ベルアーチの改修を行いま

す。

雇用については、町内就業を促進するためのホームページ掲載などによる町内の求人

情報の公開と、ハローワークとの連携による求職・求人情報提供サービス、事業者が雇

用を維持するための各種制度の周知を引き続き行ってまいります。

また、厚岸町雇用対策連絡会議を通じ、町内の起業や団体、厚岸翔洋高等学校と新規

採用などの雇用対策に関する情報の共有を図るほか、専門技術の習得や季節労働者の通

年雇用を促進するため、釧路地方職業能力開発協会などと連携し、各種研修機会の提供

を行ってまいります。

労働環境の向上については、子育てや介護等、仕事を両立し、安心して働くことがで

きる職場づくりを促進するため、事業者等に対し、働きやすい環境整備のための制度の

情報提供を行ってまいります。

将来像の３点目は、「みんな笑顔で健やかに、つながり支え合うまち」であります。



- 9 -

子ども・子育て支援については、「第２期厚岸町子ども・子育て支援事業計画」の基

本理念に基づき、引き続き子どもを安心して産み育てることができるまちづくりを推進

してまいります。

幼児教育・保育については、保育所におけるゼロ歳から５歳までの全ての子どもの保

育料と食材料費の無償化と、幼稚園に対する特定教育・保育施設の運営に必要な給付と

保育料の無償化、副食費の助成を継続してまいります。

また、妊娠期から子育て期にわたる支援の取組については、コロナ禍でもオンライン

で行える子育て応援アプリによる保健指導・個別相談と情報提供、新生児聴覚検査と妊

産婦健康診査の費用助成、出産祝金10万円の支給、子育て世帯の外出支援に対するハイ

ヤー券の交付、ファミリーサポート利用料の助成、子育てお助けブックの配付、妊婦健

康診査通院費の助成、助産院による妊産婦子育て相談、産後ケア事業を引き続き行って

まいります。

さらに、子どもとその家庭及び妊産婦等を対象として、実情把握や調査、指導、相談

対応などの福祉に関する支援全般を行う「子ども家庭総合支援拠点」を設置し、関係機

関と連携を図りながら、切れ目のない支援体制を構築してまいります。

町民の健康推進については、「第２期みんなすこやか厚岸21・中間評価改訂版」で掲

げた「幼児のむし歯が多い」「成人の喫煙率が高い」「塩分摂取量が多い」の３点の重

点課題をはじめ、各分野ごとに設定した目標値を達成するため、引き続き本計画に基づ

く取組を推進してまいります。

食育の推進と自殺対策については、本計画と一体で策定した「厚岸町食育推進計画」

と「厚岸町自殺対策計画」において設定した目標値を達成するため、関係機関・団体等

と連携し、両計画に基づく取組を引き続き推進してまいります。

保健予防サービスについては、生活習慣病の予防と疾病の早期発見のため、がん検診

や特定健康診査、後期高齢者の生活習慣病検診の受診の必要性と制度の周知を行い、受

診率の向上に努め、町民の健康維持を推進してまいります。

新型コロナウイルスワクチンの接種については、現在町内医療機関との連携を図りな

がら、３回目の接種や未接種者への接種を順次行っておりますが、今後においても町民

の皆さんが安心して接種を受けることができるよう、国の動向に注視しながら体制を維

持してまいります。

新型コロナウイルス感染症の対応については、引き続き、厚岸町感染対策本部におい

て、迅速かつ適切な周知や対応を図るほか、全力を挙げて感染防止に取り組んでまいり

ます。

また、その他の感染症の流行を予防するため、町内の医療機関や関係機関で構成する

感染症情報共有連絡会議を通じ、各種感染症に対する危機意識の高揚を図るほか、予防

接種の勧奨を行ってまいります。

次に、病院事業についてであります。

町立厚岸病院は、町民の命と健康を守り、誰もが安心して生活できる地域社会を支え

る中核的な医療機関であります。

診療に当たっては、「つねに“やさしさ”をもって診療に専心する」ことを基本理念

として、外来診療では本年４月から新たに１名の常勤医師を加え、４人体制でスタート
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する予定の内科、外科及び小児科、釧路市内の総合病院との病病連携による整形外科及

び脳神経外科の定期診療のほか、24時間救急と人工透析の医療体制を維持してまいりま

す。

病棟体制では、全科で効率的な利用を図り、急性期から慢性期までの様々な病態の患

者の受入れに対応するとともに、専門治療が必要とされる患者については、釧路市内の

総合病院など、二次医療機関への適切な紹介を速やかに行ってまいります。

病院経営に当たっては、人口減少や新型コロナウイルス感染症の影響等により、医業

収益が大幅に減収となる中、医療提供体制を維持するための経費が増加するなど厳しい

状況が続いており、また、国では団塊の世代が75歳を迎える2025年度を見据えて、地域

医療需要等を踏まえつつ、医療提供体制の抜本的な見直しを行うとしております。

このため、経営の健全化を図り、公立病院としての使命と役割を果たすため、国から

示される公立病院経営強化ガイドラインに留意しつつ、新たな病院経営強化プランを策

定し、適正な病院経営と地域医療の確保に全力で取り組んでまいります。

小児救急やドクターヘリ運行などの広域救急医療については、管内市町村や関係機関

との連携により、その体制維持に努めるとともに、厚岸郡の救急医療体制についても、

引き続き関係町と連携して取り組んでまいります。

地域福祉については、「第４期厚岸町地域福祉計画」に掲げる目標を達成できるよ

う、厚岸町社会福祉協議会をはじめ、地域福祉に関わる全ての人や団体と連携して、子

どもから高齢者までの包括的な支援や各種取組を維持するとともに、介護、障がい、子

育て、生活困窮といった分野別の属性を問わない相談支援、参加支援、地域づくりに向

けた支援を一体的に行う重層的支援体制の整備に向けて、先進事例の研究などの準備を

進めてまいります。

成年後見制度については、認知症や高齢者や障がいのある人の地域生活を支えるた

め、引き続き厚岸町社会福祉協議会と連携し、さらなる制度利用の促進と体制の充実、

普及・啓発に努めてまいります。

高齢者福祉については、「第８期厚岸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」に

掲げる目標を達成できるよう、各事業所などと連携して計画に基づく各種の事業や取組

を推進してまいります。

また、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を送ることができるよう、介護予防

・生活支援サービスの適切な運用を図るほか、医療や介護サービスなどの制度をつなぎ

合わせた支え合いによる地域包括ケアシステムを確立するため、生活支援コーディネー

タを中心に地域の支え合い体制の充実を図るとともに、地域ケア会議を通じて現状にお

ける地域課題を検討しながら、ネットワークを構築してまいります。

さらに、高齢者が安心して生活できるよう、認知症対策として、救急通報システム事

業の普及やＳＯＳネットワークをはじめとする地域の見守り体制を推進するとともに、

認知症サポーターなどの人材養成や認知症に対する理解を深めるための普及啓発を進め

ていくほか、介護予防意識のさらなる工場を図るための元気いきいき高齢者応援事業を

引き続き実施いたします。

特別養護老人ホーム心和園と在宅老人デイサービスについては、指定管理者との情報

共有を図り、継続的かつ安定的な管理運営と入居者と利用者の安心に資するため、新型
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コロナウイルス感染症の適切な感染防止を講じさせるとともに、引き続き施設の適切な

維持管理を支援してまいります。

また、老朽化が進む特別養護老人ホーム心和園の建て替えに向けた具体的な検討を進

めてまいります。

介護老人保健施設「ここみ」については、入所者が日常生活を送る力を維持・向上で

きるよう、リハビリを中心に自宅復帰を目指した生活の場として、引き続き安定した施

設運営と超高齢化社会を支える重要な役割を担ってまいります。

障害福祉については、「第５期厚岸町障がい者基本計画」と「第６期厚岸町障がい福

祉計画」の基本理念に基づき、訪問入浴サービス事業や日中一時支援事業など、障がい

のある人の地域での生活支援や自宅で常時介護する家族への支援などを引き続き実施す

るほか、経済的負担の軽減を図るため、身体障害者手帳の交付申請などの各種制度を利

用する際に必要となる診断書等の取得費用や身体障害者手帳の交付対象とならない難聴

者の補聴器購入費用に対する助成制度を創設いたします。

また、釧路圏域において障がいのある人などが安心して暮らしていけるよう、関係事

業所に委託し、地域生活支援拠点として、緊急時の受入れのための空床を確保と、その

体制維持に努めてまいります。

国民健康保険については、被保険者の健康の保持増進を図るため、特定健康診査の受

診の必要性の周知と積極的な受診勧奨を行うほか、医療機関と連携したみなし診察等に

よる未受診者対策を実施し、疾病への予防と早期発見・早期治療による医療費の抑制を

図るとともに、国民健康保険税の適正な課税と収納率の向上に努め、安定した事業運営

を行ってまいります。

介護保険制度については、介護サービス利用者が適正なサービスを受けることができ

るよう、引き続き介護サービス事業者との連携に努めるほか、介護保険制度の周知と

「第８期介護保険事業計画」の進捗状況の検証を行ってまいります。

また、介護保険料については、低所得者の軽減措置を継続してまいります。

在宅医療と介護の連携においては、在宅療養者と医療・介護関係機関との連携や町民

の認知症に対する理解を深め、認知症の人やその家族を支援するための情報提供の充実

を図ってまいります。

また、保健福祉事業として、要介護度の高い高齢者を介護する家族の経済的負担を軽

減するため、紙おむつなどの介護用品購入給付券を交付する在宅介護用品給付事業を継

続するとともに、在宅生活の継続と介護予防自立支援を図るため、介護予防と筋力維持

を図る貯筋健診事業を引き続き実施してまいります。

さらに、町内居宅介護支援事業所において不足している介護支援専門員の確保を図る

ため、奨励金制度を創設いたします。

生活保障と自立支援については、生活相談に適切に対応するとともに、生活保護制度

や生活困窮者自立支援制度などの各種制度を活用し、生活実態に即した支援に努めてま

いります。

また、福祉灯油等、購入助成事業の制度を見直し、低所得者の高齢者世帯、ひとり親

世帯に対する支援の拡充を図ってまいります。

将来像の４点目は、「未来を切り拓く力を育み、豊かな人間性にあふれるまち」であ
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ります。

教育委員会と連携し、教育環境の充実を図ることは、私の重要な使命であります。総

合教育会議を通じて、私と教育委員会が十分な意思疎通を図り、地域の教育の課題やあ

るべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政を推進してまいります。

そこで、私に関する教育行政について申し上げます。

学校における新型コロナウイルス感染症の感染防止については、児童生徒の継続した

学びを保障するため、安全・安心な学校生活を送ることができるよう、引き続き必要な

対策を講じてまいります。

就学支援については、保護者負担を軽減するため、学校給食費の無償化や児童生徒の

個人所有となるもの以外の教材購入費の全額公費負担、就学旅行経費の半額助成、経済

的理由で就学困難な児童生徒の保護者への援助費の一部支給を引き続き実施いたしま

す。

また、厚岸翔洋高等学校に対しては、通学バス定期券購入助成とスクールバスによる

部活動の大会送迎を引き続き支援するとともに、今年度から順次進められる学習用コン

ピューター端末の個人持ち込みに対する支援を実施いたします。

文化財保護については、アッケシソウの保護・増殖と観光資源への活用を検討するた

め、試験栽培地での試験栽培を行います。

また、指定文化財への理解と活用を図るため、指定史跡である神岩チャシ跡及び竪穴

群の３Ｄ模型による展示物を制作いたします。

スポーツ推進については、雨天や冬期間に使用できる多目的屋内スポーツ施設を整備

するとともに、本年４月から新たな地域おこし協力隊１名を採用し、町民の皆さんの運

動促進を図るほか、スポーツ合宿のさらなる誘致を行ってまいります。

将来像の５点目は、「多様なつながりにより、共に生き、共に創り上げる持続可能な

まち」であります。

広報活動については、町民の皆さんとの情報共有を図るため、広報あっけしや町要

覧、ホームページ、ＳＮＳによる情報発信のほか、４月に全戸配付する予定の「あっけ

しまるわかりガイドブック」などを活用して、暮らしに必要な情報を分かりやすく提供

してまいります。

広報活動と町民参加によるまちづくりについては、町民の声を広く取り上げ、協働の

まちづくりを促進するため、町民参加型のワークショップなどによる新たなまちづくり

事業の企画・立案を進めてまいります。

庁舎の利用については、引き続き新型コロナウイルス感染症対策を徹底するととも

に、来庁者の利便性向上のため、分かりやすい案内表示と適宜の情報提供に努めてまい

ります。

自治会活動については、自治会への各種補助制度と地域担当職員制度による支援を継

続していくとともに、コミュニティ活動の拠点施設である集会施設については、老朽化

した生活改善センター改築の基本設計に着手するとともに、湖南地区集会所の屋根塗装

と外壁改修及び真栄地区集会所の内装改修を行います。

人権意識の啓発については、町民に人権への理解を深めてもらうため、人権擁護委員

や釧路地方法務局と連携し、啓発活動や人権教室を実施するとともに、特設人権相談の
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実施を支援してまいります。

交流活動については、本年２月にオーストラリアクラレンス市の姉妹都市提携から40

年の節目の年を迎えたことを記念して、床潭末広間道路沿いに設置しているゆかりの地

案内看板を更新するほか、姉妹都市交流に関する講演会とワークショップを開催いたし

ます。

友好都市の山形県村山市については、引き続き物産交流等を実施するほか、今後の交

流拡大に向けた検討をしてまいります。

移住・定住については、支援制度の継続と10月に大阪市で開催される北海道移住交流

フェアへの出展など、効果的な情報発信を進めてまいります。

地域おこし協力隊については、新たな募集を行うとともに、引き続き定住を支援して

まいります。

次に、行政運営についてであります。

行政組織機構については、これまでもその時代に合った見直しを行ってきましたが、

人口減少が進む中、変動する社会情勢や行政需要、多様な町民要望に対応するために

は、限られた人員の効果的な設置と専門的かつ高度な職務遂行能力を身につけた職員、

いわゆる「人財」の育成が必要であります。

このため、引き続き「厚岸町職員定員管理計画」の確実な実行と「厚岸町職員人財育

成基本方針」に基づく職員研修の充実に努めるとともに、人事評価制度の適正な運用を

図るほか、令和５年度から段階的に始まる予定の職員の定年年齢の引き上げに対応した

制度の設計を行い、限られた人員で最大の効果を発揮できる組織を構築してまいりま

す。

また、職員の働き方改革を維持するため、事務事業の見直しや効率化に取り組んでま

いります。

このほか、駐在所を廃止する上尾幌地区住民の利便性の向上を図るため、戸籍や住民

票等の申請、交付事務について、上尾幌郵便局への委託を行ってまいります。

次に、財政運営についてであります。

令和４年度予算編成に当たり、その基本となる国の地方財政計画では、地方公共団体

が行政サービスを安定的に提供しつつ、重要課題にも取り組めるよう、地方交付税は3.

5％の増、地方交付税の振替財源となる臨時財政対策債は63.1％の減とし、必要な一般

財源総額を確保する内容となっております。

こうした状況を踏まえ、令和４年度の一般会計予算案は、約101億7,600万円で、前年

度に比較して5.0％、約４億8,400万円の増であります。

歳入予算について、町税は、主に新型コロナウイルス感染症に関わる固定資産税及び

都市計画税の軽減措置終了などによる増額を見込み、約10億6,600万円を計上、ふるさ

と納税による寄附金は、前年度に比較して１億円増の５億円を計上しております。

また、ふるさと納税については、地元の特産品を通じて厚岸の魅力を全国的に発信す

るとともに、寄附された方々との継続的なつながりを持つ取組や厚岸町を訪れる人を増

やす仕組みなどを引き続き進めてまいります。

地方交付税は、地方消費税交付金などの増額による基準財政収入額の増や公債費など

の増額を見込み、前年度に比較して、約1,600万円増の約34億4,900万円を計上しており
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ます。

臨時財政対策債は、国から示された伸び率による試算を踏まえ、前年度に比較して、

約１億7,500万円減の約6,900万円を計上しております。

歳出予算について、投資的経費は、前年度に比較して約２億8,300万円増の約24億4,6

00万円、人件費は、前年度に比較して約2,200万円減の約19億6,300万円、公債費は約70

0万円減の約10億3,900万円を計上しております。

一般会計から特別会計と企業会計への繰出金等は、約11億7,200万円を計上し、一般

会計と六つの特別会計及び二つの企業会計を合わせた当初予算案の合計は、約158億500

万円で、前年度に比較して3.5％、約５億3,900万円の増であります。

また、一般会計の収支不足額は、前年度に比較して約7,300万円増の約11億7,200万円

で、増額を基金から取り崩し、収支の均衡を図っております。

今後も安定した財政運営を図るためには、基金残高を確保する必要があり、取り崩し

た基金を可能な限り年度内に積み戻すことができるよう、さらなる自主財源の確保と経

費節減に努めてまいります。

財政指標の一つである将来負担比率は、令和２年度決算で79.6％と地方債を発行する

際に国の許可が必要となる基準を下回っておりますが、依然として高い水準で推移して

おります。今後も老朽化が進む町有施設等の更新整備などに当たっては、今年度に及ぼ

す影響を考慮しつつ、「第６期厚岸町総合計画」に掲げた財政健全化指標の目標達成に

努め、将来にわたって持続可能で安定的な財政運営を推進してまいります。

以上、令和４年度の町政を執行するに当たっての基本姿勢と主な施策の概要について

申し述べました。

今年、厚岸大橋が北海道で最初の海上町として竣工されてから50年という記念すべき

年となります。私にとっても、そのときの記憶は今でも鮮明に思い出すことができる、

まさに歴史的な出来事でありました。私は、先人の血と汗のにじみ出るご苦労をもとよ

り、それぞれの分野においてゆるぎないご努力をされた方々、町民の皆さんの悲願達成

に向けての一致団結した活動に、改めて心から敬意を表する次第であります。

「氷り渡もむかしの夢よ、今じゃ大橋ひとまたぎ」厚岸音頭の歌詞の一節です。この

厚岸音頭は、厚岸大橋の完成を祝って根室市出身の作曲家である故飯田三郎さんが作詞

・作曲され、大橋完成を祝して、楽曲に合わせて踊りも誕生しました。毎年開催される

厚岸の夏を彩る厚岸港まつりで一糸乱れぬ群舞をを繰り広げながら練り歩く、厚岸音頭

を市中大パレードへとつながっています。

昭和47年の厚岸大橋の開通は、町民の心の架け橋として、それまで湖南・湖北の両地

区に分団されていた厚岸町に真に一つの地域社会を形成させ、住民生活の利便性や今日

に至る産業、経済、文化、観光などの発展に大きく寄与することとなりました。

しかし、その世紀の大事業による悲願達成から50年の間にも、幾多の時代の変遷があ

り、町政はその折々に新たな課題に直面しては、町民の皆さんと共に手を携えながら、

それらの一つ一つを解決することで、今日の厚岸町を築いてまいりました。

そして、現在、時代は変わり、人は変われど、厚岸を愛する人たちのさらなる厚岸町

の幸せを願う気持ちは変わることがありません。

そのような意味において、まちづくりに終わりはなく、今もまた、私たちは大きな時
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代の変革期の真っ直中にいます。

先人たちの苦労を偲びつつ、私たちの愛する厚岸の新時代を創造するため、共に力を

尽くそうではありませんか。

町議会議員の皆さん、そして町民の皆さんの一層のご理解、ご協力を賜りますようお

願い申し上げ、令和４年度の町政執行に当たっての、私の所信といたします。

●議長（堀議員） 次に、教育長の教育行政施行方針の説明を求めます。

教育長。

●教育長（酒井教育長） 令和４年厚岸町議会第１回定例会の開会に当たり、教育委員会

が所管する行政の執行について、その方針を申し上げます。

新型コロナウイルスが社会のあらゆる分野に計り知れないダメージを与える中、私た

ちは新しい生活様式に基づいて、長引く困難に賢く、粘り強く対処してまいりました。

いまだに先が見通せない状況ですが、厚岸町教育大綱に掲げる基本理念「郷土に立

ち、未来を見つめ、共に歩む人」の実現に向けて、町の教育・文化・スポーツの振興を

図るべく、感染防止に細心の注意を払いながら、関係部局や関係機関と連携して、所管

する施策を推進してまいります。

次に、本年度の主要な施策について申し上げます。

第一は、管理課・指導室所管事項についてであります。

学校教育におきましては、「よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を創る」の理

念及び学習指導要領の趣旨を踏まえ、学校・家庭・地域、関係機関の連携を基盤とした

安全・安心な教育環境の下で、次の五つの重点に取り組んでまいります。

重点の１は、「確かな学力の育成」についてです。

基礎的、基本的な知識及び技能を確実に身につけさせるとともに、これらを活用して

新たな課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むことについて申し

上げます。

１点目は、個別、最適な学びの推進です。子どもの学びの蓄積を通して、子どもの成

長やつまづき、悩みなどの理解に努めるとともに、子どもの実態に応じたきめ細かな指

導・支援を行うことで、学習内容の確実な定着を図り、その理解を深め、広げる学習を

充実してまいります。

２点目は、協働的な学びの充実です。探求的な学習や体験活動などを通じ、子ども同

士、地域の人材をはじめ、多様な他者と関わりながら、この学びが集団の中のよさとし

て生かされ、互いに刺激し合い、高め合う学習に努めてまいります。

３点目は、ＩＣＴを活用した学習の充実と授業改善です。タブレット端末を用いて授

業を行うことで、教材の提示、情報の収集や整理、試行錯誤を通した課題解決、個々の

考えの共有、学びの蓄積など、これまでよりも効果的に行うことができます。個別最適

な学び、協働的な学びを充実するために、教員のＩＣＴ活用能力の向上と授業改善に努

めてまいります。

重点の２は、「豊かな心の育成」についてです。

夢や目標に向かって主体的に考え、判断し、行動するたくましい心と、人や社会と協
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調して共に生きるしなやかな心を育むことについて申し上げます。

１点目は、特別の教科「道徳」の充実です。自分の考えや感じ方を整理したり、他者

の考えに触れたりしながら、道徳的価値を磨き、自尊心や規範意識を高め、自己の生き

方についての考えを深められる授業を進めてまいります。

２点目は、直接的・間接的な体験活動による感動や達成感の共有です。地域の人材や

環境を活用した学習を通して、学校・家庭・地域といった集団の中で自己の有用感を感

じる機会を設定し、一人一人を尊重し、共感し合える集団を育成してまいります。

３点目は、生徒指導の充実です。いじめや不登校、ヤングケアラー等、生徒指導上の

諸課題に関して、学びの補償や健全育成の観点から、教職員の共通認識の下で組織的な

対応を行い、未然防止と早期発見、早期解決に努めてまいります。

重点の３は、「健康な体の育成」についてです。

生涯にわたって豊かで充実した社会生活を送るための土台となる健康な体を育むこと

について申し上げます。

１点目は、健康の維持、体力の向上に関する指導の重点化です。新型コロナウイルス

感染症の影響等による体力の低下を改善するために、運動機会を補償するとともに、体

育の指導や生活指導を通して、心身共に健康な生活を送るための資質能力を育成してま

いります。

２点目は、情報モラル教育の充実です。タブレット端末を活用した学習を通して、個

人情報の保護、人権侵害、著作権等に対する対応、危険回避やネットワーク上のルール

やマナーに対する理解を深め、行動する態度を育成してまいります。

また、「家庭のルールづくり」を推進し、生活リズムの自己管理についても継続的な

指導や支援を進めてまいります。

３点目は、食育の充実です。栄養や食事についての正しい知識が身につくよう、給食

指導や栄養教諭による学習等、食に関する指導を実施するとともに、地元食材を使った

ふるさと給食を通して、食生活を支える環境についての理解を深めてまいります。

また、児童生徒個々のアレルギー情報を保護者及び学校と共有しながら、安全・安心

な給食の提供を実施してまいります。

重点の４は、「ふるさと・キャリア教育の推進」についてです。

地域への理解と愛情を深めるとともに、自分の将来について主体的に考え、積極的に

地域と関わろうとする児童生徒を育むことについて申し上げます。

１点目は、ふるさとの自然、産業、文化、人に触れる学びや体験の継続です。タイム

カプセルの開封事業等、ふるさとの歴史に触れる機会を設け、ふるさとを見つめ、再発

見する活動を通して、子どもの多様なものの見方、考え方、行い方を育み、ふるさと厚

岸への愛着と学ぶ意欲を育んでまいります。

２点目は、キャリア教育の充実です。学習や活動の内容を記録するキャリアパスポー

トを活用し、自己の成長を振り返りながら学ぶことと、自己の将来とのつながりを見通

し、主体的に進路選択を行う資質能力を育んでまいります。

重点の５は、「学びの補償」についてです。

児童生徒一人一人が、等しく、生き生きと学ぶことができる支援及び環境整備につい

て申し上げます。
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１点目は、新型コロナウイルス感染症対策です。新型コロナウイルス感染症への対応

が続く中、安全・安心な教育を推進することが重要です。きめ細かな指導、助言に努

め、保健衛生用品の整備を図り、継続した学びを補償できるよう努めてまいります。

２点目は、ＩＣＴを活用した教育支援です。臨時休業や長期にわたる欠席など、子ど

もが学校で授業を受けられない場合においても、タブレット端末を活用し、学びが継続

する環境整備と体制づくりを行ってまいります。

３点目は、職員研修の充実です。教員のキャリアステージに則した実践的かつ効果的

な研修を企画推進できるよう、町立教育研究所をはじめとする既存組織や資料を活用し

ながら、教員の資質能力の向上を図ってまいります。

４点目は、特別支援教育の充実です。特別な支援を要する子どもに対し、よりよい教

育支援環境を整備するために、道費負担職員の基準配置に加え、学級支援員を増員配置

して人的支援を行ってまいります。

また、教員に対し、特別支援免許講習の受講促進や研修内容の情報共有を進め、専門

的知識を高められる環境整備を継続してまいります。

５点目は、防災教育の充実です。子どもを取り巻く環境に内在する危機に適切に対応

するために、各校の危機対策マニュアルの点検と見直しを適時行ってまいります。

また、防災意識を高めるために、町の総合防災訓練に参加するとともに、日常の指導

も継続して実施してまいります。

６点目は、地元高校への支援です。厚岸翔洋高等学校通学バス定期券購入費助成を継

続するとともに、新学習指導要領に基づき、本年度から順次進められる学習用コンピュ

ーター端末の個人持ち込みに対し、保護者負担の軽減と入学者確保のため、新たな支援

を行ってまいります。

また、小学校、中学校、高等学校の児童生徒間、教職員間の交流・連携を深め、厚岸

翔洋高等学校の教育活動を支援してまいります。

７点目は、働き方改革です。教員の業務負担を軽減し、児童生徒と向き合う時間の確

保に努めるとともに、業務の効率化、精選を継続してまいります。

第二は、生涯学習課所管事項についてであります。

社会教育におきましては、生活に潤いと生きがいを感じられるよう、生涯を通じた学

び、その成果を活かせる環境を整えるため、次の三つの重点に取り組んでまいります。

重点の１は、生涯学習事業の充実についてです。町民の皆さんの個性と教養が発揮さ

れ、それが活かされる機会の充実を図る生涯学習事業について申し上げます。

１点目は、各種サークルや団体、関係機関と連携して、学びや体験となる事業の拡充

を図るとともに、生涯学習情報紙などを活用し、生涯学習に関わる情報の提供に努めて

まいります。

２点目は、「早寝・早起き・朝ごはん」の普及を進め、規則正しい生活習慣の習得と

豊かな人間性や社会性を育むため、体験活動等の事業の実施と青少年の健全育成を図っ

てまいります。

３点目は、感性を豊かにし、生活に潤いを与える芸術・文化の振興を推進し、幼児、

児童生徒、それぞれにあった良質な芸術鑑賞の機会の提供と、町内文化サークルや文化

事業への支援に努めてまいります。
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重点の２は、「海事記念館事業の充実」についてです。

厚岸町ならではの文化財及び海事・天文に関する貴重な学術資料の有効活用を図ると

ともに、その保存、普及、伝承に努める海事記念館事業ついて申し上げます。

１点目は、アッケシソウ試験栽培事業により、育成研究を行い、アッケシソウの育成

環境の拡大を進めてまいります。

また、北海道遺産である国泰寺を含む蝦夷三官寺の情報発信など、文化財保護の推進

と豊富な郷土の文化的資源の活用に努めてまいります。

２点目は、厚岸町の海事や郷土に関わる物品の収集や聞き取りを行うとともに、研究

や検証など、貴重な歴史資料の蓄積を進めてまいります。

３点目は、魅力あるプラネタリウム番組の提供を継続し、天文知識の普及を図るとと

もに、遺跡の地形模型の制作など、展示物の充実に努めてまいります。

重点の３は、「情報館事業の充実」についてです。

町民の皆さんが個性と教養を磨き、相互の交流を深める拠点としての情報館事業につ

いて申し上げます。

１点目は、「第３次厚岸町子ども読書活動推進計画」などに基づき、乳幼児から高齢

者までの幅広い図書館サービスを実施するため、読み聞かせボランティア団体や学校司

書及び学校や福祉施設などと連携して、各種授業を推進し、町民の皆さんの生涯にわた

る読書環境の充実に努めてまいります。

２点目は、「いつでもどこでもだれでも」利用できる図書館を目指し、作品展示や絵

画展など、施設を活用して芸術に触れる機会の提供などにより、町民の皆さんの交流の

場として親しまれる環境づくりに努めてまいります。

３点目は、パソコン講座を開催し、情報技術の習得と向上を支援するとともに、調べ

ものなどの問い合わせに応じるレファレンスサービスの充実や町内を巡回する図書館バ

ス運行を継続してまいります。

また、新たにインターネット上で利用できる電子書籍を整備するなど、事業の充実を

図ってまいります。

第三は、スポーツ課所管事項についてであります。

町民の皆さん誰もが、それぞれの体力や志向に合わせたスポーツ・レクリエーション

活動に親しめるよう、次の二つの重点に取り組んでまいります。

重点の１は、「健康や体力の保持増進」についてです。

運動に関する正しい知識や技術の普及に努めるとともに、気軽に健康づくりや体力づ

くりに取り組める環境を整えることについて申し上げます。

１点目は、多くの方が参加できる各種の講習会や体力づくりのための事業を実施して

まいります。

２点目は、安全・安心な運動やスポーツの振興には欠かせないスポーツ障害の防止を

図るため、スポーツ指導者や保護者の皆さんなどに対する研修を実施してまいります。

３点目は、温水プールの機能を活用した各種の水泳教室や水泳指導の充実に努め、町

民の皆さんの泳力向上や健康増進などの支援を引き続き実施してまいります。

重点の２は、「スポーツの振興」についてです。

多くの町民の皆さんがスポーツの価値や魅力を実感し、積極的にスポーツ活動に参加
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できる環境を整えることについて申し上げます。

１点目は、宮園公園に多目的屋内スポーツ施設を整備し、多くの方が利用できる環境

を整え、雨天時及び冬期間の運動不足解消に努めてまいります。

また、町外のスポーツ団体等に幅広く施設の情報を発信し、町民の皆さんがより高い

協議レベルと接することができるようスポーツ合宿の誘致に努めてまいります。

２点目は、多くの方に楽しくスポーツに親しめる機会を提供するため、各種スポーツ

大会やスポーツ事業を開催するとともに、参加される方が快適に使用できるよう、利便

性の高い施設の整備に努めてまいります。

３点目は、海洋スポーツの振興を図るとともに、恵まれた自然環境に調和するアウト

ドアスポーツのマナーや知識の普及に努めてまいります。

４点目は、スポーツ団体などの競技レベルの向上や費用の負担軽減を図るため、スポ

ーツ振興助成の支援を行うとともに、町のスポーツ基盤を支える各種団体の充実を図る

ため、組織経営の支援や練習に参加する少年団の送迎を引き続き実施してまいります。

以上、令和４年度の教育行政執行方針について申し上げました。

第６期厚岸町総合計画に掲げる「未来を切り拓く力を育み、豊かな人間性にあふれる

まち」の実現に向けて、総合教育会議などで町長と相互の連携を図りつつ、その使命を

果たしてまいります。

町民の皆さま並びに町議会議員の皆さまのなお一層のご理解、ご協力を心からお願い

申し上げます。

●議長（堀議員） 以上で、町政執行方針と教育行政執行方針の説明を終わります。

●議長（堀議員） 日程第７、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、諮問第

２号 人権擁護委員候補者の推薦について、以上２件を一括議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

町長。

●町長（若狹町長） ただいま上程いただきました諮問第１号及び諮問第２号の人権擁護

委員候補者の推薦について、その提案理由をご説明いたします。

現在、厚岸町では、人権擁護委員法第６条第１項の規定により、法務大臣から、４名

の人権擁護委員が委嘱されておりますが、このうち、森脇智亮委員と髙橋美佐子委員

が、本年６月30日をもって任期を満了することになります。

つきましては、同法同条第３項の規定により、厚岸町議会議員の選挙権を有する住民

で、人格識見高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある両氏を、当該

委員候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求めるものであります。

意見を求める委員の候補者を申し上げます。

はじめに、議案書１ページ、諮問第１号をご覧ください。

住所、厚岸郡厚岸町梅香２丁目43番地。

氏名、森脇智亮。

生年月日、昭和37年７月31日。
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性別、男。

職業、僧侶であります。

森脇氏の学歴、職歴と公職歴については、次のページに記載しておりますので、参考

に供してください。

次に、議案書３ページ、諮問第２号をご覧ください。

住所、厚岸郡厚岸町白浜１丁目164番地。

氏名、髙橋美佐子。

生年月日、昭和33年４月22日。

性別、女。

職業、無職であります。

髙橋氏の学歴、職歴と公職歴については、次のページに記載しておりますので、参考

に供してください。

なお、任期は、同法第９条の規定により、令和４年７月１日から令和７年６月30日ま

での３年間であります。

以上、簡単な説明でありますが、ご承認くださるようお願いいたします。

●議長（堀議員） これより、諮問第１号について質疑を行います。

（な し）

●議長（堀議員） なければ、質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、人事案件であります。したがって、厚岸町議会会議運用内規54にありますと

おり、討論を省略し、本案は原案のとおり適任とすることにご異議ありませか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（堀議員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり適任とすることに決しました。

●議長（堀議員） 次に、諮問第２号について質疑を行います。

（な し）

●議長（堀議員） なければ、質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、人事案件であります。したがって、厚岸町議会会議運用内規54にありますと

おり、討論を省略し、本案は原案のとおり適任とすることにご異議ありませか。

（「異議なし」の声あり）
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●議長（堀議員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり適任とすることに決しました。

●議長（堀議員） 日程第８、議案第４号 令和４年度厚岸町一般会計予算、議案第５号

令和４年度厚岸町国民健康保険特別会計予算、議案第６号 令和４年度厚岸町簡易水

道事業特別会計予算、議案第７号 令和４年度厚岸町下水道事業特別会計予算、議案第

８号 令和４年度厚岸町介護保険特別会計予算、議案第９号 令和４年度厚岸町後期高

齢者医療特別会計予算、議案第10号 令和４年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計

予算、議案第11号 令和４年度厚岸町水道事業会計予算、議案第12号 令和４年度厚岸

町病院事業会計予算、以上９件を一括議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総合政策課長。

●総合政策課長（三浦課長） ただいま上程いただきました議案第４号 令和４年度厚岸

町一般会計予算から議案第10号 令和４年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計予算

について、お配りしております提案理由説明書のとおりでございますので、ご審議の

上、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。

●議長（堀議員） 水道課長。

●水道課長（髙瀬課長） 続きまして、議案第11号 令和４年度厚岸町水道事業会計予算

の内容について、お配りしている提案理由書のとおりでございますので、ご審議の上、

ご承認くださいますようよろしくお願い申し上げます。

●議長（堀議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） 続きまして、議案第12号 令和４年度厚岸町病院事業会計

予算について、お配りしております提案理由説明書のとおりでございますので、ご審議

の上、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。

●議長（堀議員） 本９件の審議方法について、お諮りいたします。

本９件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和４年度各会計

予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（堀議員） 異議なしと認めます。

よって、本９件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和４年
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度各会計予算審査等特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査することに決定

しました。

令和４年度各会計予算審査特別委員会開会のため、本会議を休憩します。

午前11時42分休憩

午前11時47分再開

●議長（堀議員） 本会議を再開します。

日程第９、議案第13号 令和３年度厚岸町一般会計補正予算、議案第14号 令和３年

度厚岸町国民健康保険特別会計補正予算、議案第15号 令和３年度厚岸町簡易水道事業

特別会計補正予算、議案第16号 令和３年度厚岸町下水道事業特別会計補正予算、議案

第17号 令和３年度厚岸町介護保険特別会計補正予算、議案第18号 令和３年度厚岸町

後期高齢者医療特別会計補正予算、議案第19号 令和３年度厚岸町介護老人保健施設事

業特別会計補正予算、議案第20号 令和３年度厚岸町水道事業会計補正予算、議案第21

号 令和３年度厚岸町病院事業会計補正予算、以上９件を一括議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総合政策課長。

●総合政策課長（三浦課長） ただいま上程いただきました議案第13号 令和３年度厚岸

町一般会計補正予算（９回目）から議案第19号 令和３年度厚岸町介護老人保健施設事

業特別会計補正予算（２回目）について、お配りしております提案理由説明書のとおり

でございますので、ご審議の上、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上げま

す。

●議長（堀議員） 水道課長。

●水道課長（髙瀬課長） 続きまして、議案第20号 令和３年度厚岸町水道事業会計補正

予算（３回目）の内容について、お配りしている提案理由書のとおりでございますの

で、ご審議の上、ご承認くださいますようよろしくお願い申し上げます。

●議長（堀議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） 続きまして、議案第21号 令和３年度厚岸町病院事業会計

補正予算（２回目）について、お配りしております提案理由説明書のとおりでございま

すので、ご審議の上、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。

●議長（堀議員） 本９件の審議方法について、お諮りいたします。

本９件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和３年度各会計

補正予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査したいと思いますが、
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これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（堀議員） 異議なしと認めます。

よって、本９件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和３年

度各会計補正予算審査等特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査することに

決定しました。

令和３年度各会計補正予算審査特別委員会開会のため、本会議を休憩します。

再開を午後１時といたします。

午前11時50分休憩

午後１時00分再開

●議長（堀議員） 本会議を再開します。

日程第10、これより、一般質問を行います。

質問は、通告順によって行っていただきます。なお、厚岸町議会会議規則第61条第５

項の規定により、一般質問の時間は答弁を含め60分以内となっております。５分前には

ベルを鳴らし合図をいたします。

はじめに、５番、南谷議員の一般質問を行います。

５番、南谷議員。

●南谷議員 令和４年第１回定例会に当たり、４項目質問いたします。

はじめに、赤潮被害対策についてです。

本町の漁業者は赤潮被害でウニをはじめ、多くの魚介類に影響が及び、水揚げ減少や

将来に対する不安が増幅しております。町はしっかり対策を講ずるべきと考え、お尋ね

をいたします。

赤潮で被害を受けた魚種と、その被害額、それらの魚種の支援方法並びに支援額、そ

して漁協への支援はどのようにされますか。

さらには、次年度以降の支援策はどのようになるのかお尋ねいたします。

全国豊かな海づくり大会プレイベントです。

来年秋開催の全国豊かな海づくり大会に向け、スムーズな本番を迎えるため、プレイ

ベントが開催され、その内容を説明してください。

港町の冠水対策です。

１月12日の昼、急速に発達した低気圧による雨と高潮により、生活改善センター前は

冠水で通行止めになりました。その夜、テレビに水産加工場前の冠水の状況が放映され

ました。

港町の冠水対策は、１年でも早く住民が安心できる対策が必要です。町の対策に対す

るお考えをお尋ねいたします。
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また、漁港整備計画（令和３年から令和12年）の中で対応されることになっておりま

すが、この内容を説明してください。

さらに、港町湖岸通りは、越波が発生したり、湖内の氷が流れ道路を乗り越え、住宅

の玄関まで迫ってきて、非常に危険です。全体の改修工事は早急に無理でも、応急対応

をするべきではないでしょうか。

厚岸翔洋高校への町の支援についてです。

今年も翔洋高校の入試出願は２科とも16名の半数以下であります。このままでは北海

道の高等学校適正配置計画において、学校の存続も危ぶまれることになるのではと大い

に危惧をいたします。

翔洋高校は、海洋資源科で各種海技免許取得が可能であり、調理師コースもあるなど

魅力ある学校であります。

道立高校のため、町として直接学校運営に関わることはできませんが、町内唯一の高

校として、もっと積極的に生徒増に向け、町としての支援策を講ずるべきと考えますが

いかがでしょうか。

以上、１回目の質問といたします。

●議長（堀議員） 町長。

●町長（若狹町長） ５番、南谷議員のご質問にお答えをいたします。

１点目の赤潮被害対策についてのうち、（１）、アの「赤潮により被害を受けた魚種

別の被害額及び支援方法並びに支援額、また、漁協への支援策は」についてであります

が、魚種別の被害額については、ウニが４年間で10億円と報告されており、他の魚種に

ついては、漁獲量が減少しているものもありますが、赤潮による影響かどうかは判明し

ておりません。

支援方法と支援額については、国の「北海道赤潮対策緊急支援事業」を活用し、漁業

者等で組織される「厚岸地区赤潮対策活動組織」が行うウニ種苗等の放流、漁場の清

掃、漁場環境の調査等の漁場回復に係る活動に対し、国と北海道、厚岸町を合わせ、令

和３年度は5,488万円、令和４年度は7,588万円、合わせて１億3,076万円の支援となり

ます。厚岸町は、このうち国が全額負担する事務費150万円を除いた事業費の15％に当

たる1,938万9,000円のほか、厚岸漁業協同組合が実施する単独事業への支援122万8,000

円を加え、合わせて2,061万7,000円を支援してまいります。

また、厚岸漁業協同組合への支援策については、国の緊急支援事業の対象とならない

赤潮被害調査やウニ漁場の清掃、ツブの増殖試験事業に対し支援してまいります。

次に、イの「次年度以降の支援策は、どのようになりますか」についてであります

が、令和４年度については、先ほど申し上げました、国の緊急支援事業と厚岸漁業協同

組合の単独事業が行われることになりますが、現在の国の緊急支援事業では、ウニの種

苗放流は、今年春の実施分までしか対象となっていないことから、関係者と協議の上、

今年秋以降の種苗放流等への支援についても、要望してまいりたいと考えております。

また、ウニ以外の魚種について、今後、被害が発生した際には、速やかに支援を受け

られるよう、国、北海道に要請しておりますが、町単独での支援についても、厚岸漁業
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協同組合と協議をしながら必要に応じて検討してまいりたいと考えております。

続いて、２点目の全国豊かな海づくり大会プレイベントについて、「令和５年に開催

する全国豊かな海づくり大会北海道大会を前に、プレイベントが開催されますが、その

内容は」についてでありますが、プレイベントについては、令和５年秋に開催される本

大会の１年前に当たる令和４年秋に、開催趣旨である海洋プラスチックごみ対策など環

境保全の取組等の周知と大会開催に向けた気運醸成を図り、本大会をスムーズに進行さ

せるためのリハーサルを兼ね、厚岸漁港第２埠頭屋根付き岸壁を舞台に開催される予定

であります。

このプレイベントでは、道内外の招待者や地元の方々の参加の下、式典行事、漁船に

よる会場パレード、稚魚の記念放流、企画展示などが予定されております。

また、関連行事として「豊かな海づくりフェスタ2022」が町内で開催され、ステージ

イベント、大会ＰＲに関する企画展示、魚とのふれあい体験ブース、地元物産販売ブー

スの設置が予定されており、町においても、厚岸漁業協同組合と連携し、海浜清掃活動

や講演会等の開催を予定しております。

なお、プレイベント、関連行事については、現在、主催者である北海道実行委員会に

おいて、詳しい内容が検討されているところでありますが、町についても開催地として

関係者と連携し、しっかりと取り組んでまいります。

続いて、３点目の港町の冠水対策についてのうち、（１）、アの「１年でも早く住民

が安心できる対策が必要では、また、漁港計画の中で対応することになっているが、こ

の内容はどのようなものか」についてでありますが、港町の冠水被害については、町民

の生活に大きな影響を与える重大な課題と認識しており、冠水時には浸水が懸念される

住宅へ配水ポンプを設置するなどの対応をしておりますが、長年にわたる地盤沈下によ

って住宅や道路等、地域全体が沈下していることもあり、抜本的な対策に至っていない

のが現状であります。

現在は、原因の一つである高潮等の越波を解消するため、国の特定漁港漁場整備計画

において冠水対策が計画されており、厚岸漁港湖北地区の岸壁等の嵩上げ及び湖内地区

の護岸の嵩上げが、新たな物揚場整備による高潮対策として、令和３年度から既に測量

調査等が開始されております。

次に、イの「港町湖岸通りは、越波が起きたり、湖内の氷が流れ道路を越え、住宅の

玄関まで迫ってきている。全体改修工事は早急には無理でも応急対応をすべきではない

か」についてでありますが、町では、護岸の管理者である北海道に対し、対策について

要望をしているところでありますが、今後、国による護岸の嵩上げが控えているため、

大規模な対応は難しく、通常の維持管理費の中で応急対応を検討していきたいとの回答

を得ておりますので、御理解願います。

私からは、以上であります。

４点目の御質問については、教育長から答弁があります。

●議長（堀議員） 教育長。

●教育長（酒井教育長） 私からは、４点目の「厚岸翔洋高校へ町の支援を」について、
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お答えいたします。

「今年も厚岸翔洋高校の入試の出願状況は、両科とも半数以下であります。このまま

では、北海道の高等学校適正配置計画において、学校の存続も危ぶまれることになるの

ではないかと、大いに危惧いたします。

翔洋高校は、海洋資源科で各種海技免許取得が可能であり、調理師コースもあるなど

魅力ある高校です。道立高校のため、町として直接学校運営に関わることはできません

が、町内唯一の高校として、もっと積極的に生徒増について方策を取るべきと考えます

がいかがですか」についてでありますが、厚岸翔洋高校が開設された平成21年度から、

同校に通学する保護者の教育費負担軽減及び通学生徒の利便性向上を図る目的として、

厚岸町高校通学バス定期券購入助成事業を実施し、通学支援として一定の効果を上げて

いるものと考えられます。

また、令和４年度から、新学習指導要領に基づき、個人持ち込みによる学習用コンピ

ューター端末を活用した授業が行われることになっております。

これを受け、翔洋高校から保護者負担の軽減と、入学者確保のために、町の支援を求

められていたことから、新年度予算において、コンピューター端末の購入費を計上し、

新たな支援を行いたいと考えております。

高校の生徒確保につきましては、学校そのものに魅了があり、中学生本人がその高校

に通って学校生活を送ってみたい、保護者も子どもを通わせたいと思われるような高校

になることが重要であり、このことが町内外を問わず、生徒の確保につながるものと考

えております。

翔洋高校は、普通科と海洋資源科を有しており、それぞれの特徴を踏まえた学科間の

連携や協力により、特色ある魅力にあふれた学校を目指しております。

学校への理解を深め、入学者の確保につながる取組として、町内小中学校との授業交

流や、教員間の研究協議等も行っておりますが、今まで以上に、これらの内容を充実す

るとともに、翔洋高校の取組を町内外へ発信していく方策を検討してまいります。

このほか、文部科学省が令和３年度から新たに実施した、「マイスター・ハイスクー

ル」と称される「次世代地域産業人材育成刷新事業」の実施について、翔洋高校と協議

・連携を行い、学校の魅力向上と入学者の確保に向けた対策を講じてまいりたいと考え

ております。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 赤潮被害対策について、再質問をいたします。

ウニ漁については、４年間の水揚げ減が10億円の被害が発生、これについては分かり

ました。

支援のほうなのですが、各魚種、被害相当あると思うのですけれども、令和３年と令

和４年の総体、いろいろ被害を被った水揚げ被害に対する国、道、町の合わせた総事業

費というのですか、２か年で１億3,007万6,000円の支援事業を実施される。その内、町

の負担は15％、1,938万9,000円を助成されると理解をいたしました。

この内、ウニについては令和３年と令和４年の両方の年で春種苗放流までで9,630万
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円を支援すると理解をしたのですが、そういう内容でよろしいでしょうか。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） お答えをさせていただきます。

お手元に配布の資料の中からのご質問かと思います。9,630万円、この数字について

はウニに係るもので、これについては、すみません、事業費ということでなっておりま

す。この事業費の内の15％、ウニに関してはこれの9,630万円の15％を町が持つという

ことでありまして、ウニ以外の物も含めまして15％というのが、標の左下の1,938万9,0

00円ということでご理解いただきたいと思います。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 先ほどの町長の答弁なのですけれども、被害を受けた魚種別の答弁でござい

ます。最初に質問の答弁を求めたのですけれども、魚種別の被害どうですかと尋ねたの

です。そうしましたら、漁獲量が減少している物もありますが、赤潮の影響が判明せず

との答弁でございました。これは、一瞬、僕聞いていて、ウニ以外の物は知らないよ

と、このように理解されがちなのではないのかなと感じたのです、冒頭でしたから。た

だ、総体、後で調査をしていく中で判明していないので調査費も含めた中での事業でや

っていくよと、こういうことで、今の時点ではよく分からないけれども、はっきりして

いるウニに支援をしていくのだと、こういうことでよろしいでしょうか。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） 今、議員おっしゃられたとおりでありまして、ちょっと表

現の仕方がうまく伝わらなかった部分があるかと思いますが、調査等については、ウニ

以外についても被害があるのではないかという地域の声がありまして、漁協を通じてい

ろいろな調査は進めておりますが、赤潮による因果関係が分からないということであり

まして、そのような答弁をさせていただきましたが、今後、漁業が、漁が始まっていけ

ば、またその部分と、それと研究者による研究が進んでいけばはっきりしていくのかな

と思っておりますが、今、議員がおっしゃられた内容については、そのとおりでござい

ます。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 既にカニ漁が始まっております。例年と比べてカニ漁の水揚げ状況について

説明をしてください。

●議長（堀議員） 水産農政課長。
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●水産農政課長（川越課長） 今おっしゃられているカニにつきましては、毛ガニの漁が

今始まっております。途中の経過でありますが、漁協に聞いている内容からいきます

と、例年よりも若干少ない内容となっておりまして、３月５日土曜日の現在で、昨年と

比較して1.5トン程度少ないということ。それと、単価につきましても、残念ながら、

水揚げが少ないにも関わらず、単価も下がっていると。これにつきましては、赤潮とい

うよりかは、コロナ等による流通の影響かなと分析しているところであります。

ただ、過去５年間を見ますと、それよりも前の資源量よりもかなり許可自体も減って

いると。許可が減っているにも関わらず、漁獲もあまり伸びていないと言うこともあり

まして、資源全体が減っている傾向にあると研究機関から伺っております。その中でも

若干の水揚げ量の減少ということでございます。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 次にまいります。

昆布等の調査費なのですが、288万円が補正されるわけでありますが、昆布漁の調

査、昆布の資源量の調査だと思うのですが、実際にどのような調査をされるのでしょう

か。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） 昆布の調査につきましては、潜水による目視調査というこ

とでございます。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 ツブかご漁や昆布の被害、いろいろ浜では、まだツブ漁も始まっていないの

ですけれども、昆布漁も始まっておりません。ですけれども、昨年の秋、赤潮被害があ

ったと、影響があったということで浜の皆さん、非常に動揺しております。もし、被害

が確定したときは、先ほどの答弁では何らかの支援をしていきたいという発言があった

のですが、ぜひ、しっかり浜の皆さんが困らないように支援をしていただきたいと思う

のですが、どのような支援をされるのか、お尋ねをさせていただきます。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） お答えさせていただきます。

まず、支援の内容につきましては、漁が始まって、どのような状況になるかというこ

とがまずありますが、実際、被害額が出ていない、例えばツブにおきましては、今回の

資料にもございますとおり、先を見越した中で、ツブの移植やツブの卵塊を取り出す試

験事業等に取り組むという部分についても一部既に行いますし、同様に、仮に昆布漁が

潜水調査等によりまして、生育の度合いによると思いますが、その内容に必要な物とい
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うことになると思いますが、同様のことは同じ海域を持っている沿海市町村におきまし

ても、同様のことが出てくると思います。町単独で取り組めるものについては、まだち

ょっと形が、どれというのはありませんけれども、浜の皆さんが漁業を営んでいく上で

必要な回復事業についてはしっかりと検討してまいりたいと考えているところでござい

ます。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 全国豊かな海づくり大会プレイベントについてお尋ねをさせていただきま

す。

プレイベントの目的なのですけれども、大会開催に向け、気運醸成、そして豊かな海

づくり活動を通じて、道民に環境保全の大切さを理解してもらいたい、大会後も環境保

全の活動が道内全域に定着することを目的とされるということで理解をしております。

道内外から多くの皆さんが２か年にわたって厚岸町に来ていただける、その対応でご

ざいます。担当課含めて、町の職員の皆さん、大変な苦労があると思いますが、ぜひお

もてなしの心に専念され、オール厚岸、漁協、漁業者、商工会、学校などとしっかり連

携をして、まずはプレ大会にしっかり取り組んでいただきたいと思います。

１点だけ、ここでお尋ねをさせていただきます。

今回のプレ大会の、今の質問なのですが、本大会も環境保全、漁業者が、先ほどの答

弁にありました、プラスチックなどごみを拾った場合、持ってきて処理をしてくれる

と、海の掃除をしてくれる、今までになかったことではないのかなと思います。これら

について、口で言うのは簡単なのです。実際に漁業者の皆さんが持ってきた場合、それ

をどう処理されるのか、どういう指導をしていくのか、この辺について、もう少し詳し

く説明してください。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） 沖から漁業者が持ってきたごみにつきましては、今回、こ

の海づくり大会を契機に関係各課のほうに海づくり大会に向けた気運醸成ということが

ございますので、それぞれの各課のアイディアも含めまして、現段階で検討している内

容の一つでございます。当然、厚岸漁業協同組合との連携が大きなものになると思いま

すが、今まででも沿岸の浮き玉等、プラスチック類のごみ拾いにつきましては、関係

課、それとうちの水産農政課、厚岸漁協と連携しながら進めておりますので、これは海

づくり大会を契機に、さらに一歩踏み込んだ形で、より一層、漁業者の方の認識を深め

ていただきながら、沖から持ってきた物を処理するということでありまして、まず漁業

者の意識改革ということも一つの目的になるのではないかと思っています。

適正処理につきましては、今までも当然きちんとした形で処理されていると考えてお

りますけれども、より一層、認識を深めていただくきっかけになればということで、関

係課と協力して取り組んでまいりたいというものでございます。
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●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 港町の冠水対策についてお尋ねいたします。

空きから冬にかけて満潮時のとき、厚岸大橋から旧市場岸壁を見ますと、満潮時、ツ

ポツポになっている光景を多く目にしている町民は多いと思います。港町に住んでいる

住民、港町で働く人たちは、港町の冠水対策を切望しております。

ただいま答弁がありましたが、厚岸町だけでは解決ができません。厚岸町は早期対策

を強く、強く、国、道へ要望していくべきと考えます。いかがでしょうか。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） この冠水対策につきましては、答弁にもありましたとお

り、現在、国の特定漁港漁場整備計画の中で湖北岸壁の嵩上げ、それと、いわゆる湖内

地区、通称浦浜と皆さん呼んでいらっしゃる部分の護岸の嵩上げ、これによりまして、

まずは天端を乗り越えてくる越波を処理するという形でございます。

今、国のほうで計画はありますが、議員おっしゃるとおり、計画年次がまだ何年かか

かるということもございまして、先日のご質問のときも、私どもも現地に赴いて、写真

等撮って送り込んでおります。できるだけ早く着工していただくと同時に、できる限

り、簡易的なものであっても、何らかの対応をいただけないかと、国、北海道のほうに

今申し入れしている段階でございますので、引き続き、それら要望を続けてまいりたい

と思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 漁港整備計画の中で、一番岸壁側、港町のほうでも前側のほう、湖内側のほ

う、奥のほう、こちらのほうについては、まだまだ何も見えないような気がするので

す。港町全体突き出ています、ここから、この事務所を前にしてずっと。ですけれど

も、ここに住んでいる皆さん、津波が来たら、それから異常低気圧の高潮とか、いろい

ろな条件の中で、これらに対する防災対策というものが厚岸町として、やはり方向性が

求められているときにあるのではないかと思うのです。

先ほどの答弁では、岸壁を嵩上げしますよということなのですけれども、どの程度な

のかもはっきりしません。そのくらいで足りるのかどうなのか。厚岸町として、港町、

裏も表もあります。長いわけですから。この部分をどうしていくかということを、やは

り今調査中ですということなのですけれども、私は大きな視点で港町をどう防災対策し

ていくのかという考えを持っていただきたい。そういうスケールで、やはり視点を持っ

て、厚岸町としてどう役所のほうに陳情していくのだと。将来の厚岸町の港町はどうし

ていくのだというものを１回資料をもってつくってほしい。そんな思いで考えているの

ですがいかがでしょうか。

●議長（堀議員） 水産農政課長。
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●水産農政課長（川越課長） まず、すみません、漁港の関係でどのようなという部分が

あったかと思います。現在のところ、最初の答弁にございますとおり、地盤沈下が進ん

でいる状況ということでありまして、国のほうでは今湖内の地区につきましては、令和

４年度にボーリング調査、それと水深の深さの調査、施設の健全度調査を行うと伺って

おります。その先、年次計画がまだ明解に示されておらず、当然湖北地区の岸壁も先に

やるというようなことも聞いておりますので、当然湖内地区についてはその後になろう

かとうことで考えておりますが、湖内地区、浦浜につきましては、地盤地下した部分

と、現在の高潮の状況、低気圧時の水位を計算した内容でいきますと、場所によります

けれども、60センチ前後嵩上げするところ、それ以上のところもあると伺っておりま

す。湖北地区の真龍岸壁のほうにつきましては、今、西側のほうから既に嵩上げが終わ

っているところがございます。それと同様の高さ、レベルで厚岸大橋方向に向かって、

今後嵩上げをしていくということでございます。

その嵩上げ以外にも、いろいろな分野、いわゆる漁港施設以外の部分、水の流れる施

設の関係とか、様々な分野がございますので、これにつきましては関係課と協議をしな

がら、それと関係する国や北海道の機関、そことの調整も必要だと考えておりますの

で、そのように庁内で連携を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解いただき

たいと思います。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 湖岸通りの越波でございます。対応を検討したいということなのですけれど

も、実質的に既に氷が春に落ちてくるときに、玄関先まで乗り越してくるとか、高潮の

ときは越波して、工場の前が水浸しになるとか、実態にあります。ここのところについ

ては、やはり早急に対応をしなければ、私は応急対応しなければならないと思うので

す。これについて、もう少し検討されるということなのですけれども、もう少し具体的

にどうされるのか答弁してください。

●議長（堀議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（川越課長） 湖内地区のこの対策につきましては、漁港整備自体は開発

局、国の事業でございます。この事業が完了した際には、北海道が管理委託を受けてい

るということもありますし、現段階でまだ開発局が工事始まる前で、現在北海道が管理

をしているという部分もありますが、私どもとしては、今被害を受けている部分につい

ては、流氷と氷が入ってくるようなお話も伺っておりますので、管理者であります釧路

総合振興局のほうに、水産課のほうに確認いたしましたところ、それらが入ってこない

ような、何か打ち込んで、止めれるようなことを検討いただけると現在は伺っておりま

す。ただ、どのような、簡易すぎてもあれでしょうし、大規模すぎると今度使っている

漁業者の方のこともございますので、これにつきましては、管理者であります北海道と

引き続き協議しながら、次の冬に向けて対応については協議してまいりたいと思います
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ので、ご理解いただきたいと思います。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 翔洋高校の町支援でお尋ねをいたします。

平成21年４月、翔洋高校は統合し、名称を翔洋高校とされました。若狭町長、町長は

昭和35年に、当時、北海道厚岸高等学校を卒業されましたＯＢでございます。本校の存

在意義を誰よりも十分理解されておられると思います。

白糠町なのですけれども、同じ道立高校であります。白糠町ではＩＣＴや支援員の配

置、各種補助により、白糠高校の教育環境を整え、質の高い学びを支援しますと銘打っ

て、白糠高校教育振興協議会をつくり、ここをとおして七つの支援策を講じておりま

す。

まず、一つ、中国語と講師派遣で国際理解のサポートを助成。

２、支援員を配置し、ＩＣＴ化、ふるさと教育をサポート助成。

３、振興協議会を通じて、学習塾あすなろ会へ提携し、衛生通信授業の活用を支援。

４、地域の大学生と協働した深い学びにつなげるための環境整備支援。

５、教材費のみで質の高い講義を受けられるよう、公営塾を設置。

６、検定試験等の受験料の支給。受検者は半額。合格者は全額支給。そして、介護初

任者研修費用も全額補助。給付型奨学金で大学進学後をサポート。

七つ目、大学進学者３名に月３万円を卒業するまで返還義務のない奨学金を支給して

おります。

さらに、驚いたことは、白糠高校教育振興協議会をとおして、各種補助制度を実施し

ております。例えば、申したのですが、この助成でございます。助成額です。白糠町か

ら平成22年度は117万8,076円の補助をしておるのですが、令和元年は、この金額が666

万3,246円の補助をしております。これだけ白糠町はしっかり町として高校に助成をし

ております。私は同じことは無理でも、厚岸町として、やはりもっとしっかり高校のほ

うにアプローチを町としてするべきではないのか、斯様に考えます。同じことはお金の

こともあるからできないかもしれない。でも、やれること、町として支援をできるこ

と、みんなで考えて、翔洋高校に魅力のある、行ってみたいな。それから親御さんにと

っても通学費用なり学費なり、安くなれば負担が少なくなる。魅力のある、やはり学校

の支援を町として考えなければならない。そういう意味では、町として何ができるの

か、待ちではだめだと思うのです。もう一歩、何ができるのか。私は白糠と同じことし

てほしいということは望みません。今できること。少しでも、これから少子高齢化、子

どもが少なくなる。それでなくても釧路のほうに子どもたちは行こうとする気持ちが多

い中で、厚岸町の翔洋高校に行きたいなと、費用の面でも助かるとか、いろいろな面で

視点があると思うのです。もう一歩、考えていただきたいなと思うのですがいかがでし

ょうか。

●議長（堀議員） 教育長。
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●教育長（酒井教育長） 翔洋高校への支援、私も今行われている、先ほどの答弁にもご

ざいましたけれども、今行われている支援で十分とはもちろん思っておりません。その

一方で、道立の高校であります。したがいまして、町として中身をどうのこうのという

ことができませんし、むしろ私は道立高校の側でこういう高校づくりをしたいのだ、今

考えているのだということで、教育委員会として、あるいは町として、こういうことが

できないだろうかというような一つの話の流れとして、町立学校ではないので、一つの

話の流れとして、魅力のある高校づくりに持っていくための一つのそういう大きなうね

りをつくっていくきっかけとして、やはり高校のほうから、あるいは道教委のほうから

いろいろな働きかけがあってもいいのではないのかな。それを待ってどうこうするとい

う考え方というよりは、私どもとしても魅力ある高校づくり、高校をつくっていきたい

と。町内外から翔洋高校に通いたい、そしてそこを卒業して、自分はこんな進路を選択

していきたい、そういう子どもの進路に関わる部分のサポートにも関わってくる重大な

お話でございます。

話の持っていき方としては、やはり町のほうから率先して、前面に立って高校づくり

をというよりは、先ほど申し上げましたように、高校としてどういう高校にしたいのか

ということが先なのではないかなという思いは持っておりますが、しかし、最初に申し

上げましたとおり、翔洋高校に対する支援がこれまでどおりで十分だとも考えておりま

せんので、今後翔洋高校のほうといろいろ話し合いを進めながら、何ができるのかをさ

らに模索をしてまいりたいと思っておりますので、ご理解願います。

●議長（堀議員） ５番、南谷議員。

●南谷議員 一番最後の部分で納得しました。町長もＯＢかもしれません、統廃合され

た、私も潮見高校の卒業生でございますから、議員として、やはり責任があると思うの

です。今の教育長の答弁で、そのとおりだ、教育長が一生懸命やっていないということ

を言っているのではないのです。一生懸命やっているのだろうけれども、やはり町とし

て何ができるのか、待ちではだめだと思うのです。一つでもいいから翔洋高校のほうに

出向いて、どうだろうと、何かないかいと、そういう姿勢というのがやはり必要ではな

いかと斯様に思うのですがいかがでしょうか。

●議長（堀議員） 教育長。

●教育長（酒井教育長） 翔洋高校の、ちょっと話が横に逸れてしまうかもしれませんけ

れども、翔洋高校を卒業して、現在釧路管内で教員をしている卒業生の方もいらっしゃ

います。あるいは、学校の中で公務員として、学校で仕事をされている方も翔洋高校の

卒業生の中にはいらっしゃいます。また、さらに厚岸の役場、それから漁業協同組合、

それから町内の各種事業所、いろいろなところで翔洋高校を卒業して活躍されている方

がいらっしゃいます。ほとんど、今申し上げましたのは普通科卒業生の中身になると思

います。そのほかにも海洋資源科を卒業して釧路管内の様々な、あるいは道内の様々な

優良企業の中で活躍されている卒業生もいらっしゃいます。今、私が申し上げた方々、
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非常に職場での評価も高く、非常に優秀な職員として活躍されています。

こういったすばらしい卒業生を輩出している翔洋高校、これがなかなかＰＲが足りな

いのではないのかなと。もっともっと、そういう翔洋高校卒業したこういう方々が、活

躍されている方がいらっしゃいますというようなことを、もっとこれからもどんどんＰ

Ｒしていかなければならない。例えば、そういう部分でも教育委員会としてやれること

はまだまだあると思っていますし、翔洋高校とタイアップして、そこのところはもっと

もっと進めていかなければいけないのかな。

いずれにしましても、中学校の側で言えば、学力点数に見合った進路指導ではなく

て、生徒そのものが将来どういう大人になりたいのか、どんな職業を選択したいのか。

そこに近づいていくような進路指導も、また中学校の側では必要だろうと思っておりま

す。

そういうことで、高校そのものの魅力化も含めて、それから中学校での進路指導の在

り方も含めて、教育委員会として今まで以上にやれることはあるのではないのかなと思

って先ほどの答弁もしたところでございますので、ご理解願いたいと思います。

●議長（堀議員） 以上で、５番、南谷議員の一般質問を終わります。

次に、６番、佐藤議員の一般質問を行います。

６番、佐藤議員。

●佐藤議員 第１回定例会に当たり、先にご通告申し上げました大きく２項目についてご

質問を申し上げます。

最初に、防災力の一層の強化についてでありますが、２月25日新年度予算の報道発表

が町長からございました。その記事の最後に、町民の命を守ることを最優先にスピード

感を持って全力で施策を進めるとのお話が載っておりました。町民感情を共有した発言

に大変心強く感じた次第であります。

さて、現在、厚岸町では46か所の避難場所・避難所が指定されております。その内、

24か所の建物施設が避難所となっております。避難所となっていても備蓄の飲食料品等

もなく、残りの避難場所についても場所の指定だけで多くは備蓄が不足しているように

思われます。もちろん、限りある予算の中で年次的に整備されていることとは思います

けれども、今後はまさにスピード感を持って整備する必要があると考えますが、今後ど

のように進めていくのかお伺いを申し上げます。

今、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震津波対策が急がれております。そこで厚岸町

では、津波の際、避難区域の指定とは別に、町民が感じる避難困難区域はないのでしょ

うか。一般論としてお伺いいたします。

また、過去の質問の中で、避難タワーについても調査、そして研究を進めるとの答弁

がありましたが、現在までどのような調査あるいは研究をされ、今後どのように対策を

進めていかれますか。伺います。

また、現在まで避難階段等の整備が行われておりますけれども、避難タワーあるいは

避難ビル等の計画が進まなかった課題あるいは隘路はどんな理由からなのかお伺いを申

し上げます。
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日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策の特別措置法の改正案が今国会に提出される

との報道があります。南海トラフと同様の財政支援があるのではないかと期待しており

ますけれども、仮に特措法が改正となり、５年度に施行されるとすれば、今回の津波避

難ビルをはじめ、それらに準ずる必要な施設整備に向けて庁内議論を進めていくべきと

考えますがいかがでしょうか。

次、２点目でありますが、成人式についてお伺いを申し上げます。

このたびの民法改正により、成人年齢が18歳に引き下げられます。令和５年の成人式

はどのようになりますか。

以上、お伺いし、最初の質問といたします。

●議長（堀議員） 町長。

●町長（若狹町長） ６番、佐藤議員のご質問にお答えをいたします。

１点目の防災力の一層の強化についてのうち、（１）の「建物施設のない避難場所に

は、テントや暖房器具のない場所もある。今後、段階的に設備していく必要があると思

われるが」についてでありますが、津波の指定緊急避難場所につきましては、本年４月

からヤマト運輸株式会社厚岸営業所の駐車場を、避難場所として使用させていただくよ

う準備を進めており、これを含めると47か所となります。

このうち、屋外の避難場所で、テントや暖房器具を備えていない避難場所は、住の江

や筑紫恋地区などに７カ所あります。

これらの避難場所については、冬季の避難を想定すると、テントなどを備えるべきと

考えますので、改めて避難場所の状況等を確認しながら、近隣のテント等を備えている

避難場所への移動の可否なども考慮しつつ、必要な場所へのテントや暖房器具の配備に

ついて検討してまいりたいと考えております。

次に、（２）「千島海溝沿いの巨大地震・津波対策が急がれる」のうち、アの「避難

困難区域と考えられる地域はないか」についてでありますが、避難困難区域につきまし

ては、北海道から示されている津波避難計画の策定指針において、津波到達予想時間や

避難可能距離などから、津波到達時間内に避難目標地点まで到達可能な範囲を設定し、

この範囲から外れる地域を避難困難区域として抽出するとされております。

厚岸町では、この指針で避難歩行速度の目安としている高齢者の自由歩行速度や群衆

歩行速度等を考慮した毎秒１メートル、分速にして60メートルを基準として、津波到達

時間内に避難可能な場所を指定避難場所として選定し、さらに職員が実際にゆっくり歩

いて確認をしていたことから、これまで避難困難区域として定めている地域はありませ

んでした。

しかし、昨年12月に国が示した日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定におい

て、津波による人的被害の算定で設定した平均歩行速度は、毎秒0.62メートル、分速に

して約37メートル、平野部の積雪路面での避難行動要支援者との同行避難では、秒速0.

42メートル、分速にして約25メートルであり、町の指定緊急避難場所設定時の歩行速度

と比較すると、およそ６割から４割ほどの速度に低下しております。

北海道が示す避難計画策定指針において、避難困難区域の抽出に当たっての歩行速度
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などの基準の改訂は、まだ行われておりませんが、国の被害想定で設定した、歩行速度

や避難開始時間などを考慮すると、町内においては港町地区の一部など、最寄りの指定

緊急避難場所まで一定の距離がある地域においては、いわゆる避難困難区域となるもの

と考えております。

なお、避難困難区域等の詳細な検証につきましては、北海道防災会議のワーキンググ

ループにおいて、北海道沿岸部の自治体ごとの被害想定のほか、防災対策や減災目標を

定める作業が進められており、この想定や目標が公表された後、想定に用いた数値など

を基に進めてまいりたいと考えております。

次に、イの「過去の質問で、避難タワーについても調査・研究を進めるとの答弁があ

ったが、現在までどのような調査・研究をされたか」についてでありますが、昨年の１

月に防災担当職員が別海町野付半島にある避難タワーを視察し、別海町の担当職員から

説明を受けるなど、他の自治体の事例を研究しているほか、避難タワーに限らず、町有

施設の改修や建設等を行う際に、避難施設として複合的に設備することができないかな

ど、検討してきたところであります。

次に、ウの「避難困難者の最後の砦となるタワーの建設が進まない課題は何か」につ

いてでありますが、避難タワーに関する調査・研究については、先ほどの答弁のとおり

行ってきたところでありますが、ご質問にある、建設が進まない課題については、町内

に避難困難区域として定める地域がなかったこと、避難施設等を整備する際の参考とな

る建築物等への衝突による津波の水位の上昇を考慮して必要と認められる値を加えて定

める、いわゆる「せき上げ高」となる基準水位が、昨年10月まで示されていなかったこ

とのほか、自治体共通の課題として、施設整備に要する費用が多額であり、その財源確

保が困難であることが課題として挙げられます。

なお、今後の避難困難区域の見直しにおいて、対象区域となることが考えられる港町

地区におきましては、老朽化して耐震性が低い生活改善センターの建て替えを検討して

きたところで、令和４年度にその基本設計を行う予定でありますので、この建て替えに

あたっては、避難ビルとしての減災機能を備えた集会施設として整備していく方針であ

ります。

次に、エの「千島海溝沿いの巨大地震・津波対策について、今国会で改正案が提出さ

れるとの報道があります。南海トラフと同様の財政支援があるのではと期待されます

が、仮に特措法が改正となり５年度より施行されるとすれば、今からタワーの建設に向

けて庁内議論を進めていくべきではありませんか」についてでありますが、日本海溝・

千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法の改正について

は、現時点で法改正に係る国などからの通知はありませんが、議員立法による法改正案

の骨子をまとめ、今国会での成立を目指すとの新聞報道等がされているところでありま

す。

特別措置法が改正され、南海トラフ巨大地震対策の特別措置法と同程度の支援が受け

られるようになると、避難施設などの整備に対する国の補助率の引き上げなどが期待さ

れるところでありますが、その対象となる特別強化地域の具体的な指定基準は、法改正

後に国が定めるとされており、まずは、法改正の動向を注視してまいりたいと考えてお

ります。



- 37 -

また、北海道が示す予定の被害想定や減災目標に応じて避難困難区域等の検証を進め

つつ、避難タワーなどの避難施設整備が必要と考えられる場合には、法改正による補助

金等の活用も視野に入れながら、避難施設の形態も含めて検討してまいりたいと考えて

おります。

私からは、以上であります。

２点目のご質問については、教育長から答弁があります。

●議長（堀議員） 教育長。

●教育長（酒井教育長） 私からは、２点目の令和５年の成人式について、「民法の改正

により、成人年齢が18歳に引き下げられますが、厚岸町の成人式はどのようになります

か」についてお答えいたします。

「ア、対象年齢はどうなりますか」についてでありますが、厚岸町では、例年１月５

日に厚岸町成人式実行委員会が主催し、前年の４月２日からその年の４月１日に20歳に

なる方を対象に開催しております。

令和４年４月１日から成人年齢が18歳に引き下げられますが、成人式について対象年

齢や開催時期などを定めた法令はなく、実施する各市町村において、対象者の範囲や日

程を決めて実施されております。

厚岸町では、昨年11月10日開催の厚岸町成人式実行委員会において、18歳は在学中の

高校生が多く、受験や就職の時期にあることから、例年通り20歳を対象に開催すること

が望ましいとの結論となったものであります。

また、式典名称は成人式ではなく、二十歳の集いなどに改める予定としています。

次に、「イ、18歳で行うとすれば、令和５年は18歳から20歳の方が対象となるのです

か」についてでありますが、令和５年では、20歳を対象として開催する予定としている

ところであります。

●議長（堀議員） ６番、佐藤議員。

●佐藤議員 再質問させていただきます。

この議会の前に、２月に一般質問の通告を出していたものですから、今朝の町長の町

政執行方針を聞いていたら、大分聞くことが、この中で答弁のような形でなされており

ますので、その点は簡単にご質問いたしたいと思います。

最初に、資機材等の備蓄の整備の関係でありますけれども、今度47か所ということ

で、私、資料いただいたときには46か所でありました。それで、湖南地区の一部につい

てちょっと見たのですが、46か所申し上げるわけにもいきませんので、例えば消防庁舎

を除いた真龍神社の境内から山の手の会館に至るまで、６か所あるのですが、資機材、

備品はありますけれども、例えば飲食料の備蓄がないとか、ほかのところを見ると様々

そういうような実態にあるわけであります。答弁でもこれから計画的に整備を進めてい

くということでございますので、そのことできちんとスピード感を持って、いつ来るか

分からない災害でございますので、一つよろしくお願いしたいと思います。
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それで、私が一番その中で心配したのは、実は心和園裏山避難場所というところなの

です。裏山避難場所ですから、場所しかないのですよね。避難所がないということなの

です。それで、ちょっと以前に質問通告出した後見たのですが、ちょうど雪があったも

のですから、高台になって、こう上がっていくのですけれども、上がり口も舗装になっ

ているのか砂利道だったかも分からないし、ましてや場所ですから平らなところだと思

うのです。これがテント10張りなのですよね。テント10張りで真冬というか、冬期間に

もし、もちろんなければいいのですがあったときにテント10張りを張って、心和園にい

る要介護者から介護者までを非難させて一晩避難をして泊まり込むとか、そういうとき

があったときに、果たしてテントとストーブだけで本当にいいのかどうか。あるいは夜

来たときに当直した人だけでいけるのかどうか。それから、冬期間除雪がされているの

かどうか。そういうことを考えると、この46か所の中で一番心和園の避難場所が心配だ

なと思っております。

ただ、これも町長の町政執行方針の中で老朽化が進んでおりますから建て替えに向け

た具体的な検討を進めてまいりますということでありますので、このときには、もちろ

ん、今の場所から水がつかない高台、少し高いところになるのではないかなと思ってお

りますけれども、完成に至るまで、もしそういう災害があればということを考えれば、

場所ではなくて、例えば、今簡易的な建物でも結構丈夫で、10年や20年もちますから。

そういう簡易的な建物でも置かないと、テントとストーブだけでは、果たして高齢者が

過ごすことができるのかなと、その辺が心配なのですけれども、その点についてはいか

がでしょうか。

●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 心和園裏山の避難場所についてでございますけれども、

議員おっしゃいますとおり、確かに心和園の入所者があそこに全員避難するということ

であれば、テントで冬に過ごすということは大変厳しいものがあるのではないかとは感

じるところでございます。心和園においても、独自に避難の計画というものをつくって

いただくようにしております。

そういった中で、具体的な対応というのは施設として検討されていることとは思いま

すけれども、この津波の想定される程度にもよりますが、先般の遠地地震のような避難

に時間的な余裕がある場合ですと、太田に、ラクトピアに避難するということも考えら

れることでございますけれども、今想定されている千島ですとかという場合ですと、そ

ういった時間も当然ありませんので、そういった心和園の入所者の避難につきまして

は、避難困難の区域の検証と合わせまして、当然避難場所についても同時に見直しをか

けながら、その辺は心和園とも相談しながら検討を進めてまいりたいと考えております

ので、ご理解願います。

●議長（堀議員） ６番、佐藤議員。

●佐藤議員 現在まで避難タワー、避難ビル等についても調査研究をされたということで
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ご答弁ありました。１月に防災担当職員が別海の津波避難タワーを視察し、別海町の職

員から説明を受けるなどいたしましたということでありますけれども、我々議員は前に

別海行っているのです。それから、その前には、これは公費で行ったのですが、高知県

にも行きました。それから、今年の11月には北海道２か所目の蘭越にも行ってきまし

た。蘭越は津波の遡上高がそう高くないものですから、２メーター50か３メートルくら

いの施設なのですが、ただそれは地区が80件くらいある場所に建っているのですけれど

も、普段災害が起きたときしか使えないということになれば、鍵をどう開けるのだと

か、誰が持っているのだということがあるものですから、常日頃、日常的に集会所なん

かにも使えるような施設になっておりました。そんなことで、自らダイヤルをあれし

て、そして使えると。それから、役場の人が来て開けなくても、災害があったときには

自分から避難できると。そういう施設でもございました。参考までにお話申し上げまし

た。

いずれにしても、町長の答弁にありましたとおり、今度津波避難ビルということであ

りますから、タワーであれば、まさに災害、津波があったときしか使えないというよう

な施設でありますけれども、今度は避難ビルということですから、もう少し複合的に使

える施設になるのではないかなと勝手に思っておりますけれども、これから基本設計や

ら何やらということになるのでしょうけれども、今ここで答えられる程度で結構ですけ

れども、こんな機能を持たせるように考えていますよとか、こういう形になりますよと

か、津波以外でもこんな施設で利用できますよとか、そういうものがもし説明できるの

であれば、せっかくの機会ですからお話いただければありがたいと思います。

●議長（堀議員） 町長。

●町長（若狹町長） 私からお答えをさせていただきます。

佐藤議員の今日までの数度にわたる津波タワーの問題、また先ほど私の命を守るとい

うことに対する称賛をいただいてありがとうございます。

そういう中で、佐藤議員の質問以来、私ももちろんですが、各課挙げて、いろいろな

津波タワー、ビル等について情報を収集しているところであります。お話ありましたと

おり、高知の黒潮町、そしてまた議員が視察いたした蘭越町、そして別海町、それぞれ

の情報を集めておるところでございます。

そういうところで、やはり質問につながったことをお話させていただきたいと思いま

す。

今、質問がございましたとおり、生活改善センターの建て替えについて、佐藤議員の

質問に関係あるのです。やはり、それぞれ命を守るということに対してのビルなりタワ

ーの大切さというものを私自体も改めて感じ取ったところであります。そういう意味に

おいて、今回建て替えに当たって、やはり防災的な役割も果たす施設をつくるべきだと

いう観点から、今回予算を計上いたしたところでございます。この点については、ご理

解をいただきたいと思います。

しからば、具体的にどういうものを考えているかということでありますが、現段階は

情報だけはいろいろと入れておりますが、基本設計をすることは間違いございません。
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予算も計上していることですから。その中で、いろいろと協議をしながら、避難防災を

維持できる建物にしていかなければならない、そういうことでございますので、現段階

で内容を知っていればということでありますが、そういうことで、今基本設計にかかる

ということだけを答弁とさせていただきたいと思います。

●議長（堀議員） ６番、佐藤議員。

●佐藤議員 分かりました。

今、厚岸町ばかりではなくて、人口が減少しております。自然減あるいは社会減、そ

れに加えて、天寿を全うしないで災害によって命を落とすと、そんなことのないよう、

これからも町長におきましては、一層の、できる限りの防災対策を今後とも進めていた

だきたい。１点目の質問の最後にお願いを申し上げたいと思います。

次に、成人式の関係です。

教育長、年取ると、何か物事、心配事が多くて困るのです。それで、成人式の話を急

に思い出したのですが、来年の話をすると鬼が笑うと言いますけれども。先ほど答弁に

あったとおり、式のやり方によっては二十歳でやりますよとか、それから18歳は受験と

か就職前に何かやって、月をずらしてやるとかという、内地で調査もあるみたいです。

18歳からやるのですけれども、18歳、19歳、二十歳と一緒にこうしないで。そんなこと

もあるようですけれども、それだと年子の女の子どもがいるとか。そうすると成人式の

着物も二組いるとか。そうなると親御さんも経費かかるなと思って、そんな心配があっ

て、実はこんな質問をさせていただいたのです。

今度、二十歳の集いということで、二十歳になったらそういう集いをやるということ

でございますから、そういう心配もなくなりましたので、よかったなと思っておりま

す。

まだ質問用意したのですけれども、町政執行方針にほとんど町長答弁されているもの

ですから、書いたやつの３分の１しか用足さなくて、大変失礼しました。議長、終わり

ます。

●議長（堀議員） 以上で、６番、佐藤議員の一般質問を終わります。

次に、３番、室﨑議員の一般質問を行います。

●室﨑議員 先に提出いたしました一般質問通告書に従って、ご質問申し上げます。

１点は、国定公園についてであります。

１として、国定公園制度の趣旨をお聞きします。

２点目として、国定公園昇格を期して、厚岸町はどのような施策を展開していくのか

お答えいただきたい。

２番目として、給食の食材についてであります。

町施設における給食提供食材には、できる限り農薬を多用した食品や遺伝子組換え食

品及びゲノム編集食品等の使用は避けるべきだと思いますが、町はこれについてどのよ

うにお考えでしょうか。
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以上、大きく分けて２点お聞きいたします。

●議長（堀議員） 町長。

●町長（若狹町長） ３番、室﨑議員のご質問にお答えをいたします。

１点目の「国定公園について」のうち、（１）の「国定公園制度の趣旨」についてで

ありますが、37年に及ぶ北海道などに対する要請活動が実を結び、昨年３月30日に厚岸

道立自然公園と、その周辺地域が「厚岸霧多布昆布森国定公園」として指定されたとこ

ろであります。

国定公園は、国立公園に準ずる優れた自然の風景地であって、自然公園法第５条第２

項の規定により環境大臣が関係都道府県の申出により、中央環境審議会の意見を聞き、

区域を定め指定するもので、その目的は、自然公園法において「優れた自然の風景地を

保護するとともに、その利用の増進を図ることにより、国民の保健、休養及び教化に資

するとともに、生物の多様性の確保を寄与すること」とされております。

次に、（２）の「国定公園昇格を期して厚岸町はどのような施策を展開して行くか」

についてでありますが、当町は、多様で優れた自然環境・文化景観や、貴重な野生動植

物が分布する傑出した自然の風景地を有しており、これらの保護・保全と有効活用を進

めていくほか、魅力ある食や地場産業などの地域資源を最大限に活用し、国内外の人に

選ばれる観光地づくりを進めるとともに、近隣市町村などとの広域連携を図りながら

「厚岸霧多布昆布森国定公園」の魅力ある観光施策の展開や多様な情報発信により、地

域経済の活性化を図ってまいりたいと考えております。

町では、これらの施策を進めていくため、令和４年度に新たに「厚岸町観光振興計

画」の策定を予定しており、本年２月に、庁内の関係する課等で組織する「観光振興施

策検討委員会」を設置したところであり、今後、この委員会での検討のほか、マーケテ

ィング調査や、関係団体等からのご意見をいただいた上で、国定公園を含めた観光振興

の方向性を示すとともに、地域資源を活用した魅力ある観光地づくりに向けた施策を展

開してまいります。

また、令和３年度に、釧路町・厚岸町・浜中町広域観光推進協議会で実施した観光情

報誌でのアンケート調査では、「厚岸霧多布昆布森国定公園の指定を知っていたか」と

の質問に対し、「知っていた」との回答が20パーセントと低かったため、さらなるＰＲ

を行い、知名度向上を図っていく必要があると考えております。

このため、町では、新たに観光パンフレットを作成し、道内外の観光案内所などへの

設置や、観光ＰＲ動画を作成し、動画配信サービスや厚岸味覚ターミナル・コンキリエ

等で放映するほか、釧路町・厚岸町・浜中町広域観光推進協議会による、テレビやラジ

オ、ＳＮＳでの広告などでＰＲを実施してきたところであります。

今後も、国定公園を有する釧路町や浜中町、標茶町と連携して、厚岸霧多布昆布森国

定公園の認知度向上と、さらなる観光客の誘客を図るため、積極的なＰＲを行ってまい

ります。

このほか、町と厚岸観光協会の共催で、地元ガイドの養成講座を開設し、観光客の受

入体制整備を図るほか、町内の経済産業団体で構成する厚岸町観光プロモーション実行



- 42 -

委員会で、環境活動で活躍する著名人の後援会を実施するなど、環境保全と観光振興へ

の意識向上と観光推進体制の強化を図ってまいりたいと考えております。

続いて、２点目の給食食材について、「町施設における給食提供食材にはできる限

り、農薬を多用した食品や遺伝子組換え食品及びゲノム編集食品等の使用は避けるべき

と思うが」についてでありますが、保育所給食では、主に町内生産者、町内販売業者か

ら仕入れを行い、道内産・国内産を中心とした食材を使用しております。

冷凍食品・大豆食品などの食材については、表示義務の有無に関わらず、成分表や証

明書の提出を求め、遺伝子組換え食品等が含まれていないことを確認した上で、安全を

最優先した調達をしております。

また、特別養護老人ホーム心和園と在宅老人デイサービスセンター並びに町立厚岸病

院と介護老人保健施設ここみで使用する給食食材についても、それぞれの施設におい

て、遺伝子組換え食品等が含まれていないことを確認した上で、安全を最優先した調達

をしております。

なお、ゲノム編集食品の取扱いにつきましては、国は、遺伝子組換え食品等に該当し

ないとしております。

このため、安全性審査や表示義務はなく、こうした新たな育種技術を利用することに

ついては、様々な意見があることから、国をはじめとした関係機関の最新の科学的知見

など、その安全性を含め情報収集に努めていくことが重要であると認識しており、現段

階での使用はありません。

さらに、これらに関する、町の施設全体での取組としては、保健福祉課、特別養護老

人ホーム心和園及び在宅老人デイサービスセンターの指定管理者、町立厚岸病院並びに

教育委員会で構成する「給食食材安全検討連絡会議」により、相互に研究、情報交換を

行い、給食食材の安全を図り、安心できる給食提供に努めているところであります。

私からは、以上であります。

小中学校の学校給食については、教育長から答弁があります。

●議長（堀議員） 教育長。

●教育長（酒井教育長） 私からは、２点目の「給食食材について」のうち、学校給食に

関係する部分についてお答えいたします。

学校給食センターにおける食材の選定につきましては、生産者が明確である道内産や

国内産の食材を中心に使用しており、人体や環境に与える影響について、不安がある食

材・食品は使用しないなど、安全を最優先としているところであります。

また、食材・食品を納入する事業者に対しても、遺伝子組み替え食品等が含まれてい

ないかの確認を行い、海外の食材を使用した食品を用いる場合も、同様の対応をしてお

ります。

なお、ゲノム編集食品の取り扱いにつきましては、国は、遺伝子組み替え食品等に該

当しないとしております。

このため、安全性審査や表示義務はないことから、健康への影響に関しては、消費者

自らが判断しなければなりませんが、教育委員会といたしましては、こうした新たな育
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種技術を利用することについては、様々な意見があることから、国をはじめとした関係

機関からの最新の科学的知見など、その安全性を含め、情報収集に努めていくことが重

要であると認識しており、現段階での使用はありません。

●議長（堀議員） 室﨑議員の一般質問再質問以降については、休憩後といたします。

議会広報特別委員会並びに議員協議会等開催のため、議会を休憩といたします。

再開を午後３時30分といたします。

午後２時37分休憩

午後３時30分再開

●議長（堀議員） 本会議を再開します。

室﨑議員の一般質問再質問から進めてまいります。

３番、室﨑議員。

●室﨑議員 残り時間何分ですか。

●議長（堀議員） 48分です。

●室﨑議員 はい。

ご答弁をいただきまして、ありがとうございます。

それで、まず国定公園に関してなのですが、私の受けた印象は、総論についてはいろ

いろと言っているのだけれども、確論を子細に注意深く聞いていますと、観光客さんい

らっしゃいという以外に出てこないのです。それで、ちょっと大元の話からさせていた

だきます。

第６期総合計画、総合計画策定の背景というのが第２章にありますね。それの厚岸町

の課題、第７節、それの冒頭が自然との共生に向けた環境保全の推進と、そのように書

かれています。実に的確に我が町の課題を示していると思っております。

自然公園法というのがございます。国立公園から都道府県立公園まで。この中で、第

１条目的は、優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進を図ることによ

り、国民の保健、休養及び教化に資するとともに、生物の多様性の確保に寄与すること

を目的とすると、このように書いています。これは、第６期総合計画と同じことを言っ

ていると解釈できます。

それで、この厚岸町が約40年、切に願ってきた国定公園昇格は何なのかというと、結

局はこの自然公園法の目的、これをきちんと踏まえたまちづくりをしていこうというこ

とではなかったのかと、そのように私は解釈しているわけです。

それで、その観点からちょっと言いますが、本論に入る前に言いますが、観光地とな

ったときの最悪のパターン、それはブームとなってどっと人が来る、そして潮が引くよ

うにいなくなる。後にはごみの山と荒れ果てた自然が残る。これが最悪のパターンです
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よね。全国でこういうところが幾つももあるようです。それをどうやって避けるか。本

来の自然公園法の目的を達成し、同時に持続可能な観光業と言いますか、それを育て、

そして厚岸町の豊かな実りある町をつくっていくということになるのではないかと思う

のです。

それで、まず二つの方面からお聞きしますが、一つは、今言ったような最悪のパター

ンを避けるために、どのように持続可能な観光、それをこしらえていくかということだ

と思いますが、そういうことでの具体的な検討というものはされておりますでしょう

か。

●議長（堀議員） 観光商工課長。

●観光商工課長（諸井課長） 持続可能な観光という部分については、検討というものは

これまでしていなかったのかなと思っております。ただ、例えば湿原に入るですとか、

そういった部分についてはルールを守ってということで、ルールを決めて利用をしてい

るというところでございます。

実は、令和４年度の事業になるのですが、官公庁の事業でサステナブルな観光コンテ

ンツ強化モデル事業というものがありまして、これに、今、観光協会のほうで手を挙げ

ようとしているところでございます。内容については、持続可能な観光の受入れといい

ますか、そういうものの構築といったものを考えております。

厚岸町、優れた自然、そして食、環境ございますので、それらを来られる皆さんに知

ってもらうといったような事業で、これ、まだ採択されたわけではございませんが、こ

ういうようなものも今どんどん踏み込んで、こういったものにも取り組んでいきたいと

思っております。

●議長（堀議員） ３番、室﨑委員。

●室﨑議員 質問者にお願いします。端的な答弁をしてください。

それで、そのサス何とかという話が出てきましたが、実は厚岸町は、今私が質問した

ようなもので、何にもありませんなんてことはないのですよね。全国でというか、全世

界で一番最初に手本になるようなことをやっているのです。それ、頭にないのですか。

胸張ってそういう話から入ってくると思ったのだが。カヌーの受入れ体制というもの

で、体制つくっているでしょう。これは、人が川にカヌーで入ってきたら、生態系にど

ういう影響を与えるか、それをまず綿密に調査していますよね。調査した上で、その科

学的見知に基づいて、ここまでなら許容できると、この位置なら許容できるとしてカヌ

ーの発着所、乗り込む上流と下りる下流つくりましたよね。それから、１日に何艘とい

うのか何隻というのか知らんけれども、その数量の限定もしましたよね。

そうすると、カヌーで入ってきた人たちも十分楽しめるし、環境負荷という点でも最

低限に抑えられるという、これやっているではないですか。全然そういうものが頭に浮

かばないということは考えてなかったということですね。自分たちでやったことを忘れ

て、国か何かがその、今の片仮名語でもってやり出したものに飛びついて、それもまだ
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採択されているかどうか分からないけれどもというのでは、あまりにもお粗末である。

そう言わざるを得ません。もう少しやります。

この受入れの体制というものは、いろいろな意味で非常に重要だと思います。そし

て、これがきちんとしていないと、いろいろなところに環境負荷を与えてしまう恐れが

あるのです。

これはちょっと余談ですが、この前テレビで、今コロナでこういう観光業の業者が非

常に苦労しているのだけれども、その中で、既に先を考えている人たちが厚岸にも入っ

てきている、そういう番組がありました。この人たちは非常にしっかりしていまして、

愛冠の先だとか、それから浜中町のいろいろな景勝地だとか、ずっと巡っているので

す。そのときに、ここも来たのかもしれないけれども、キャンピングカーでどこまで入

っていいのか。それから、火を焚くのありますね、キャンプファイヤーですか、それは

やれるのか、やれないのか。それから、トイレや水、そういうものについては自分たち

で処理しなければならないのか、何かがあるのか。そういう項目を全部つくって調査し

ているのです。

これは、本当にしっかりしている人たちだなと思って、私見ておりましたが、実はこ

れ、ひっくり返して言うと、その当たりを全然意識しない人が入ってきて、勝手なこと

やられたら、がちゃがちゃになるということです。

そうすると、受入れ側としては、みんなちゃんとやってくれるということを前提にし

ては、受入れ体制はつくれないのですよね。そういうものについても、きちんとした受

入れ体制つくっていかなければならない。それは、一人でも多くの人が来てくれること

がありがたいですから。

それと、もう一つは、各地で見られる、これも悪い例として、いろいろな本だとか報

告書に出ているのだけれども、観光地の対応なのです。今、こういう自然公園法なんか

でいう生態系や豊かな自然を満喫したくて都会から来る人が多いのです。そうすると、

風のそよぎだとか、鳥の声だとか、そういうものを満喫したくて来るのです。そして、

その拠点に来ると、そこにはお店が並んでいて、競争でぎゃんぎゃんとスピーカーで流

行歌か何か流しているのです。鳥の声も何もあったものではないと。こういう不満が出

てきているわけです。

すなわち、観光ということで来る人の望むことと、地元が与えようとしているものの

ミスマッチ、これもあるわけです。そういうようなことを含めて、地元の受入れ体制と

いうもの、これをぜひ検討していただきたい。いかがでしょう。

●議長（堀議員） 観光商工課長。

●観光商工課長（諸井課長） まず、１点目のカヌーの規制の件、私の認識不足、大変申

し訳ございません。実施しておりました。

観光客の望むことと、こちらから与えることという部分については、町長の答弁にも

ありましたけれども、観光振興計画というものを来年度作成する予定でございます。こ

の中でもいろいろな調査というものを実施します。マーケティング調査等も実施しま

す。そういった旅行者の意見も聞きながら、この観光の受入れというものについて進め
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ていければなと、この観光振興計画で定めていければなと思っております。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 よろしくお願いします。

それから、もう一つ、これに関連してなのですが、厚岸がというのではないですよ、

全国でいろいろある例ですよ。それで、観光客がどっと入ってくることで、地元の人の

生活が阻害されるという例があるのです。今、ちょっとこのコロナで少し下火になって

いるから、それほど顕著ではないのかもしれないけれども、京都だとか鎌倉だとか、あ

そこを見ますと、もう人で人で。嵯峨野というのは竹藪の中を落ち着いて入るところな

のですけれども、そこがびっしり観光客で、もう楽しむも何もないのです。そういうよ

うな状況になってしまうと、地元の人が、だから観光なんて、そんなものやらなければ

いいのだということに行きがちなのです。ですから、地元、厚岸で言うならば、厚岸の

町民の生活、それが阻害されないような形で進めていかなければなりません。

その上で１点だけちょっと気になるのを、この機会だから申し上げます。ここのとこ

ろ、２年くらいコロナで何もないのですけれども、桜の時期、桜・牡蠣まつりというの

をやりますね。そうすると、厚岸の子野日の桜、見事ですから、近隣からもたくさん人

が集まります。それで、時間帯によって、橋が登りも下りも渋滞してしまうことがある

のです。これ、前に私議会で一遍言ったことがあるのですが。このときに、もし湖南地

区で心臓疾患だとか脳卒中だとか寸刻を争うような病気が起きた場合、これ、どうする

気なのだということなのです。これ、前にも言ったのだけれども、検討しますでそれき

りなのです。審議会か何かで話したら、そういう問題もあるけれども時期尚早だと言っ

たなんていう噂が流れてくるのです。これは、やはり、もしそういうものが起きてしま

ったら、桜まつりなんかやるからだという声になりますよ。こういうことも考えていた

だきたい。いろいろな方法考えられると思いますけれども。それが一つです。

もう一つは、この自然との共生、環境保全というところから申し上げなければならな

いのは、自然保護とか環境保全の意識を持ってくださいというような抽象的なことを言

っても、町民は振り返ってはくれません。そうではなくて、厚岸にある自分たちが普段

ありふれている、いつも見ている、どこにでもあると思っている、この自然が、実は世

界的に見てもそうない宝物なのだということをみんなが知れば、大事にするなと言った

って大事にするのです。その啓発、そういうものが十分に行われているかどうか。どう

考えていますか。

●議長（堀議員） 観光商工課長。

●観光商工課長（諸井課長） 桜まつりの大橋の渋滞の件でございますけれども、これに

ついては、以前の議会でも質問をいただいておりました。

実施する前には、受入れ対策会議というものを開催しまして、消防署、警察等も含

め、会議の開催をさせていただいております。渋滞、今の消防の位置も大橋の状況とか

も見れますので、状況に応じて、向こうの消防に人を配置するだとか、そういうような
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ことでやっておりますが、交通渋滞が起きないような、そういう交通整理というものも

してはいるのですけれども、スムーズに車が動けるような仕組みというものも考えたい

と思います。

あと、普段見慣れている風景がすばらしい景色になっているということでございます

けれども、それについてはＳＮＳ等での情報発信と、本当に我々、普段見慣れている状

況の風景でも、そういったＳＮＳで発信をしてございますので、これについては継続し

て情報発信というものをしていければなと思っております。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 水鳥観察館所管になると思いますが、学術奨励金制度というものがあります

ね。これは、もう二十何年になりますね。20年たったときに20周年記念の冊子も出して

いますね。そこでは、この学術奨励金によって行われたいろいろな厚岸の興味ある事例

というものも簡単に記載されています。こういうものを見ると、いかに厚岸というのが

豊かな、太古からの自然をいまだに残している場所であるかと。すぐそばに人が住んで

いるのに、これだけ豊かな自然が残されているということがよく分かるわけです。今、

いちいち申し上げませんが、例えば、私たちがトンギョと呼んでいるトゲウオ、これな

んかもイトヨとトミヨが同じ湖沼の中にいて棲み分けているなんていうところは世界中

でないそうです。これは、もしかすると国際会議が厚岸で行われるかもしれないという

ような話まで一頃は聞きました。そういうものがあるわけですね。

その資料というものをたくさん、水鳥観察館所管で厚岸町は持っているわけです。そ

ういうものを町民みんなが興味を持って分かるように、どんどんＰＲしていく必要があ

ると思うのです。今の状態では宝の持ち腐れだ。その点についてはどのように考えます

か。

また、海事記念館というものがありますね。そこでは厚岸町のいろいろな資料、その

中には人のつくったものだけではなくて、自然との関わりでいろいろなものがあります

よね。そういうものも、来た人が説明もなしに見るだけで終わっているのが今の状態で

しょう。これらについても、いろいろな方策を考えていく必要があるのではないです

か。それは、第一に観光客相手ではなくて、まずはここに住んでいる人たちが、自分の

住んでいるところは、こんなに豊かなところなのだということを知ってもらう、それが

大事だと思うのです。いかがでしょう。

●議長（堀議員） 環境林務課長。

●環境林務課長（真里谷課長） 学術奨励金のお話をしていただきました。過去から何度

も室﨑議員のほうからも言われていることでございます。やはり、この研究内容につき

ましては、多くの様々な研究がされており、少しずついろいろなメカニズムが分かって

いるということで、かなり貴重な価値があり、重要な研究であるとは思っているところ

でございます。これについても概要版という形で、できるだけ分かりやすくということ

で出してはおりますが、なかなか、やはり研究ですので難しいところもございます。さ
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らに、過去には講演会等開いて、小中学校との連携等も図ったときがございます。これ

らも全て含めて、今、議員おっしゃったとおり、小中学生または高校生、高校の生物部

ともタイアップしたときもございます。いろいろな意味で、今後こういう価値あるもの

を、重要なものを何とかつなげていきたいなとは思っているところでございます。

●議長（堀議員） 生涯学習課長。

●生涯学習課長（早川課長） 海事記念館に関しましてですが、一般の来館者の方が来た

場合に、当然学芸員が常駐していますので、確認をした上で、館内の説明等は行うよう

な形を取らせていただいております。

また、郷土館におきましても、管理人を置いているのですけれども、状況によって学

芸員を呼んで説明を受けるというようなこともできるような体制にはしておりますの

で、できる限り行っていきたいと今後も思っております。

また、自然環境に関しまして、海事記念館のほうでは、例えば大黒島に上陸して、臨

海実験所のほうと連携をしまして海洋生物の説明、解説を受けるですとか、あとは昨年

はこどもクラブという事業を行っていますが、その中でマイクロプラスチックを採取し

て、北大の実験所のほうと連携して、顕微鏡で確認をするとか、そういったこともちょ

っと、今の観点では海の自然環境という観点で行っておりますが、今後は国定公園内の

淡水生物、海洋生物、それから食性についてもいい題材になるのかなと考えているとこ

ろでございます。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 それぞれ、こういうふうに進めるといいのではないかというアイディアは持

っていると思うので、それを強力に進めていただきたい。国定公園昇格を機にというこ

とです。よろしくお願いしたい。

それから、もう一つお聞きしますが、厚岸町は環境教育というものを相当強く進めて

おりますよね。この国定公園昇格という40年かかった悲願が達成したのですよ。この中

で環境教育というのは学校教育、社会教育を含めて、やはり強力に推進していくべきも

のだと思うのですが、その当たりについてのお考えはありますか。

●議長（堀議員） 指導室長。

●教委指導室長（広瀬室長） 学校における環境教育につきましては、日常生活の中で環

境を守る自分の生き方、家庭での生活の仕方等について、各学校で取組を行っていると

ころです。それはごみの分別であるとか、水を無駄にしないというような部分が、日常

生活が中心となっております。

国定公園になってこれからどうするかということについては、特に昨年度は動きがあ

りませんでしたので、今年度情報提供、先ほどお話のありました厚岸の自然についての

啓発ですとか、そういった部分についても情報提供を行いながら、子どもたちが厚岸に
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これまで以上に誇りを持てるような、すばらしいところに住んでいるのだという実感が

持てるような学習、啓示等、啓発を行っていきたいと考えております。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 よろしくお願いします。

最後に町長にお聞きしますが、今日の私のこの質問は一言で言ってしまうならば、こ

の国定公園になった厚岸町が、この自然公園の趣旨というものですね、我々の実際の暮

らしと、それからそこの自然環境、それを共生と言いますか、どちらも大事にしながら

町をつくっていくということなのですが、その観点から、いわばこの自然公園法の第１

条の考え方を、いわばまちづくりの基本において進めていくべきだと私は思うのです

が、その当たりの町長のお考えを聞かせていただきたい。

●議長（堀議員） 町長。

●町長（若狹町長） お答えをさせていただきます。

今、国定公園昇格に当たってのメリット、デメリットのお話がありました。今、お話

を縷々聞いておりまして、やはり、なぜ国定公園の指定を要請してきたのか、改めて思

い浮かべておるわけでございます。

そういう中で、今後の国定公園、せっかくなった中で、厚岸町はどういう考えを持っ

て進めていくのかという点もあるわけでありますが、今お話ありましたとおり、自然公

園法、これは国立公園、国定公園、いろいろと自然公園があるわけであります。

特に国定公園は国立公園に準じて景勝地として環境大臣が指定をされたわけでありま

す。そういう意味におきましては、私は自然保護、環境保全、そして産業とどう両立す

べきか、国定公園によってまちづくりがすばらしくなったというものでなければならな

いと思っておるわけであります。

例えば、厚岸湖内におけるアサリ礁、さらにはカキ養殖場等々は高い評価を受けてい

るのです。いろいろと課題はありますが、産業文化的景観として今回の国定公園の中に

おいても評価をされたわけでございまして、我々は景色とか、そういうものだけを見て

いるわけでありますが、産業の場で見た場合は、大変ありがたい要素になっておるわけ

でございまして、どうかそういう意味におきまして、私は環境保全の意識の向上という

ものが指定によって高まってくれるものであろうと期待をしておりますが、また行政と

してもそういう方向に向かって頑張って推進をしていかなければならない。これは第６

期厚岸町総合計画にもうたわれているわけでございますので、そういう点、いろいろと

サジェスチョンをいただいたわけでありますが、私といたしましては、ただいまの質疑

応答を聞いている中で、さらに前向きに前進しなければならない、そういうことを新た

にさせていただいたところでございます。

どうか、北海道では６番目の国定公園に指定されたわけであります。しっかりと、そ

の意義に処しての厚岸町の発展をしていかなければならない、そのように考えておりま

すので、よろしくお願い申し上げたいと思います。
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●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 どうか、よろしくお願いします。

それで、次に移ります。

給食食材の問題です。私、三つ並べておきました。農薬と遺伝子組換え食品とゲノム

編集食品と、この三つを並べておきました。農薬と、それから遺伝子組換え食品につい

ては、何回か議会で申し上げたこともあります。

厚岸町は、この遺伝子組換え食品については、うまくないのではないかという声も世

界的にいろいろある中で、自分たちとしては、それを、この食品が遺伝子組換え食品だ

ということを分かって使用する、しないを決めたいと。だから、表示をきちんとするよ

うに国は制度をつくってほしいという町長からの意見書というものを出しております。

この考えは変わっておりませんね。

●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） お答えさせていただきます。

町有施設、何箇所か給食を扱っているところがございますけれども、厚岸町全体とい

たしまして、そのような遺伝子組換えの食材を使うという、使わないということには変

わりはございません。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 今、私、ここに書いてあるのは、三つ書いたのですけれども、遺伝子組換え

食品だけではなくて、いろいろなものが出てきているのですよね。それで、農薬でも今

非常に問題になっているのはネオニコチノイド、これ2000年よりちょっと前くらいから

各地で出てきて、世界各地で蜂が大量死したということでまず問題になりましたね。欧

米では2000年頃から規制しています。日本では規制がない。

ラットを使った実験では、ニコチンと同様、ニコチノイドというから化学組成がニコ

チンと似ているらしいのですが、胎児や新生児の精神身体の発達に影響するのだという

ことは、随分いろいろな学者が言っています。日本では規制がありません。

それから、クロルピリホスという有機系農薬、有機リン系農薬ですね、これがやは

り、今非常に問題になっています。これは神経毒ですから、一頃世情を賑わしたサリン

なんかと同じような系統の働きをします。これは、ＥＵでは2020年２月から禁止しまし

た。発達障害、知的障害と非常に大きな関係があると言われています。日本ではシック

ハウス症候群の原因物質としては認定されております。したがって、建材にこれ使うこ

とできません。ところが、農薬に関しては野放しです。農薬に関していろいろ問題があ

るもの15種類ほど挙げて検討に入っているのですが、その中にも入っておりません。こ

ういうものがあるわけです。

遺伝子組換えに関しては、前にも何回も言っていますから簡単に申し上げますが、大
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豆、菜種、じゃがいも、そういうような物について除草剤に対する耐性を持ったものを

つくって、それをまくとほかの植物は枯れる、要するに雑草は枯れるけれども、自分の

目的とする作物は枯れないと、そういうものを遺伝子組換え技術でつくるということで

すね。これについても、予期しない性質を持ってしまったり、毒性を持ったり、アレル

ギーを誘発したりということが各地で起きているし、また、その花粉が飛んで、ほかの

雑草やいろいろな物との間で交配が起きると、いろいろな問題が起きてくると。自然の

中に放り込むということは、100％分かるということはないのですよね。

それで、今、今度出てきたのはゲノム編集という言葉です。何か、やたら難しくて私

もよく分からないのだけれども、遺伝子組換えというのは、遺伝子の中に、細胞内の遺

伝子にほかの生物の遺伝子を突っ込んでやって、性質の違う物をつくると。簡単に言う

と、そういうことらしい。

それから、ゲノム編集というのは、ゲノムというのは細胞内のＤＮＡと、そこに書き

込まれた情報の全部だそうですが、それの一部をはさみで切るように切り落とすので

す。そうすると、生物は修復能力がありますから、ぱっと元に戻るのだけれども、何個

に１個かは違う物になってしまう。修復の失敗ですよね。それが自然界で起きると突然

変異なのだと、この人たちは言います。

結局、日本政府もそうなのですけれども、よそから持ってきて入れているわけではな

いから安全だと、こういう言い方をするのですが、実は何が起こっているかよく分から

ないという部分はたくさんあります。そう簡単なものではない。

これについては、安全審査というものをしなければならないということは、ＥＵでは

2018年に決めています。日米、これは安全審査不要だと言っています。そんなような流

れがありますが、ここで考え方なのですけれども、予防的措置と未然防止という考え方

があります。これ、対立する考えです。予防的措置というのは深刻かつ不可逆的被害の

恐れのある場合、すなわち、その被害が出たときに元に戻すことができない場合。この

場合には科学的に完全な確実性がないという理由で、その対策を遅らせてはならないと

いう考えです。これに対して、未然防止というのは、科学的に証明されて、環境保全上

の支障が未然に防がれるということで、科学的な証明ないものにストップかけられない

ということです。

ごめんなさい、長々と話を。今、町長の答弁を聞いていると、厚岸町はそういう不安

のある物は使いませんよということをはっきり言っているわけですね。そうすると、こ

れは、ここで言うところの予防的措置を取るということだと理解できるのではないかと

思いますが、それでよろしいですか。

●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） お答えさせていただきます。

遺伝子組換え食品と農薬関係につきましては、引き続き表示の有無に関わらず、検査

表などを頂戴いたして、安全な給食に努めていきたいと思っております。

さらに、ゲノム編集の件でございますけれども、今、厚生労働省では届出を業者から

もらって、それを承認している段階で止まっていると。国際的な動きというものも、議
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員おっしゃるとおりございます。その辺も十分に注意しながら、消費者レベルでの考え

で給食食材を入手するように、庁内情報共有しながら注視してまいりたいとは考えてお

ります。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 それで、お願いなのですが、情報収集にはより努めていただきたい。それと

もう一つは、特に学校給食なんかの場合ですが、保護者に対して、こういうような問題

があるから、こういう物は使わないようにしていますということをきちんとやはり情報

を伝えていただきたい。そのことが漠然とした不安を与えないで済むということですの

で、ぜひお願いしたいわけです。その点は。ちょっと次に行きますね。

それで、ゲノム編集トマトというのがございます。シシリアンルージュハイギャバと

いう名前の物だそうです。この苗をつくっているところで、全国の小学校や福祉施設に

配るという方針を明確に出しております。その理由について、これは関係者の発言とし

て出てきたものですが、遺伝子組換えへの消費者の抵抗が強い、農家が種苗を買って生

産し、生産物を販売するという通常の流通方式によると、ゲノム編集作物の安全性につ

いて、消費者、マスコミに加え、生産から流通までの関係者を説得しなければならず大

変だと、それで家庭菜園やそういうところに苗を無償で配って、栽培者にＳＮＳで情報

発信をしてもらうことにしたと。遺伝子組換えのときに表示をやってしまったのは大失

敗だったということは、関係者はよく言っているのです。消費者がみんな離れてしまっ

たから。それで、こっそりやろうということですよ、早く言えば。こういうことが出て

きているのです。

これは、一般論として言えるのですが、新しい科学技術が出たときに、世の中がおか

しくならないようにするためには、三つのことが非常に大事です。一つは、今先ほど言

った予防原則。それから情報公開。そして消費者が選ぶという選択肢を持たせるという

ことです。この三つを潰そうという動きが、こういう形の苗の無償配付という形で出て

きていると言っても間違いではないと思う。

厚岸町で、こういう物が差し上げますよと来た場合、町長部局でも教育委員会でもい

いのですが、はいはいありがとうございますと受け取りますか、拒否しますか。

●議長（堀議員） 管理課長。

●教委管理課長（田﨑課長） 私からは、先に質問ありました保護者への情報提供という

部分についてお答えをさせていただきます。

食育という観点もございますし、現在、このゲノム編集食品につきましては、議員お

っしゃるとおり、情報が全然出てきてはいないと。消費者がいいも悪いも判断できる状

況下にはないと私ども思っております。ですので、このような食材、まだほぼほぼ流通

はしておりませんけれども、このような食材はお子様たちには食べさせないと、使わな

いということは、給食だより等々を通じて保護者の方に情報提供してまいりたいと考え

ております。
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●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） 私からは、ゲノム編集されたトマトなどの提供が厚岸町に

あった場合ということでございますけれども、このような物につきましても、受け取ら

ないと、拒否させていただくというスタンスで今後努めてまいりたいと考えておりま

す。

●議長（堀議員） 管理課長。

●教委管理課長（田﨑課長） 学校におきましても、町と同様な対応を取りたいと考えま

す。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 最後に一つ、ちょっと参考までにお聞かせいただきたいのですが、こういう

動きに対して、市民団体の中から全国組織で、それぞれの地区でいろいろな団体がある

ようで、それが連携して動いているのです。私の聞いたところによると、北海道では北

海道食と命の会というのが出来上がって、これが全道の179市町村に対して、このよう

な物が来ても受け取らないでくださいと。それから、受け取らないということを回答と

いう形で明言してくれませんかというのを出したという話を聞いているのですが、厚岸

町には来ていますか。

●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） お答えさせていただきます。

今日現在、そのような文書は収受しておりませんです。

●議長（堀議員） 管理課長。

●教委管理課長（田﨑課長） 教育委員会のほうにも、そのような文書は届いておりませ

ん。

●議長（堀議員） ３番、室﨑議員。

●室﨑議員 これで最後にしますが、今、受け取らないという明言をいただいたので、そ

ういう物が出ていようがいまいが、とにかく厚岸町の態度はよく分かりましたので、こ

れで終わります。どうも、ありがとうございます。

●議長（堀議員） 以上で、３番、室﨑議員の一般質問を終わります。
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休憩します。

午後４時15分休憩

午後４時16分再開

●議長（堀議員） 本会議を再開します。

ここで、会議時間の延長を行います。

本日の会議時間は、２番、石澤議員の一般質問が終了するまで、あらかじめ会議時間

の延長を行います。

次に、２番、石澤議員の一般質問を行います。

２番、石澤議員。

●石澤議員 先に提出した通告書に従って、質問いたします。

最初に、自治体行政デジタル化についてです。

昨年9月１日にデジタル社会形成基本法が施行され、デジタル庁が業務を開始しまし

た。住民サービスの便利さと自治体職員の負担軽減等の目的が挙げられていますが、町

長はこの自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）について、どのような認

識を持ち、評価していますか。

次、自治体における窓口業務の役割と重要性について、町はどのように認識し、評価

していますか。

３、デジタル技術やオンライン化、ネットなどの利便性向上、業務の効率化を否定す

るものではありませんが、国が強力に指導する内容となっている自治体ＤＸは、住民ニ

ーズの把握、的確な住民サービスを行うことなど、窓口での人と人との理解やふれあい

が失われ、本来の役場の果たすべき役割が薄れていくのではないかという危惧を持ちま

すが、その点についてはどうですか。

４、個人情報の漏洩について、町はどのような対応を取っていきますか。

次に、保育士等・幼稚園教諭、介護・障がい福祉職員の処遇改善について。

岸田首相は「保育士等・幼稚園教諭、介護・障がい福祉職員」を対象に平均月額9,00

0円の処遇改善を昨年11月19日に閣議決定をしました。本町における事務手続の実態は

どのようになっていますか。

これによる関係町職員の処遇改善はどうなりますか。

現在のところ、11月支給で制度が終わると聞いていますが、実態はどのようになって

いますか。

今後、本町としても今回の処遇改善の延長とさらなる制度の拡充を国に求めるべきと

思いますがどうですか。

３、新型コロナウイルス検査の拡充についてです。

オミクロン株が猛威をふるい、町内でも感染者が出ています。医療機関、高齢者・障

がい者施設、学校、保育所、消防署でのＰＣＲ、抗原定性検査を定期的に行うべきと思

いますがどうですか。
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これで、１回目の質問を終わります。

●議長（堀議員） 町長。

●町長（若狹町長） ２番、石澤議員のご質問にお答えをいたします。

１点目の自治体行政のデジタル化についてのうち、（１）の「デジタル社会形成基本

法が施行され、住民サービスの便利さと自治体職員の負担軽減等の目的が挙げられてい

るが、この自治体ＤＸについてどのような認識を持ち、評価をしているか」についてで

ありますが、国は、令和２年12月に閣議決定した「デジタル社会の実現に向けた改革の

基本方針」において、「デジタルの活用により、一人一人のニーズに合ったサービスを

選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会、誰一人取り残さない、人に優しいデジ

タル化」が目指すべきデジタル社会のビジョンとして示され、このビジョンの実現のた

めには、住民に身近な行政を担う自治体、とりわけ市区町村の役割は極めて重要であ

り、自治体のＤＸを推進する意義は大きいとして、基本方針と合わせて「自治体デジタ

ル・トランスフォーメーション推進計画」、いわゆる自治体ＤＸ推進計画を策定しまし

た。

この推進計画では、自治体においては、まずは、自らが担う行政サービスについて、

デジタル技術や行政の持つデータを活用して、住民の利便性を向上させるとともに、デ

ジタル技術やＡＩ等の活用により、業務の効率化を図り、人的資源を行政サービスの更

なる向上につなげていくことが求められるとしております。

厚岸町といたしましても、自治体ＤＸ推進計画に掲げられる手続のオンライン化や、

自治体の情報システムの標準化などの取組は、住民の利便性の向上や、町の業務の効率

化等に資するものであると認識しておりますので、他の市町村の事例も参考としなが

ら、厚岸町にとって必要な取組を進めてまいりたいと考えております。

次に、（２）の「自治体における窓口業務の役割と重要性について、町はどのように

認識し評価しているか」についてでありますが、窓口業務は、住民が行政サービスの提

供を等しく受けるための権利の基礎となる重要なものであると考えており、町民の様々

な相談を受け、的確にニーズを把握し、分かりやすく、かつ、確実、迅速で丁寧な行政

サービスを提供することが重要であると考えております。

次に、（３）の「自治体ＤＸは、住民ニーズの把握、的確な住民サービスを行うこと

など窓口での人と人との理解やふれあいが失われ、本来の役場の果たすべき役割が薄れ

ていくのではないか、という危惧を持つが」についてでありますが、国が示した、自治

体ＤＸを推進するための手順書では、重点取組事項として、全国統一的な取組となる、

行政手続のオンライン化などの必要な施策の実行が求められるほか、各自治体の実情に

合わせたＤＸを推進していくことも期待されております。

また、先に申し上げた「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」にあるよう

に、「多様な幸せが実現できる社会、誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を

実現することが、自治体がＤＸを推進する上で求められております。

自治体ＤＸ推進における行政手続のオンライン化については、住民が行政サービスを

受ける場合の手続の選択肢を増やすだけではなく、添付書類を省略するなど、利便性向
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上につなげるもので、窓口業務の縮小や縮減をするものではないため、ご質問者が危惧

される、役場の果たすべき役割が薄れていくことは無いものと考えております。

次に、（４）の「個人情報の漏洩について、町はどのような対応をとっていくのか」

についてでありますが、現在の当町のシステムは、扱う情報の性質により、大きく三つ

に分けて運用しております。

一つ目として、個人番号利用事務、住民基本台帳、税、社会保障及び戸籍事務などに

供する情報システム及びデータを取り扱っているマイナンバー利用事務のシステム、二

つ目として、財務会計、例規システム、文書管理などの事務で、庁内回線や行政専用回

線によるシステム、三つ目として、Ｗｅｂ閲覧やインターネット上にあるシステム等を

利用するインターネット接続のシステムがあり、これら三つを分離することで、個人情

報の漏洩対策を行っております。

また、システムを操作する個人の特定を強化するため、二要素認証やマイナンバー利

用事務端末を操作する職員を限定するなどの対策を行っておりますが、今後も、個人情

報の流出を徹底して防ぐため必要な対策を講じてまいります。

続いて、２点目の「保育士等・幼稚園教諭、介護・障がい福祉職員の処遇改善につい

て」のうち、（１）の「保育士等・幼稚園教諭、介護・障がい福祉職員を対象に、平均

月額9,000の処遇改善が閣議決定されたが、本町における事務手続の実態はどのように

なっているのか」についてでありますが、令和３年11月19日に閣議決定した「コロナ克

服・新時代開拓のための経済対策」において、新型コロナウイルス感染症への対応と少

子高齢化への対応が重なる最前線で働く、「介護サービス事業所等に勤務する介護職

員」、「障がい福祉サービス事業所等に勤務する福祉・介護職員」、「幼稚園等に勤務

する職員」の処遇改善のため、賃上げ効果が継続されることを前提とした処遇改善支援

事業が実施されております。

本町における事務手続の実態についてでありますが、「介護サービス事業所等」と

「障がい福祉サービス事業所等」については、処遇改善支援事業の実施主体が北海道で

あり、申請書の提出先は北海道となっております。

「幼稚園等」に対する処遇改善支援授業については、市町村が実施主体となるため、

町で町内の幼稚園から申請書を受け付け、補助金を支給することとなります。

このため、令和４年２月と３月分については、本年度会計から支出することとなりま

すので、必要な補正予算を今定例会に提出しております。

次に、（２）の「関係町職員の処遇改善はどうなるのか」についてでありますが、職

員の給料については、毎年、人事院において国家公務員と民間の給与を調査し、その較

差を埋めることを基本に勧告が示され、その内容に準じて厚岸町職員の給与に関する条

例に規定する給料表を改定し給料月額を定めております。

この度の処遇改善については、当町では保育所と児童館に勤務する職員が対象となり

ますが、国からは引き上げ額と引き上げ率、及び基本給または毎月支給される手当額に

よる処遇改善が示されているものの、引き上げの方法や、実施に対しての詳しい説明は

なく、また、地域の民間給与水準を踏まえた上での、導入や調整を行う必要があり慎重

な対応が求められることから、現在は実施しておりません。

今後は、国からの説明や情報収集を行い、対応について検討してまいりたいと考えて
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おります。

次に、（３）の「11月支給で制度が終わると聞いているが実態はどのようになってい

るのか」についてでありますが、現時点においては、いずれも令和４年９月分の処遇改

善までを対象としてはおりますが、10月分移行については、介護サービス事業所等と障

がい福祉サービス事業所等については、報酬改定により同様の措置を継続するとされて

おり、幼稚園等についても、公定価格の改定により同様の措置を講じるとされておりま

すので、実質、処遇改善が継続されることとなっております。

次に、（４）の「町としても今回の処遇改善の延長と、さらなる制度の拡充を国に求

めるべきと思うが」についてでありますが、処遇改善制度は10月以降も継続される見通

しでありますが、報酬や公定価格の改定内容等について、現在詳細が示されておりませ

んので、まずは、国の動向に注視し、情報収集に努めてまいります。

続いて、３点目の新型コロナウイルス検査の拡充について、「医療機関、高齢者、障

がい施設、学校、保育所、消防署でのＰＣＲ、抗原定性検査を定期的に行うべきと思う

がどうか」についてでありますが、オミクロン株の流行への当町における対応といたし

ましては、３回目のワクチン接種を迅速に行うことが第一であると考えております。

ご指摘の医療機関等の従事者のほか、町独自の取組として、公共交通機関の従事者や

警察職員といった、いわゆる社会機能維持者や、高齢者や子ども等を支えるケアマネー

ジャーやペルパ－の方々及び幼稚園、児童館の職員も、２回目接種後６ヶ月での前倒し

接種を実施しております。

また、接種予約のキャンセルによる余剰ワクチンの対応として、町職員をリストアッ

プし対応に取り組んでおります。

各施設の利用者の接種状況につきましては、高齢者・障がい者の入所及び通所施設の

利用者は、前倒し接種の対象者として接種をほぼ終了しており、また、ワクチン接種の

対象年齢である児童生徒につきましては、１回目から３回目までの接種を引き続き進

め、今後はさらに、保護者や本人への十分な説明と周知を行った上で、５歳から11歳ま

での児童への安全で迅速な接種を進める予定であります。

なお、ワクチン接種の対象とならない年齢の児童につきましては、今後も基本的な感

染予防策の周知を徹底するとともに、これら児童に接する機会の多い保育士等について

も、前倒し接種を行ってまいります。

現在、新型コロナウイルス感染拡大を踏まえ、北海道では、ＰＣＲ等検査無料化推進

事業を実施しております。

この検査は無症状の方を対象として、無料でＰＣＲ等検査が受けられるもので、登録

された医療機関や薬局などで検査を受けることが可能となっており、町内では町立厚岸

病院が登録しており、事前予約の上、検査を受けることができます。

また、無料化検査が広域的に行われていることもあり、町独自に医療機関等の従事者

及び利用者への定期的なＰＲＣ、抗原定性検査に取り組む予定はございませんが、引き

続き迅速な３回目接種に全力で取り組んでまいりますので、ご理解願います。

以上でございます。

●議長（堀議員） 休憩します。
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午後４時35分休憩

午後４時36分再開

●議長（堀議員） 再開いたします。

２番、石澤議員。

●石澤議員 まず、行政のデジタル化についてなのですけれども、ＤＸ推進計画では、町

長の下に新たに最高情報責任者というのを設置するように求めているのですが、厚岸町

の場合、どのようにこれは対応していくのでしょうか。

●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） その最高責任者、民間登用等からも含めてですが、厚岸

町ではそういったものを、規定ではすることができるという規定でありますので、必ず

しなければならないというものではございません。

厚岸町におきましては、そういったものを置くのではなく、国などからの指針等を踏

まえながら、関係する事業者とも連携して、町のシステムを委託している事業者ですと

か、そういった専門知識を持っているところからの助言等もいただきながら対応してい

るところでございます。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 結局、結構このＤＸ計画というのは、いろいろな内容で難しい問題が含まれ

ていますし、ＡＩを使うということなので、詳しい職員が必要になってくると思うので

すが、厚岸町の町職員の中にそういう人をきちんと育成して、そして専門職として採用

していくというようなことは考えていないのですか。

●議長（堀議員） 副町長。

●副町長（石塚副町長） 先ほどの危機対策室長の答弁にございましたとおり、現在のと

ころ専門職として採用する予定はございません。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 個人情報とか、いろいろな情報を扱っていきますよね。この部署というの

は。そこに業者からの人を対応してもらうということになると、それが漏洩するとか、

そういうような心配というのはないのですか。その辺はどのように考えているのです

か。
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●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 町のシステム、いろいろございますけれども、当然その

システムの整備、それと保守・運用につきましては、業者に委託をしているところでご

ざいますので、その業者におきましては、当然町との契約の中で、そういった個人情報

の守秘義務を課せておりますので、問題ないものと考えております。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 そうすると、今まで対応してもらっていた業者の人たちにしてもらうという

ことなのでしょうか。業者に委託していると言いましたから、そこの人にやってもらう

ということで、漏洩の心配は全然ないと考えていいのですか。

●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 行政が扱うシステムにつきましては、個人情報が結構な

範囲でついて回るものでございます。これまでも委託をしている事業者におきまして、

個人情報の徹底されて、セキュリティポリシーなども構築しながらやっていただいてい

るところでございますので、保守・点検等につきましては、システムが変わったり、当

然入札等もすることになりますので、そういったことで業者が変わるということはござ

いますけれども、個人情報の保護につきましては、徹底しているところでございます

し、町における個人情報の取扱いにつきましても、町長の１回目の答弁にありますとお

り、いろいろな対応をして、使用するシステムごとに使用者を制限するなど、そういっ

た取組も徹底しながら個人情報の保護に万全を期しているところであります。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 国のほうでこれからどんどんいろいろな形でクラウド化という形で、システ

ム共同するクラウド化というのを進めてくるように感じるのですが、それぞれの自治体

でいろいろなことやっていますよね、施策を、やっていること。それに対して、国のほ

うから統一しなさいというようなことが、これから出てくるような気がするのですが、

そういときに対して町は今までやっていたいろいろな施策、それをきちんと町独自の独

立性を尊重して、個別の自治体が独自の住民サービスをこれからもずっと続けていくと

いうことはできるのでしょうか。それはしていく必要があると思うのですが、その辺は

どうなのですか。

●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 国が進めるクラウド化についてですが、議員おっしゃい
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ますとおり、全国いろいろな仕様が、そのシステムを構築している仕様や、自治体ごと

でばらばらになっているというのが現状であります。それを今、国がそのシステムの仕

様を標準化するというようなことを掲げて、その目標年はもうちょっと先になるのです

けれども、そういったことで進めております。

そういったことに対応して、町のほうもその標準化に対応していかなければならない

のですけれども、標準化することによって、町で入れているシステムも年次ごとに更新

をしていかなければならないのですが、その更新に当たっては、この標準以外の部分の

いろいろなオプションと言いますか、そういった部分を付けていることによって更新に

余計な費用がかかったり、システムが制限されたりだとか、そういったことはございま

すので、標準化されるとそういったことがなくなって、自治体におけるメリットも出て

きます。

自治体個々が行っているサービスに制限がされるかという部分でございますが、それ

はシステム上で対応できる、できないの話で、いわゆるオプション的な形で町が別にそ

の標準化されたもの以外のものということも、恐らくできるのではないかなと。まだち

ょっと、はっきり固まりきっていないものですから、ちょっとあやふやな答弁で申し訳

ございませんが、そういった対応も可能ではないのかなと考えておりますので、個々の

自治体のサービスが制限されるということはないのかなと考えております。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 そのようにして、今システム上のいろいろなやってもらうという、予算がな

いので大変ですからやってもらうということなのですが、そのことによって、それぞれ

の自治体のやっている、本当にいいことやっていますよね、厚岸町も、子育てのとこ

ろ。やっている、そのことに対しての標準化というのは、これからそれが壊されないよ

うにしてほしいと、それが一番心配なのですけれども。あと、それはちゃんと担保され

るというふうにしてほしいと思いますが、それはまだ分からないと言えば仕方がないの

ですけれども、そうはいかないと思うのです。どうしても国からの圧力があると、そう

いう面では、それに対して変更するということが、やはりあってはほしくないので、ぜ

ひその辺は今までどおりのサービスを続けていってほしいと思いますが、それはどうで

しょうか。

●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） このシステムの標準化というのは、各自治体が運営を行

っているいろいろな業務におけるシステムがございますけれども、根本となる基幹シス

テムと言いまして、そこの部分の根本的な部分の仕様を合わせると。ですので、いろい

ろそれに付随して、いろいろなシステムでいろいろな施策を運用していっていますが、

そこまでありとあらゆるものを標準化するということではございませんので、その基幹

的な部分を標準化して、それに付随する部分は今までどおりのシステムで対応するです

とか、当然システムによらない施策もございますから、そういった部分を制限するもの
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ではないということでご理解願います。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 ぜひ、そのようになってほしいなと思います。

それで、今窓口の業務のことも質問したのですが、そのことに関しては、やはり窓口

業務が大事だということだったので、やはり住民がそこへ来て、ちゃんと使える人とい

うか、ＡＩを使えたり、そういうシステムを使える人だけではないですから、どうした

らいいだろうと思って、そこに来て相談に来る人もいます。納税相談もあれば、家族の

ことの相談もあれば、福祉の相談もあるでしょう。それぞれそこへ来て、窓口の職員と

お話しながら、自分の思いをその中でやっていく人も多々あると思います。そういう人

たちに対して、寄り添った、今までの窓口業務を続けていってほしいと思います。

お願いします。

それから、先ほど言いましたプライバシーの保護なのですけれども、私たち自分のど

んな個人情報がどこに集めているかということを知るということも必要だと思うので

す。不当に使われていないように関与し、削除を求めることもできる権利というのがあ

るのですが、そういうプライバシーの保護に対して、どのような対応を取っていくので

しょうか。誰が何を使っているかとか、どこから自分の情報がどこに流れたとか、そう

いうことを知ることは厚岸町の場合できますか。

●議長（堀議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 個人情報のマイナンバーカード、個人番号利用の部分で

申し上げますと、マイナポータルにおいて、それぞれの個人情報の登録されている内

容、それをどこで請求があって、どこで使われたというのを、そのマイナポータルとい

うサイト、インターネットの、そこで自分のＩＤパスワードを入れて、マイナンバーカ

ードをかざしてログインすると、そういったことを確認できるようになっております。

それ以外のものにつきましては、それぞれの町民の皆さんの情報がどこに、どう使わ

れているというのは確認できるようにはなってございませんけれども、基本的にはいろ

いろな手続においていただいた情報というのは、そのいただいた事務に限って使わせて

いただきますということが前提条件になっておりますので、それ以外のところについて

は、利用する場合には本人の同意をいただいた上で、ほかの業務に利用するということ

になってりますのでご理解いただければと思います。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 このデジタル化になっていく時点で、とても心配なのは、公に国のほうから

こういう情報がほしいのですと自治体に来たときに、それを自治体のほうで、それは個

人情報ですので提供できませんということができるのか。それと、それが本人に対して

こういう情報が来ていますよということを知らせる、さっき言いましたね、こういうの
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に使いますという話でしたが、国から来たときに自治体のほうでそれを、その人が拒否

した場合に、自治体のほうでそれを止めることができるのか。その辺はどうなのです

か。

●議長（堀議員） 休憩します。

午後４時50分休憩

午後４時51分再開

●議長（堀議員） 本会議を再開します。

危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 貴重な時間、申し訳ありません。

個人番号で言いますと、その個人番号を利用する業務というのが法令等で定められて

おりまして、あとはそれ以外の部分で定められております。ですから、その部分につき

ましては、本人が拒否する、しないに関わらず、国等、町も利用している部分があるの

ですけれども、例えば税情報を福祉の分野で利用するですとか、そういったものは本人

の同意なしにできるというものが法令で定められております。

それ以外の一般的な個人情報につきましては、先ほども申し上げましたが、本人から

の同意を受けてですとか、あとはその個人情報を利用できることがその利用する事務に

おける法令で定められている場合には、本人の同意なしに個人情報を利用することがで

きるというような内容になってございます。

●議長（堀議員） 休憩します。

午後４時52分休憩

午後４時52分再開

●議長（堀議員） 本会議を再開します。

副町長。

●副町長（石塚副町長） ちょっと補足をさせていただきます。

先ほど担当課長から答弁させていただいた、法令で定めているもののほかに、厚岸町

では個別に利用するものについては条例で定めさせていただいて、先ほど答弁の中であ

った福祉とか、例えば福祉医療の転入された方の書類を少なく、窓口に来られた方の負

担を減らすために税情報等を前住地の市町村の情報を確認できるということを条例で定

めさせていただいて利用している部分がございます。
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●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 先ほど町長がデジタル社会の実現に向けた、誰一人も、優しいデジタル化と

いうことだったのですが、その怖さがあると思います。個人情報、それからプライバシ

ーの保護がどこまで守られるのか。それは漏洩があった場合には、自治体の責任とされ

るというのは実際起きていることなのです、実例として。それもありますので、そうい

うことも含めて、今回のデジタル化に向けては慎重に対応していっていただきたいと思

います。その辺でよろしくお願いいたします。

●議長（堀議員） 副町長。

●副町長（石塚副町長） これまでも個人情報の取扱いにつきましては、厚岸町としては

慎重な対応を取ってきましたが、今後についても個人情報の取扱いにつきましては、厳

重に取り扱ってまいりたいと考えておりますので、ご理解願いたいと思います。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 次に移ります。

保育士、そのことなのですが、処遇改善なのですけれども、ほかの施設なんかでは、

もう申請して、心和園なんかではもう２月に申請しましたということだったのですけれ

ども、この中で民間の給与水準を踏まえた上での導入調査を行う必要があって、まだ慎

重な対応を求められますということですけれども、ケア労働者の処遇改善なのですよ

ね。そして、これはほかの業種に比べても非常に安いですよね。保育士にしても。その

中で、町の中では正職員のほかに会計年度任用職員の方もいらっしゃいますよね。職員

の中には。例えば、給食で働いている方とか、そういう方いますよね、保育所の中でい

ると思いますが、そういう人たちに対しても、この対象になっていくと思うのですが、

そういう意味ではどうなのでしょうか。早い導入が必要だと思うのですが、それはどう

なのですか。

●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） 私のほうからは、民間の幼稚園の事務手続の状況について

お答えさせていただきます。

今、各幼稚園では計画書なり申請というものを出していただくのですけれども、これ

が一つ、１件出てきておりまして、３月、今月までの中でもう１件申請があり、それを

今度国のほうに提出して、今月の補正予算が議決いただいた後に、その二つの幼稚園に

つきましては、処遇改善分を支出する予定という運びとなっております。

●議長（堀議員） 総務課長。
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●総務課長（布施課長） 会計年度任用職員の関係ですね、そちらで言いますと、保育所

に勤務する調理員等も対象になるということですけれども、調理員はほかの職場にもた

くさんおります。それで、その保育所だけとか、児童館だけとかと、今回の来ている通

知ではなってしまいますので、そこら辺はやはり慎重な対応が必要かと思いますので、

そこら辺はまだ検討しているところであります。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 国が補正予算で財源確保をしたとなっているのですけれども、そういう意味

ではもう検討しているところではないような気がするのですが、早く対応してあげたほ

うがいいように思いますが、それは検討だけではだめだと思うのですけれども、いかが

ですか。

●議長（堀議員） 総務課長。

●総務課長（布施課長） お答えさせていただきます。

今回のこの処遇改善でありますけれども、基本的な部分では、地域の民間給与水準を

踏まえた中で検討するということになっております。そこで比較してみますと、正職員

もそうなのですけれども、民間に比べると低いというような状況ではないというところ

も確認はしておりますので、そちらもありますので、慎重に対応しているという部分で

ありますので。これは今後も検討はしていきたいと思います。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 民間の人と比べてと言いますけれども、そもそも低いのですよ、給与が。で

すから、民間の人に比べてそこで慎重にというよりも、きちんと役場の職員の人たちの

給料を上げることで、地域の給料体制も上がるのですから、それは慎重に対応するので

はなくて積極的にやってほしいと思うのですが、いかがでしょうか。

●議長（堀議員） 副町長。

●副町長（石塚副町長） 公務員の給与につきましては、基本的には民間の給与水準を踏

まえた上で改定をこれまでも行っております。人事院勧告自体が民間と公務員の給与の

差を考えた上でその改定、要は給料の上げ下げを行いますので、先ほど総務課長が言っ

たのはそういった意味で、今現在、町内の実態ではありますけれども、民間から比べる

と厚岸町の保育士を含めて、給与水準としては実情は今高い状態にあるということをち

ょっと申し上げただけでございまして、やる、やらないという判断は、今後国から詳細

なものが来た時点で検討をさせていただきたいと考えてございます。現段階でやるとい

う答弁はできないことをご理解願いたいと思います。職員に関してですね。
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●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 確かに、公務員のほうが高いとか安いとか、そういう問題ではないのです。

これは。２月14日申請期限としていますけれども、３月、５月までにやればできるとい

うことなのですが、本当に安いのです。民間も安いと言ったら民間のほうも安いのだと

思うのです。だから、きちんちしたこういう給与体制を取らないので、結局そこになり

手がいないということになるのではないですか。保育士さんにしても、何にしても。な

り手がいないというふうになっていくと思うのです。だから、やはりきちんとした給与

体系をつくっていかなければならないし、国のやり方もまだまだ安いですけれども、そ

うではなくて、やはりケア労働者の処遇改善ということなので、そこで働いている人の

補償をしないと、いなくなってしまいますよ。その辺はどうなのですか。

●議長（堀議員） 副町長。

●副町長（石塚副町長） 先ほど、保健福祉課長から答弁がございましたが、幼稚園に関

しては、厚岸町の職員ではない部分ですね、に関しては、既に行っているということで

ございます。ただ、厚岸町の職員のそういった職種の方については、現在はまだ、民間

給与水準をある程度踏まえた上で慎重に検討しなければならないという段階でございま

すので、行っていないということでございます。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 分かりましたというわけにはいかないのです。だけれども、それはちゃんと

慎重に行っているのであれば、慎重に早めにやってください。そう思います。

次に移ります。

何回も言ってしつこいなと思うかもしれないのですけれども、検査です。今回、厚岸

町もオミクロンが出まして、オミクロンか何か分からないです、コロナの感染者が出ま

した。その中で、あの人と会ったので自分が感染しているかもしれないとか熱が出たと

かというときに、保健所に確認の電話をしたらしいのですけれども、保健所では対応で

きませんと言われて、自分がどうしたらいいか分からなくなったという話がありまし

た。検査の場所もどこでやっているかも分からなくて、検査をしたいというような、家

族以外の濃厚接触者となった場合の検査の場所が分からないと、とても不安に感じてい

た人たちもいるのです。

小学校とか中学校で出たといったときでも、ひょっとして自分がというときに、単純

に無料で検査できる、濃厚接触者と言われない限りはできないのですけれども、そのと

きに検査ができる体制があれば安心できるという話があったのですが、自分が熱が出る

か、出ないか、二日か三日かかるという話だったのですけれども、その時点まですごく

不安であったという話があったものですから、ぜひ、やはりどこでも、どこでもと言う

わけではないけれども、町内で、病院に行けば検査できると今回出ていますけれども、

これも多分濃厚接触者となっていなければ受けられない検査なのか、それとも自分が不
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安なので病院へ行って検査ができるのか、その辺のことはどうなのですか。

●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） お答えさせていただきます。

熱やのどの痛みですとか、そういう症状がある方については町立病院でもかまいませ

んし、かかりつけの病院で検査を受けていただきたいなと思います。

今の無料検査のお話でございますけれども、今、どのような無症状の方であっても、

北海道知事からの要請がございまして、それで町内では町立厚岸病院が受診ということ

で登録させていただいております。そのような濃厚接触者の方かもしれないですとか、

低リスクでも感染者かもしれないですとかであっても、道民の方一律、無症状であって

も、今無料でのＰＣＲ検査を受けることができるということでございますので、ご承知

おき願いたいと思います。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 であれば、やはり、これだけコロナが広がってきていますよね。広がってほ

しくないのですけれども、何かあっちから、こっちからって、厚岸町でも増えていま

す。やはり、みんな不安になっていて、どうしたらいいか分からないというのがありま

すので、検査ができるということを町民に知らせてほしいのです。ここへ行けばできま

すよとか、そういうようなこともあってもいいのかなと思いますが、その辺はどうです

か。

●議長（堀議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（亀井課長） 町民の周知についてでございます。その件につきまして

は、今年の広報あっけし２月号で町民の方に周知させていただいているということでご

ざいます。ちょっと内容が細かい部分がありましたので、それについては誌面で町民の

方にということで、広報２月号で周知させていただきました。

●議長（堀議員） ２番、石澤議員。

●石澤議員 この中でワクチン３回目ということでずっとやっていますということだった

のですけれども、ワクチンを３回目を受けることができない人というか、２回目でアレ

ルギーというか、何か反応が出た方で受けられないという方も結構いらっしゃるので

す。聞いています。その中で、受けた方で副反応起こしてしまったという方もいらっし

ゃるようです。

今度、子どもたちに、５歳から11歳までの児童への安全・迅速な接種を進める予定で

ありますと言いますけれども、これも本当に強制はしないでください。どういうことが

あるかということも含めて、親御さんに含めて、メリットもデメリットも含めて、きち
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んと通知をした上でやってほしいと思いますし、３回目接種のときも、その場でいろい

ろ３回目受けるときに、前回の２回目のときにどうだったかということを全部聞き取り

してくれて、その時点であなたは受けられませんというような対応もしてもらったみた

いです。そういうこともありますので、子どもたちの、５歳から11歳までというのは、

子どもはかかってもそれほどひどくならないということも出たりしていますので、強制

ではなくて、いろいろなこと、考える余地のあるいろいろな話を親御さん含めて通知し

てほしいと思いますが、いかがですか。

●議長（堀議員） ワクチン接種対策室長事務取扱副町長。

●副町長（石塚町長） ワクチン接種につきましては、これまでも説明等行ってきており

ますが、特に５歳から11歳のお子様のワクチン接種については、その辺も含めて、しっ

かりとした説明をしてまいりたいと考えております。

それと、あくまでもワクチン接種については強制ではなくて、理解していただいた上

で接種を判断していただくということになっておりますので、これについてもご理解を

いただきたいと思います。

●議長（堀議員） 以上で、２番、石澤議員の一般質問を終わります。

本日はこの程度にとどめ、明日に延会したいと思いますが、これにご異議ありません

か。

（「異議なし」の声あり）

●議長（堀議員） 異議なしと認めます。

よって、本日はこの程度にとどめ、明日に延会いたします。

午後５時10分延会
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以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

令和４年３月７日

厚岸町議会

議 長

署名議員

署名議員



議案第４号

令和４年度 厚岸町一般会計予算

提案理由説明書（総体）
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ただいま、上程いただきました、

議案第４号 令和４年度 厚岸町 一般会計予算 から

議案第１０号 令和４年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計予算

まで、その内容をご説明させていただきます。

お手元に配布しております「令和４年度 厚岸町 各会計予算書」及び、

同時に配布しております 「令和４年度 一般会計 予算資料」の概要に

よって、ご説明申し上げます。

はじめに、予算書の１ページをお開き願います。

議案第４号 令和４年度 厚岸町一般会計予算であります。

令和４年度 厚岸町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、

１０１億７，６１６万８千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

２ページから６ページにわたり、第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、２３款４０項、歳出では、１２款３０項にわたり

それぞれ、１０１億７，６１６万８千円で、

令和３年度当初予算に比較し、

５．０％、４億８，４０８万７千円の増となっております。

はじめに、歳入歳出予算の前年度当初予算対比等の

計数的な説明をさせていただきます。

恐れ入りますが、別冊の「令和４年度一般会計予算資料」の

１ページをご覧ください。

なお、前年度比較増減の主な要因につきましては、

「令和４年度予算に関する説明書」の

各会計事項別明細書において、説明させていただきますので、

本予算資料での説明は省略させていただきます。ご了承願います。
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１款 町税 本年度予算額 １０億６，６１３万８千円

前年度比較 ２，２７４万９千円の増

増減率 ２．２％の増

２款 地方譲与税 １億１，１９７万３千円

１，４２２万９千円

１４．６％の増

３款 利子割交付金 ９０万２千円

１２万３千円

１５．８％の増

４款 配当割交付金 ７５万２千円

１１万９千円

１３．７％の減

５款 株式等譲渡所得割交付金 １２３万６千円

４７万２千円

６１．８％の増

６款 法人事業税交付金 ９３１万６千円

３７５万６千円

６７．６％の増

７款 地方消費税交付金 １億８，１４７万９千円

８７３万９千円

５．１％の増

８款 ゴルフ場利用税交付金 １９１万２千円

１３万７千円

７．７％の増

９款 環境性能割交付金 ６３８万円

５８万１千円

８．３％の減
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１０款 国有提供施設等所在市町村交付金 １，３７４万９千円

１３６万５千円

１１．０％の増

１１款 地方特例交付金 ５６１万１千円

６５万９千円

１０．５％の減

１２款 地方交付税 ３７億４，９７７万７千円

１，６６１万２千円

０．４％の増

１３款 交通安全対策特別交付金 ８７万８千円

１万８千円

２．０％の減

１４款 分担金及び負担金 ３１６万５千円

３，３７８万５千円

９１．４％の減

１５款 使用料及び手数料 ４億３，７２６万２千円

３，４７２万９千円

８．６％の増

１６款 国庫支出金 １３億２，８５７万８千円

２億６，５５１万７千円

２５．０％の増

１７款 道支出金 ４億１，１８９万７千円

３５９万１千円

０．９％の減

１８款 財産収入 ８，５３８万４千円

１５万円

０．２％の減

１９款 寄附金 ５億円

１億円

２５．０％の増
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２０款 繰入金 １１億７，２２５万円

７，３６５万円

６．７％の増

２１款 繰越金 ５００万円

増減なし

２２款 諸収入 ７，５８２万９千円

１，１９１万２千円

１８．６％の増

２３款 町債 １０億６７０万円

３，１００万円

３．０％の減

表の右欄に構成比を記載しておりますので、ご参照願います。

続いて、２ページ

歳出、款別の一覧であります。

１款 議会費 本年度予算額 ６，０９４万１千円

前年度比較 １５２万６千円の増

増減率 ２．６％の増

２款 総務費 ５億１，６２６万３千円

２，７２８万９千円

５．６％の増

３款 民生費 １２億１，３０８万１千円

１億７，６８８万３千円

１２．７％の減

４款 衛生費 ９億６，５３０万８千円

１，９２８万７千円

２．０％の増

５款 農林水産業費 ８億７，０９５万７千円

１億４，４４０万９千円

１９．９％の増
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６款 商工費 ７億９，２４５万円

２億２，９３３万２千円

４０．７％の増

７款 土木費 １５億１，３８６万１千円

８３９万３千円

０．６％の減

８款 消防費 ７億８，２００万９千円

３億２２０万７千円

６３．０％の増

９款 教育費 ５億２，４５９万２千円

２，６７０万９千円

４．８％の減

１１款 公債費 １０億３，８９５万２千円

７９０万１千円

０．８％の減

１２款 給与費 １８億９，０７５万４千円

２，００７万７千円

１．１％の減

１３款 予備費 ７００万円

増減なし

表の右欄に構成比を記載しておりますので、ご参照願います。

以上、「各款」の概括的な増減を中心に説明をさせていただきました。

続きまして、３ページをご覧願います。

歳出、性質別の内容であります。

１ 人件費 本年度予算額 １９億６，３５９万３千円

前年度比較 ２，１８２万７千円の減

増減率 １．１％の減

詳細は、本資料６ページをご参照願います。
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２ 物件費 １５億３，９９１万２千円

４，２３３万８千円

２．８％の増

詳細は、本資料７ページ、８ページをご参照願います。

３ 維持補修費 ６，１８６万６千円

１，６６２万１千円

３６．７％の増

４ 扶助費 ５億４，４８８万５千円

１，１３１万４千円

２．１％の増

５ 補助費等 １５億６，６４２万３千円

９，５２１万１千円

６．５％の増

維持補修費、扶助費、補助費等につきましては、

本資料、９ページから１１ページに

その内訳を記載しております。ご参照願います。

６ 普通建設事業費 ２４億４，５９０万５千円

２億８，１９３万５千円

１３．０％の増

なお、本資料１９ページから３８ページまで、

事業内容及び財源内訳を記載しておりますのでご参照願います。

７ 公債費 １０億３，８９５万２千円

７９０万１千円

０．８％の減

８ 繰出金 ７億４，３６８万１千円

１，９７８万１千円

２．７％の増

９ 積立金 ２億６，３９５万１千円

４，６６１万５千円

２１．４％の増
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１１ 予備費 ７００万円

増減なし

表の右欄に構成比を記載しておりますので、ご参照願います。

本資料の４ページから５ページは、歳出を性質別と目的別にまとめて

一覧表にしたものであります。ご参照願います。

以上で、令和４年度予算、一般会計の概要説明を終わり、

歳入歳出、それぞれ、項目別に説明をさせていただきます。

厚岸町各会計予算書、厚い冊子にお戻りいただき、

一般会計予算に関する説明書３６ページをお開き願います。

事項別に説明させていただきます。

なお、歳入歳出ともに、それぞれ２ページの見開きとなっており、

左側のページで申し上げます。



議案第４号

令和４年度 厚岸町一般会計予算

提案理由説明書





- 1 -

（３６ページ）

１款 町税 １項 町民税 １目 個人

本年度予算額 ４億１，４７０万８千円

前年度比較 １０９万９千円の減

総体的に、令和３年度の状況を勘案して、

現年課税分は、前年度比較で、０．２％、６４万２千円の減と見込み、

滞納繰越分は、前年度比較で、１０．９％、４５万７千円の減と見込み、

徴収率は、現状の収納状況を勘案し、

現年課税分は、９６．０％、

滞納繰越分は、１３．０％と見込んでの計上であります。

２目 法人 ６，５５８万３千円 増減なし

令和３年度の申告状況を勘案しての計上であります。

２項 １目 固定資産税

４億７１３万８千円 １，３０５万７千円の増

現年課税分は、前年度の比較で、

土地 １３万８千円の増

主に、地目変更や評価の変更による増であります。

家屋 １，１９４万円の増

償却資産 １０８万３千円の増

それぞれ、主に、新型コロナウイルス特例措置の終了による増であります。

滞納繰越分は、前年度の比較で、１０万４千円の減であります。

また、徴収率は、現状の収納状況を勘案し、

現年課税分は、９８．０％、

滞納繰越分は、１０．０％と見込んでの計上であります。

２目 国有資産等所在市町村交付金

４８０万９千円 ６７万５千円の減

固定資産の評価に連動した交付見込額の計上であります。

３款 軽自動車税 １目 環境性能割 ３４６万円 １４３万８千円の増

課税台数を１４２台、前年度と比較して３０台の増を見込んでの計上でありま

す。
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２目 種別割 ２，６８５万６千円 ４４万８千円の増

現年度分は、課税台数を４，０７３台、前年度と比較して４５台の増を見込ん

での計上であります。

徴収率は、現状の収納状況を勘案し、９８．０％と見込んでの計上であります。

滞納繰越分は、１千円の計上であります。

４項 １目 たばこ税 １億２７８万７千円 ８００万２千円の増

令和３年度の販売本数を勘案しての見込み計上であります。

次ページ

６項 １目 都市計画税 ４，０７９万７千円 １５７万８千円の増

固定資産税の課税見込みに連動した計上で、

現年課税分は、前年度との比較で、

土地 １２万６千円の増

主に、地目変更や評価の変更による増であります。

家屋 １４４万６千円の増

主に、新型コロナウイルス特例措置の終了による増であります。

滞納繰越分は、６千円の増であります。

また、徴収率は、現状の収納状況を勘案し、

現年課税分は、９８．０％、

滞納繰越分は、１０．０％と見込んでの計上であります。

２款 地方譲与税 １項 １目 地方揮発油譲与税

２，３０６万円 ３８７万８千円の増

令和３年度交付見込みをもとに

総務省から示された市町村の伸び率を勘案した計上としております。

以下、１１款まで同様の推計による計上であります。

２項 １目 自動車重量譲与税

６，９１０万８千円 ５８５万２千円の増

３項 １目 森林環境譲与税

１，９８０万５千円 ４４９万９千円の増



- 3 -

３款 １項 １目 利子割交付金

９０万２千円 １２万３千円の増

４款 １項 １目 配当割交付金

７５万２千円 １１万９千円の減

５款 １項 １目 株式等譲渡所得割交付金

１２３万６千円 ４７万２千円の増

６款 １項 １目 法人事業税交付金

９３１万６千円 ３７５万６千円の増

７款 １項 １目 地方消費税交付金

１億８，１４７万９千円 ８７３万９千円の増

次ページ

８款 １項 １目 ゴルフ場利用税交付金

１９１万２千円 １３万７千円の増

９款 １項 １目 環境性能割交付金 ６３８万円 ５８万１千円の減

１０款 １項 １目 国有提供施設等所在市町村交付金

１，３７４万９千円 １３６万５千円の増

１１款 １項 １目 地方特例交付金

５６１万１千円 ６５万９千円減

１２款 １項 １目 地方交付税

３７億４，９７７万７千円 １，６６１万２千円の増

普通交付税については、国における地方財政計画において、

５．１％の増と示され、町の個別の算定基礎数値の増減を勘案して推計した

最低額を約３８億５，５６０万円とし、３４億４，９７７万７千円の計上とし

ております。

特別交付税については、前年度と同額の３億円の計上であります。

１３款 １項 １目 交通安全対策特別交付金

８７万８千円 １万８千円の減
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１４款 分担金及び負担金 ２項 負担金

１目 民生費負担金 ３１６万５千円 １２１万５千円の増

各事業負担金の計上で、

主に、老人福祉施設費用負担金（入所者分）の入所者見込み数の増と老人福祉

施設費用負担金（扶養義務者分）の入所者階層区分変更に伴う増であります。

農林水産業費負担金 予算計上ゼロのため廃目となります。

１５款 使用料及び手数料 次ページ

１項 使用料 １目 総務使用料 １，９６８万７千円 ４６万３千円の増

厚岸情報ネットワーク使用料の増であります。

２目 民生使用料 ７２万６千円 ３６万円の増

主に、２節 児童福祉使用料の真竜保育所使用料 ４０万円は滞納繰越分の増

であります。

３目 衛生使用料 １５６万９千円 １万２千円の増

主に、火葬場使用料の増であります。

４目 農林水産業使用料 ２億７，１６０万８千円 ３，７６５万５千円の増

主に１節 農業使用料の牧場使用料 ３，４７１万７千円の増と農業水道使用

料 ２９５万７千円の増で、それぞれ料金改定に伴う増であります。

５目 商工使用料 ７３万９千円 増減なし

６目 土木使用料 ６，９５９万４千円 ２９４万９千円の減

主に、３節 住宅使用料 ２９５万円の減であります。

７目 教育使用料 １６８万３千円 １千円の増

２項 手数料 １目 総務手数料 ４４４万５千円 ５万９千円の減

次ページにわたり

主に、３節 戸籍住民登録手数料 戸籍手数料 ５万７千円の減であります。

３目 衛生手数料 ３，３０１万６千円 ３８万円の減

主に、２節 環境政策手数料 ごみ処理手数料 ３４万７千円の減であります。

４目 農林水産業手数料 ４５２万４千円 ３６万８千円の減

主に、１節 農業手数料 預託牛捕獲手数料 ３８万８千円の減であります。



- 5 -

６目 土木手数料 ９万６千円 増減なし

７目 教育手数料 ３千円 増減なし

３項 １目 証紙収入 ２，９５７万２千円 ６千円の減

ごみ処理 証紙収入 の減であります。

１６款 国庫支出金 １項 国庫負担金 １目 民生費国庫負担金

２億６，５１０万２千円 ３１７万９千円の減

主に、

１節 社会福祉費負担金の

障害者自立支援給付費負担金 ７０７万４千円の増

２節 児童福祉費負担金

児童手当負担金 ６１９万４千円の減は、見込み児童数の減で、

子どものための教育・保育給付費負担金 ４７９万２千円の減は、各幼稚園等

に対する負担金の計上で、児童数の減少に伴う減であります。

２目 衛生費国庫負担金 １，７３０万４千円 １，７２２万円の増

次ページにわたり、

新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金の増であります。

２項 国庫補助金 １目 総務費国庫補助金 ９，７４８万５千円

８，８７４万６千円の増

１節 総務管理費補助金

主に、空き家対策総合支援事業補助金（除却） ３７５万円の増、

空き家対策総合支援事業補助金（特定空家等） ３，６４２万円 皆増、空き

家対策総合支援事業補助金（活用） ７５万円 皆増、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金 ５，１７３万３千円の増であります。

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の各事業において説明いたし

ます。

また、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業一覧を参考

資料として提出しておりますので、ご参照願います。
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２目 民生費国庫補助金 １，９９４万８千円 ３，６２２万６千円の減

主に、１節 社会福祉費補助金 昨年計上のアイヌ政策推進交付金（社会福祉

施設）４，２４０万円の減、

２節 児童福祉費補助金

子ども・子育て支援交付金 １７２万８千円の増は補助率改正による増、

３節 防衛施設周辺整備事業補助金 ５２０万円が皆増であります。

なお、「特定防衛施設周辺整備調整交付金」充当事業の内容につきましては、

歳出予算の各事業において説明いたします。

３目 衛生費国庫補助金 ２，３２２万６千円 ２，０８５万４千円の増

主に、１節 保健衛生費補助金の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事

業費補助金 ２，０３６万９千円 新規計上であります。

４目 農林水産業費国庫補助金

１億２，００６万６千円 １，１８６万８千円の増

４節 防衛施設周辺整備事業補助金の増で、

内訳では、

矢臼別演習場周辺農業用機械導入事業補助金（畜産業） １，３５３万２千円

の減、特定防衛施設周辺整備調整交付金（畜産業） ２，５４０万円の増であ

ります。

６目 土木費国庫補助金

４億３，４０７万２千円 ３，７８０万７千円の増

１節 土木管理費補助金 １，０５０万円の減、

２節 道路橋梁費補助金 ８，８６５万３千円の増

主に、 社会資本整備総合交付金（道路新設改良）１億３４１万３千円の増

６節 住宅費補助金 ８，１４７万３千円の減

主に、昨年度計上の社会資本整備総合交付金（建設）５，２５０万１千円の減

７節 防衛施設周辺整備事業補助金 ４，１１２万７千円の増であります。

それぞれ、各事業に対する補助金の計上であります。

７目 消防費国庫補助金 １億３，２６０万円 皆増

防衛施設周辺整備事業補助金の計上であります。
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８目 教育費国庫補助金 ２，４２４万２千円 ７７０万３千円の増

次ページにわたり、

主に、１節 へき地児童生徒援助費等補助金 ３７５万円 皆増、

３節 中学校費補助金の学校施設環境改善交付金 ７０１万７千円 皆増であ

ります。

３項 委託金 １目 総務費委託金 ３０万７千円 ３千円の増

２目 民生費委託金 ４０９万４千円 ７３万７千円の増

主に、基礎年金事務委託金 ５８万８千円の増と年金生活者支援給付金業務委

託金 １５万８千円 皆増であります。

４目 土木費委託金 １億９，０１３万２千円 １，２６１万６千円の減

別寒辺牛川水系 治水砂防施設 整備事業委託金の減であります。

１７款 道支出金 １項 道負担金

１目 民生費道負担金 １億８，０７６万５千円 ３８５万９千円の減

主に、１節 社会福祉費負担金の保険基盤安定負担金 ２９０万２千円の減、

２節 児童福祉費負担金

児童手当負担金 １１２万３千円の減は、見込み児童数の減で、

子どものための教育・保育給付費負担金 ３１４万円の減は、各幼稚園等に対

する負担金の計上で、児童数の減少に伴う減であります。

２目 衛生費道負担金 ４万２千円 増減なし

２項 道補助金 １目 総務費道補助金 ７２４万円 ４５万４千円の減

主に、昨年計上の地方創生推進交付金 ５４０万円の皆減、北海道移住支援金

交付事業費補助金 ２４０万円 皆増と地域少子化対策重点推進交付金 ２５

５万円の増は、それぞれ交付見込みによる増減であります。

２目 民生費道補助金 ２，９２６万１千円 ４１万５千円の減

次ページにわたり、

主に、２節 児童福祉費補助金の多子世帯等の保育料軽減支援事業費補助金

４４万１千円の減は対象児童数の見込みによる減、子ども・子育て支援交付金

５２万１千円の減は、補助率改正に伴う減であります。

３目 衛生費道補助金 ７１１万８千円 １４５万６千円の増

主に、２節 環境政策費道補助金の海岸漂着物等地域対策推進事業補助金

１５４万８千円の皆増であります。
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４目 農林水産業費道補助金

１億６７２万４千円 ２，６１８万７千円の減

主に、

１節 農業費補助金 １１６万７千円の増は、

主に、青年就農給付金事業補助金 １５０万円の増と地域づくり総合交付金（農

業水道）２５９万円 の増であります。

２節 農業費交付金 ２，８０２万２千円の減

主に、中山間地域等直接支払交付金 ２，８０７万３千円の減、

３節 林業費補助金 ６６万８千円の増は、

主に、昨年計上の未来につなぐ森づくり推進事業補助金 ５４２万９千円が皆

減となり、新たに豊かな森づくり推進事業補助金 ６７２万円が皆増でありま

す。

５目 商工費道補助金 ４，７６９万３千円 ４，２０９万４千円の増

主に、地域づくり総合交付金（食文化振興） ２，５００万円の増と地域づく

り総合交付金（観光振興）１，６９０万円の皆増であります。

６目 土木費道補助金 ２２万５千円 ７万５千円の増

住宅耐震改修補助金の計上であります。

７目 消防費道補助 ３２０万円 １５０万円の減

地域づくり総合交付金（災害対策）の減であります。

教育費道補助金は、予算計上ゼロのため廃目となります。

３項 委託金 １目 総務費委託金

２，７８５万４千円 ２６万１千円の増 次ページにわたり、

主に、４節 選挙費委託金が７５万２千円の増であります。

３目 衛生費委託金 ６万円 ５千円の増

浄化槽届出事務委託金の増であります。

４目 農林水産業費委託金 １３２万３千円 ２万５千円の増

主に、３節 水産業費委託金 ６万１千円の増であります。

５目 商工費委託金 ４千円 増減なし

６目 土木費委託金 ３８万８千円 ８千円の増

３節 住宅費委託金の確認申請審査委託金 ８千円の増であります。
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１８款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 財産貸付収入 ２，０７３万１千円 ９万７千円の減

１節 土地建物貸付収入 ９万７千円の減

主に、貸家料（一般職員住宅） １０万４千円の減であります。

２目 利子及び配当金 ３万４千円 増減なし

２項 財産売払収入

１目 不動産売払収入 ７８５万２千円 ５３万円の増

主に、立木売払代 ４８万９千円の増であります。

２目 生産物売払収入 ５，６７６万７千円 ５８万３千円の減

主に、しいたけ菌床売払代 ２３４万１千円の減であります。

１９款 寄附金 次ページ

１項 寄附金 １目 一般寄附金 ５億円 １億の増

ふるさと納税分として、５億円の見込み計上であります。

２０款 繰入金 １項 基金繰入金

１目 財政調整基金繰入金 ３億円 増減なし

２目 減債基金繰入金 ３億円 １億円の減

３目 地域づくり推進基金繰入金 １億９，１００万円 ２，７００万円の増

４目 まちおこし基金繰入金 １９９万９千円 １千円の減

５目 老人福祉基金繰入金 １８０万円 増減なし

６目 環境保全基金繰入金 １，３８０万円 ２７０万円の増

１０目 ふるさと納税基金繰入金 ３億円 １億２，０００万円の増

１１目 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金繰入金 ５，８７０万円

１，９２０万円の増

１２目 森林環境譲与税基金繰入金 ４９５万１千円 ５２４万９千円の減

合わせて、基金繰入金は、１１億７，２２５万円の計上で、

前年度比、７，３６５万円の増であります。

なお、積立基金の状況については、予算資料の１３ページを、

ふるさと納税基金の充当事業については、

１４ページから１８ページを参照ください。

２１款 １項 １目 繰越金 ５００万円 増減なし

２２款 諸収入 １項 延滞金加算金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし
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２目 加算金 １千円 増減なし

３目 過料 １千円 増減なし

２項 預金利子 １目 町預金利子 １万３千円 ３万６千円の減

３項 貸付金元利収入

２目 ウタリ住宅改良貸付金 元利収入 ９７万５千円 増減なし

６目 十勝沖地震 災害援護資金 貸付金収入 １２万１千円 増減なし

次ページ

４項 受託事業収入

３目 衛生費受託事業収入 ２５１万８千円 １４万３千円の減

５目 土木費受託事業収入 ３万円 増減なし

６項 雑入

１目 滞納処分費 １千円 増減なし

２目 過年度収入 １千円 増減なし

３目 雑入 ７，２１６万７千円 １，２０９万１千円の増

次ページにわたり

主な増減としては、

宝くじ交付金 ２９０万４千円の増

デジタル基盤改革支援補助金 ４６１万５千円 皆増

二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金 ７２５万９千円 皆増

資源ごみ売払代 ２３４万６千円の増であります。

２３款 １項 町債 １０億６７０万円 ３，１００万円の減

１目 総務債 ４，９３０万円 ２９０万円の増

民生債 予算計上ゼロのため廃目となります。

３目 衛生債 ２，０９０万円 ４，２２０万円の減

４目 農林水産業債 ２億１，４６０万円 １億６，８５０万円の増

５目 商工債 ２，０００万円 皆増
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６目 土木債

２億７，０１０万円 ４，６６０万円の減

７目 消防債

２億１，２００万円 １億３，８７０万円の増

次ページ

８目 教育債 １億５，０６０万円 ３，１９０万円の増

町債全体説明欄記載のとおり、２５事業債の計上であります。

１０目 臨時財政対策債 ６，９２０万円 １億７，５４０万円の減

地方財政計画の伸び率を勘案しての計上であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

６２ページをお開き願います
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続いて、歳出の説明でありますが、

事項別明細書について、

左側のページには、予算科目の「款」から「目」までと「財源内訳」、

右側のページには、予算科目の「節」、

説明欄には、所属名称、事業別ごとの詳細の表記となっております。

それでは、歳出について、ご説明いたします。

各目ごとに、事務事業別に、

その主な計上内容と大きな増減についてはその額を申し上げ、

詳細については、説明欄記載のとおりであり、省略させていただきます。

なお、事務事業の表記順番は、所属順となります。

皆増、皆減となる事務事業につきましては、

予算資料４５ページから４８ページをご参照ください。

これからの説明において、前年度計上で、皆減となる事業費は、

省略させていただきますので、ご了承願います。
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１款 １項 １目 議会費

６，０９４万１千円 １５２万６千円の増 次ページにわたり

４事務事業の計上でございます。

議員報酬等 ５，５１１万７千円 １２５万１千円の増

主に、議員報酬等の増であります。

議会運営 ３８１万７千円 ２１万３千円の増

主に、費用弁償 ２２万５千円の増であります。

町議会だより発行 ７２万６千円 ７万７千円の増

印刷製本費の増であります。

議会事務局 １２８万１千円 １万５千円の減

事務用消耗品の減であります。

６６ページ

２款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

５，６９０万４千円 ３５０万４千円の増 ７１ページにわたり

１０事務事業の計上であります。

表彰者審査委員会 ３万２千円 １千円の減

行政不服審査会 ２万８千円 増減なし

総務一般 ９２４万４千円 １万７千円の減

次ページにわたり

主に、

顧問弁護士報酬、町長・副町長などの旅費、交際費、

各団体負担金の計上であります。

町表彰・名誉町民 ２８万５千円 １万５千円の減

文書・法制 ６９７万６千円 ２２万７千円の増

主に、通信運搬費 １０万８千円の増であります。
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庁舎・町民広場 ２，８５２万１千円 ２６０万１千円の増

次ページにわたり

燃料費、光熱水費、通信運搬費など、庁舎管理経費の計上で、

主に、燃料費 ２９万円の増と

備品購入費 １４２万１千円の増で、その内容は、

老朽化している事務用椅子４脚の購入と経年劣化で椅子座面革のひび割れが著

しい町長室応接用椅子の購入費の計上であります。

役場庁舎非常用発電設備整備事業 １，１２６万４千円 皆増

役場庁舎の非常用発電設備を更新するため実施設計委託料の計上であります。

特別職報酬等審議会 ３万８千円 ２千円の減

管理人等災害補償 １８万９千円 ２千円の増

各町有施設の管理人などに対する業務時の災害補償保険料の計上であります。

危機対策一般 ３２７万円 ５千円の増

危機対策事務経費の計上であります。

２目 簡易郵便局費 ３９万２千円 ６千円の増

次ページにわたり、簡易郵便局の運営経費の計上であります。

３目 職員厚生費 １，６８５万３千円 ３４５万３千円の減

３事務事業の計上であります。

人事給与管理 ２７３万５千円 ４５２万９千円の減

主に、北海道職員の派遣に伴う負担金 ５４３万１千円の減であります。

職員福利厚生・健康管理 １，０５６万１千円 ８８万３千円の増

主に、職員の健康診断委託料の増であります。

次ページ

職員研修 ３５５万７千円 １９万３千円の増

職員研修にかかる旅費及び負担金ほかの計上で、

主に、職員研修実施委託料 １０万２千円の増と職員研修負担金 １３万５千

円の増であります。

４目 情報化推進費 １億９，８２７万４千円 １５１万円の増

１２事務事業の計上であります。
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情報公開審査会 ３万５千円 増減なし

個人情報保護審議会 ３万９千円 増減なし

個人情報保護審査会 ３万５千円 増減なし

それぞれ、審査会など開催経費であります。

情報公開・個人情報保護 １万５千円 ２千円の増

総合行政情報システム運営 ６，６４５万３千円 ５３万円の増

次ページにわたり、

総合行政情報システム運営費の計上で、

主に、保守点検委託料 １１３万円の増であります。

住民基本台帳ネットワーク ７０万２千円 増減なし

住民基本台帳ネットワーク経費の計上であります。

総合行政ネットワーク １３４万７千円 ６万８千円の増

同ネットワークの運営経費の計上で、

保守点検委託料の増であります

厚岸情報ネットワーク ３，６１４万７千円 １４９万８千円の減

次ページにわたり

同ネットワークの運営経費の計上で

主に、センター設備電気料 ５２万６千円の減とＩＰ告知情報システム利用料

９１万円の減であります。

個人番号カード等交付事務 ９万円 ３３０万２千円の減

主に、昨年計上の関連事務委託料 ３３１万９千円の減であります。

厚岸情報ネットワーク整備事業 １，３４９万５千円 ２４６万２千円の増

主に、ＮＴＴ柱と北電柱の移転に伴う架線整備委託料の増であります。

総合行政情報システム整備事業 ７，７８２万円 ４２６万１千円の増

各システム改修に伴う、システム整備委託料 １，２５７万７千円の増と昨年

計上の総合行政情報システム（強靱性向上）借上料 ８３１万６千円の減であ

ります。

総合行政情報システム整備事業 （番号制度）

２０９万６千円 １０１万３千円の減

番号制度システムの改修委託料の減であります。
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５目 交通安全防犯費 ７９５万４千円 ４４万８千円の増

５事務事業の計上であります。

交通安全指導員 １８０万７千円 ４万８千円の増

指導員謝礼金等の増であります。

交通安全 １７６万８千円 ２７万７千円の減

主に、交通安全運動推進委員会に対する補助金 ２０万円の減であります

自転車交通安全推進 ９０万円 皆増

自転車事故による被害軽減対策として、ヘルメット購入費に上限２千円と保険

加入費用に上限１千円の助成を３００人見込んでの計上であります。

防犯 ４７万９千円 ２万３千円の減

主に、厚岸地区暴力追放運動推進協議会補助金 ２万円の減であります。

交通安全施設整備事業 ３００万円 ２０万円の減

町道の区画線等の整備費の計上であります。

６目 行政管理費 ２０３万４千円 ２１万７千円の減 次ページにわたり、

２事務事業の計上であります。

町史編さん審議会 ４万２千円 増減なし

町史編さん １９９万２千円 ２１万７千円の減

主に、町史編さん業務委託料 ３４万７千円の減であります。

７目 文書広報費 ３４７万２千円 ５０万９千円の減

２事務事業の計上であります。

広報 ３４１万円 ５２万１千円の減

広報誌作成に係る関連経費の計上で、

主に、昨年度計上の暮らしの便利手帖印刷費 ８５万３千円の減であります。

広聴 ６万２千円 １万２千円の増

印刷費の増であります。

次ページ

８目 財政管理費 １，５０７万６千円 増減なし

５事務事業の計上であります。
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財政管理 ５５７万４千円 増減なし

主に、財政事務経費と北海道市町村備荒資金組合負担金の計上であります。

財政調整基金 １０万円 増減なし

減債基金 ９３０万１千円 増減なし

地域づくり推進基金 １０万円 増減なし

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 １千円 増減なし

それぞれ、基金への積立金の計上であります。

９目 会計管理費 ５７２万９千円 １６２万７千円の増

出納業務にかかる関連経費の計上で、

主に、支払通知書の印刷製本費 １３万４千円の増であります。

会計管理用備品整備事業 １８７万円 皆増

経年劣化により支払通知書作成に支障来すため、圧着器１台の購入費でありま

す。

１０目 企画費 １億２，０９５万８千円 ７，８３２万４千円の増

９３ページにわたり、

１８事務事業の計上であります。

企画一般 １４０万円 ４４万２千円の増

企画調整にかかる事務経費、及び各種団体負担金１１件の計上で、

主に、まちづくりワークショップ開催に伴う講師謝礼金ほか関係経費 ３３万

円の増と北海道横断自動車道尾幌糸魚沢道路の建設事業の実施において必要と

なる 土置場の借上料 ８万３千円の増であります。

国土法事務 ４万円 ４千円の減

事務用消耗品の減であります。

北海道くしろ地域・東京特別区交流推進 ９４万３千円 増減なし

次ページにわたり、

主に、旅費及び関連協議会への負担金であります。

東京都荒川区との関係人口創出拡大に向け、釧路地域と東京都荒川区との連携

による交流事業経費の計上であります。

空家等対策協議会 ９万３千円 １万円の減

空家等対策協議会の委員報酬及び費用弁償の計上であります。
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空家等対策 １８万８千円 ４万４千円の増

空家等対策に要する事務経費の計上で、空家等への対応及び軽微な措置を実施

する際に必要となる消耗品費 ４万４千円の増であります。

空家等除却促進補助 １，０００万円 ７５０万円の増

空家等対策計画に基づく、空家等の除却費用に対し、上限額５０万円、２０件

分の補助金の計上であります。

空家等活用促進補助 １５０万円 皆増

空家等の所有者に対し、空き家の改修に要した経費の２分の１、上限

５０万円、３件分の補助金の計上であります。

国際・地域交流 １６０万５千円 １６１万９千円の減

友好都市山形県村山市及び姉妹都市オーストラリアクラレンス市との交流関係

経費で、主に、本年２月に姉妹都市であるオーストラリアクラレンス市と姉妹

都市提携４０周年を迎えたことを記念して姉妹都市に関する講演会とワークシ

ョップの開催経費 １８万６千円とふるさとフェア村山への参加経費の計上で

あります。

まちおこし補助金 ２００万円 増減なし 次ページにわたり、

まちおこし補助金交付見込１件分の計上であります。

移住・定住 ６７万５千円 ２６７万８千円の減

移住・定住を促進するための経費の計上で、主に、昨年度計上の移住定住促進

動画制作委託料 ２７５万円の減であります。

移住体験住宅 ９０万８千円 １１万４千円の増

厚岸町への移住を検討している方に対し、一定期間で町内で生活を体験できる

住宅の貸付経費の計上で、主に、光熱水費 １０万８千円の増と住宅清掃手数

料 １９万８千円の増であります。

移住支援金 ３２０万円 ４００万円の減

移住促進及び中小企業における人手不足解消を目的に、東京圏から厚岸町に移

住して就業または、起業する方に対し、支援金の計上であります。

移住・定住促進 ３９０万円 増減なし

厚岸町に移住・定住しようとする方に対し、経済的負担を軽減するため、引越

費用や家賃費用の補助金の計上であります。
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結婚支援 １，１８５万円 ３６０万円の増 次ページにわたり

新婚世帯に対し、住居費及び引越費用の補助金の計上であります。

地域おこし協力隊 ４９４万７千円 ４０万１千円の増

地域おこし協力隊員として、本年度新たに２名の採用を見込んで、

計４名分の隊員報酬と活動関連経費の計上であります。

地域おこし協力隊起業等支援 １００万円 増減なし

地域おこし協力隊が町内で起業する場合に要する経費に対して、１人あたり

１００万円を上限とする助成金の計上であります。

若竹第２埠頭付近倉庫等解体事業 ７，４６０万８千円 皆増

湖南地区の若竹第２埠頭付近にある倉庫等の解体について、

国の補助金と町負担分を併せて事業主体である厚岸漁業協同組合に対して支援

する、補助金の計上であります。

姉妹都市看板整備事業 ２１０万１千円 皆増

床潭末広間道路沿いに設置している老朽化が著しい縁の地案内看板の更新整備

工事費の計上であります。

１１目 財産管理費 １，４８２万６千円 ４，４８１万７千円の減

３事務事業の計上であります。

財産管理一般 ９４万６千円 ３２万２千円の減 次ページにわたり

主に、昨年度計上の不動産鑑定委託料 ３２万７千円の減であります。

共通物品調達 ６６７万円 ５万７千円の減

共通物品の調達経費の計上であります。

町有施設消防用備品管理 ７２１万円 皆増

町有施設に設置されている耐用年数を迎える消火器４４０本購入費の計上であ

ります。

１２目 車両管理費 １，０９３万円 ５９３万３千円の減

２事務事業の計上であります。

公用車管理 ８１２万８千円 ２７万６千円の増

公用車の運行管理経費の計上で、機械器具購入 ４万８千円は

老朽化した高圧洗浄機１台の購入費であります。
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公用車整備事業 ２８０万２千円 ６２０万９千円の減 次ページにわたり

交通安全広報車１台の購入費の計上であります。

１４目 厚岸大橋開通５０周年記念事業費

記念事業一般 １２０万９千円 皆増

厚岸町の産業・経済・文化・観光などの発展に大きく寄与することとなった厚

岸大橋が、本年９月に開通して５０年を迎えるにあたり、記念事業経費の計上

であります。

２項 徴税費 １目 賦課納税費 ２，６９５万円 ２９万７千円の増

１０１ページにわたり、

４事務事業の計上であります。

町民税課税 ９１２万円 １４万３千円の増

町民税の課税関連経費の計上で、

主に、電算処理委託料 ８万７千円の増であります。

固定資産評価審査委員会 ２８万円 ２万４千円の増

次ページにわたり、

同委員会の審査会に要する計上で、

主に、事務用備品購入 ２万４千円は、公印購入費の計上であります。

資産税課税 ４６２万１千円 ９５万９千円の増

資産税の課税関連経費の計上で、

主に、固定資産の評価のための評価業務委託料 ９３万５千円の増であります。

町税等収納 １，２９２万９千円 ８２万９千円の減 次ページにわたり

主に、釧路・根室広域地方税 滞納整理機構負担金、

町税収入払戻金など、町税収納に係る経費の計上で、

主に、釧路・根室広域地方税滞納整理機構に対する負担金 ９８万１千円の減

と事務用備品購入 １万７千円は、手提げ金庫１個の購入費の計上であります。

３項 １目 戸籍住民登録費 １，５５６万７千円 ７１８万６千円の増

５事務事業の計上であります。

戸籍住民基本台帳 ７３８万８千円 １１７万７千円の増

戸籍と住民基本台帳に関する事務経費の計上で、

主に、戸籍事務に係る電子情報処理の共同運用を３町村から６町村へ変更する

ことに伴う経費の計上と令和４年度から、上尾幌郵便局へ戸籍及び住民票等の

証明書交付事務を委託する事務に係る経費の計上であります。
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旅券事務 ６万円 １万６千円の減

発給申請書等送付代の減であります。

個人番号カード普及促進 １３万２千円 皆増 次ページにわたり

個人番号カード普及促進のための経費の計上であります。

戸籍情報システム整備事業 ６１２万円 皆増

法務省が管理する戸籍副本管理システムへ送付や戸籍証明書の副本記録情報の

作成などに対応するためのシステム整備委託料の計上であります。

湖南地区出張所 １８６万７千円 １４万１千円の減

同出張所の運営経費の計上で、

主に、出張所事務室借上料 １４万円の減であります。

４項 選挙費 １目 選挙管理委員会費 ４６万４千円 ５万６千円の減

次ページにわたり

２事務事業の計上であります。

選挙管理委員会 ２１万８千円 １千円の減

選挙管理委員会経費の計上であります。

選挙一般 ２４万６千円 ５万５千円の減

主に、事務用消耗品の減であります。

町長選挙費、町議会議員補欠選挙費、衆議院議員選挙費は、予算計上ゼロのた

め廃目となります。

５目 道知事・道議会議員選挙費 ３８３万２千円 皆増

６目 町議会議員選挙費 ７３万８千円 皆増

７目 参議院議員選挙費 １，１０３万８千円 皆増

それぞれ各選挙費の計上であります。

５項 統計調査費

１目 統計調査総務費 ２４万９千円 ５７万３千円の減

５事務事業の計上であります。
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統計一般 ６万７千円 ６千円の減

学校基本調査 ９千円 次ページにわたり、増減なし

住宅・土地統計調査 ４万７千円 皆増

就業構造基本調査 １１万７千円 皆増

経済センサス ９千円 ７２万７千円の減

各種統計調査費の計上であります。

６項 １目 監査委員費 ２８１万４千円 ２３万５千円の増

２事務事業の計上であります。

監査委員 ２４７万２千円 ９万６千円の増

監査委員報酬、費用弁償の計上であります。

監査委員事務局 ３４万２千円 １３万９千円の増 次ページにわたり

事務局経費の計上であります。

１１２ページ
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３款 民生費 １項 社会福祉費

１目 社会福祉総務費 １億７，８５７万８千円 ３，３５２万７千円の減

８事務事業の計上であります。

国民健康保険特別会計 １億１，７１７万５千円 ４０７万２千円の減

特別会計への繰出金であります。

保健福祉総合センター・健康広場 １，２００万３千円 ８０万３千円の減

センター管理経費の計上で、

主に、修繕料 １５６万６千円の減であります。

社会福祉一般 ４，１７１万８千円 １７８万２千円の減 次ページにわたり

民生委員児童委員協議会、社会福祉協議会への補助金などの計上で、

主に、社会福祉協議会への補助金 ９１万５千円の減であります。

民生委員推薦会 ８万４千円 ３万円の増

主に、委員報酬の増であります。

戦没者追悼式 ４７万７千円 １千円の増

追悼式に要する経費の計上であります。

福祉灯油 ４５３万７千円 ２１７万８千円の増

これまでの６０リットル定量から１万円の定額支給への変更に伴う増でありま

す。

災害見舞金 ５万円 次ページにわたり 増減なし

多機能共生型地域交流センター ２５３万４千円 １万７千円の増

同施設の管理運営費の計上で、

主に、光熱水費の増であります。

２目 心身障害者福祉費 ３億４，３９１万５千円 １，５１３万５千円の増

１８事務事業の計上であります。

障害支援区分等審査会 ６０万９千円

１７万４千円の増

審査会に要する経費の計上で、

主に、委員報酬 ５万８千円の増と基本調査委託料 ３万９千円の増でありま

す。
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心身障害者福祉一般 ３４万３千円 ４万５千円の増 次ページにわたり

地区身体障害者福祉協会負担金の増であります。

障害者更生医療給付 １，９３８万９千円 １８０万円の増

更生医療給付費の計上であります。

障害者（児）補装具給付 ２１３万円 ４万円の増

補装具給付費の計上であります。

障害者（児）介護・訓練等給付

２億９，７７９万７千円 １，２３０万６千円の増

主に、各給付費の増であります。

育成医療給付 ３１万２千円 増減なし

給付費の計上であります。

身体障害者等交通費助成 ２４万４千円 ５６万５千円の減

交通費支援の計上で、

主に、昨年度まで計上の重度心身障害者交通費分を福祉交通回数券助成事業に

統合したことによる減であります。

身体障害者福祉電話貸与 ２万円 次ページにわたり 増減なし

障害者（児）ふれあいフェスティバル ３４万円 増減なし

子ども発達支援センター ３７４万１千円 増減なし

地域生活支援 １，７４８万円 ２４万３千円の増

相談支援、コミュニケーション支援などの各実施委託料、

地域活動支援センター運営費や

障害者（児）日常生活用具給付費などの計上で、

主に、成年後見推進委託料 ９万９千円の増と成年後見人報酬助成 １８万円

の計上であります。

障害児援護旅費助成 ２万４千円 次ページにわたり、増減なし

心身障害児等施設通園交通費助成 ３万４千円 １万５千円の増

生活福祉資金等利子補給 １千円 増減なし
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地域訪問支援 ２３万２千円 １０万８千円の増

主に、車検に伴う修繕料の増であります。

事業者バリアフリー支援 ２５万円 増減なし

事業者に対する助成金の計上であります。

自助具等給付 ３４万８千円 皆増

長い間寝たきり生活にある重度身体障がい者に対し、洗髪器１件分の助成と

身体障害者手帳の交付対象とならない難聴者に対する補聴器購入費用の計上

で、その内容は、軽度・中等度難聴で身体障がい者手帳非該当の方で、１８歳

未満については両耳１件分、１８歳以上については片耳５件分の助成の計上で

あります。

障害者診断書料等助成 ６２万１千円 皆増

身体障害者手帳の交付申請及び更新の際に必要となる診断書等の取得費用に対

する助成の計上であります。

３目 心身障害者特別対策費 １，３３１万円 ５千円の減

２事務事業の計上であります。

重度心身障害者医療 １，３００万円 次ページわたり 増減なし

重度心身障害者医療事務 ３１万円 ５千円の減

主に、医療機関、請求手数料の減であります。

４目 老人福祉費 ２億６，０２９万６千円 １，９８１万７千円の増

２２事務事業の計上であります。

介護保険特別会計 １億９，９４４万８千円 ８８９万４千円の増

特別会計への繰出金の計上であります。

老人福祉一般 １３０万９千円 １２４万１千円の増

主に、高齢者保健福祉計画策定業務委託料 １１３万９千円の増であります。

介護予防・生活支援 高齢者福祉 ５２６万２千円 ４５万２千円の増

次ページにわたり

緊急通報サービス実施委託など、要援護者やひとり暮らし高齢者等への生活支

援サービス費の計上で、主に、緊急通報サービス実施委託料 ５５万２千円の

増であります。
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老人クラブ運営支援 １１０万円 ３万７千円の減

主に、老人クラブ、老人クラブ連合会に対する運営費補助金の計上であります。

老人保護措置費 １，０５０万１千円 １２１万１千円の増

養護老人ホーム新規入所者１人分の増であります。

老人日常生活用具給付 ７万７千円 増減なし

福祉バス運行 ４２０万６千円 ２万７千円の増

主に、委託料の増であります。

福祉交通回数券助成 １，０７７万６千円 １６８万円の増

主に、重度心身障害者交通費分を含めての交通回数券助成の増であります。

高齢者等通院交通費助成 １２０万円 次ページにわたり、増減なし

保健・医療・福祉総合サービス調整 ８０万円 増減なし

老人福祉電話貸与 ２万２千円 ２千円の減

敬老会 ６８４万３千円 ３７万円の増

主に、敬老会補助金の増であります。

長寿祝金 ５１０万円 １７５万円の減

支給対象者見込による減であります。

高齢者事業団育成 ３０万円 増減なし

老人福祉施設 ２３７万２千円 １２万７千円の増

特別養護老人ホームなど指定管理に係る施設管理費の計上で、

主に、特殊建築物等定期調査委託料 １５万４千円の増であります。

次ページ

成年後見推進 １３５万８千円 ９万９千円の増

成年後見人推進委託料の増であります。

元気いきいき高齢者応援 １０５万９千円 ４万６千円の減

支給対象者見込による減であります。
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特別養護老人ホーム建設構想検討 ５０万７千円 皆増

老朽化が進む特別養護老人ホーム心和園の建て替えに向け、主に、視察旅費な

どの計上であります。

特別養護老人ホーム心和園備品整備事業 ２１１万９千円 皆増

経年劣化により使用に支障を来しているスチームコンベクションオーブン１台

の購入費の計上であります。

特別養護老人ホーム心和園車両整備事業 ４０５万６千円 皆増

次ページにわたり、

平成１７年に購入した送迎用車両１台の購入費の計上であります。

なお、この２事業の財源については、特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当

するものであります。

介護保険利用者負担軽減措置 １４０万１千円 ２千円の増

介護人材育成等支援 １２０万円 新規計上

町内居宅介護支援事業所において、不足している介護支援専門員の確保を図る

ための人材確保奨励金４人分の計上であります。

５目 後期高齢者医療費 １億４，６３４万１千円 ４８３万９千円の減

２事務事業の計上であります。

後期高齢者医療特別会計 ４，５９６万６千円 １５９万１千円の減

特別会計への繰出金であります。

後期高齢者医療一般 １億３７万５千円 ３２４万８千円の減

北海道後期高齢者医療広域連合への療養給付費負担金の計上であります。

６目 国民年金費 １１万２千円 ２千円の増

主に、消耗品費の増であります。

７目 自治振興費 ３，７４９万６千円 ６７７万１千円の増

４事務事業の計上であります。

自治振興一般 １８９万３千円 ２４万円の増 次ページにわたり、

主に、食糧費 ３０万円は、地域担当職員の活動に要する自治会懇親会費の計

上であります。
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自治会活動活性化支援 ３００万円 １０万円の減

自治会数１減による助成金の減であります。

地域公共交通対策 ２，２３０万８千円 ５５２万７千円の増

デマンドバス運行にかかる委託料ほかの計上で、主に、令和４年３月ＪＲ糸魚

沢駅廃止に伴う糸魚沢線増便による運送業務委託料 １０１万円の増と地域公

共交通計画の更新に伴う協議会への負担金 ４６３万６千円の増であります。

地方バス路線維持対策 １，０２９万５千円 １１０万４千円の増

生活交通路線等への運行助成の計上であります。

８目 社会福祉施設費 ３，８７５万９千円 ６，３０２万３千円の減

７事務事業の計上であります。

コミュニティセンター ８５万９千円 １万６千円の増 次ページにわたり

コミュニティセンター２カ所の維持管理経費の計上で、

主に、燃料費の増であります。

集会所 ５８４万２千円 ３万８千円の増

集会所１４カ所の維持管理経費の計上で、

主に、施設修繕料 ３７万３千円の増であります。

生活館 ２８万１千円 １万９千円の減 次ページにわたり

主に、光熱水費の減であります。

生活改善センター ５０５万１千円 ２４万８千円の増

施設の維持管理経費の計上で

主に、指定管理委託料 ２５万円の増であります。

湖南地区集会所整備事業 ７２８万２千円 皆増

外装改修工事費の計上であります。

真栄地区集会所整備事業 ５１３万７千円 皆増

内装改修工事費の計上であります。

なお、この２事業の財源については、地域づくり総合交付金を充当するもので

あります。

生活改善センター改築事業 １，４３０万７千円 皆増

老朽化した生活改善センターを避難ビルの機能を備えた集会施設へ改築するた

めの先進地視察旅費と基本設計費の計上であります。
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１０目 諸費 ６４万９千円 皆増 次ページ

老人福祉施設感染症対策 施設用備品購入は、特別養護老人ホーム心和園で使

用する歩行器８台とデイサービスセンターで使用する浴室椅子３台、冷蔵庫１

台の購入費の計上であります。

なお、この事業の財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を充当するものであります。

２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費

５，５４４万２千円 ７０９万２千円の減

５事務事業の計上であります。

子ども・子育て会議 ２３万８千円 増減なし

児童福祉一般 ４，７４２万１千円 ４８０万７千円の減

主に、カトリック、さくら幼稚園に対する施設型給付費負担金 ４８９万９千

円の減であります。

児童手当支給事務 １３万８千円 増減なし

太田へき地保育所 １１８万５千円 ５万９千円の減 次ページにわたり

入所見込み児童数９人分の保育経費の計上で、

主に、賄材料費などの減で、事務用備品購入 ８万４千円は、複合機購入費の

計上であります。

子育て支援対策 ６４６万円 ２２２万６千円の減

次世代出産祝金支給、幼稚園等給食費助成、妊婦健康診査通院費助成ほかの計

上で、

主に、出産見込数による祝金 １６０万円の減と児童数減少に伴う幼稚園等給

食費助成 ４２万５千円の減であります。

２目 児童措置費 ９，４８６万５千円 ８４４万円の減

見込み児童数の減に伴う児童手当の減であります。

３目 ひとり親福祉費 ５２５万２千円 ９千円の増

２事務事業の計上であります。

ひとり親家庭等医療 ５１０万円 増減なし

次ページ
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ひとり親家庭等医療事務 １５万２千円 ９千円の増

事務消耗品の増であります。

４目 児童福祉施設費

３，４９５万８千円 １億１４２万１千円の減

６事務事業の計上であります。

保育所一般 ３４９万７千円 ６５万４千円の増

主に、普通旅費 ２２万８千円の増と旧上尾幌保育所の敷地にある樹木伐採手

数料 ３３万円の増であります。

子育て支援センター ４８万９千円 １１万９千円の増

主に、公用車車検代経費の増であります。

しんりゅう保育所 １，７５７万３千円 ２０６万９千円の増

次ページにわたり、

入所児童見込み数１００人分の保育経費の計上で、

主に、燃料費、光熱水費及び賄材料費の増であります。

しんりゅう保育所（世代間交流） １１万円 １万１千円の増

児童数増に伴う食糧費の増であります。

あっけし保育所 １，３２１万３千円 ２９４万３千円の増 次ページわたり、

入所児童見込み数７６人分の保育経費の計上で、

主に、燃料費、光熱水費及び賄材料費の増とボイラー保守点検委託料 ２７万

５千円の増であります。

あっけし保育所（世代間交流） ７万６千円 ８千円の増

児童数増に伴う食糧費の増であります。

５目 児童館運営費 ３１０万８千円 ９１万９千円の減

４事務事業の計上であります。

児童館運営委員会 ５万円 増減なし

児童館一般 ５千円 ７万２千円の減 次ページわたり、

主に、普通旅費の減であります。

友遊児童館 １４４万６千円 ４万６千円の減

施設運営経費の計上で、

主に、図書教材購入 ７万円の減であります。
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子夢希児童館 １６０万７千円 ２万円の増

施設運営経費の計上で、

主に、自動車損害保険料の増であります。

１５４ページ
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４款 衛生費 １項 保健衛生費

１目 衛生予防費 ５３９万円 ３１万７千円の減

５事務事業の計上であります。

公衆浴場 １１６万円 １７万円の増

主に、設備修繕費助成の増であります。

有害動物対策 ９万８千円 ５８万７千円の減

主に、昨年度計上の備品購入費の減であります。

病症媒介動物対策 ４万８千円 増減なし

畜犬登録・狂犬病予防 ６４万４千円 ４２万円の増

主に、麻酔薬注射業務委託料 ２２万円と事務用備品購入 ２０万円は、ドッ

グホルダー購入費の計上であります。

公衆浴場設備整備事業 ３４４万円 ３２万円の減

ボイラー室給湯温水管改修費の補助金の計上であります。

２目 健康推進費 ６，７６７万８千円 ８万２千円の増

１５事務事業の計上であります。

健康推進一般 ２，２２０万円 ６０万３千円の減

次ページにわたり、

主に、厚岸郡救急医療確保負担金 ４９万５千円の減であります。

母子保健 ４８６万７千円 ３３万５千円の減 次ページにわたり、

妊婦健康診査、乳幼児健康診査や不妊治療費助成など、母子保健推進に必要な

経費の計上で、

主に、新たに視覚検査機器借上料の計上のほか、妊婦一般健康診査及び乳幼児

健康診査委託料の減であります。

妊婦・出産包括支援 ４４５万８千円 ９６万５千円の増

妊婦、子育てに対する支援等の計上で、

主に、利用者見込み増による、産後ケア事業利用料助成 ９８万４千円の増で

あります。

予防接種 １，８６４万４千円 １０２万円の減

次ページにわたり

各定期予防接種委託料の接種見込みによる計上であります。
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子どもインフルエンザワクチン予防接種

１６６万９千円 ３８万１千円の増

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種 ８５万１千円 ２万４千円の増

ともに、接種見込みによる計上であります。

エキノコックス症対策 ８１万円 ２４万４千円の増

主に、検査受診者見込み増に伴う検査委託料の増であります。

がん予防保健 ９２１万１千円 １０６万円の増 次ページにわたり

各種がん検診委託料の受診見込による計上であります。

特定健康診査等 ３１０万６千円 １万６千円の減

主に、特定健康診査委託料の受診見込みによる計上であります。

健康増進 ８５万３千円 ６万５千円の減

主に、肝炎ウイルス検診委託料の減であります。

感染症対策 １万１千円 ７万３千円の減

主に、感染症対策消耗品購入の皆減であります。

未熟児養育医療給付 １８万１千円 増減なし

精神障害者医療 ２７万１千円 ２３万１千円の減 次ページにわたり

対象者見込による減であります。

難病対策 ４７万８千円 ５万円の増

対象者見込による通院費助成の増であります。

精神障害者社会復帰支援 ６万８千円 ２０万９千円の減

対象者見込による減であります。

３目 墓地火葬場費 ８０２万４千円 ７万５千円の増

４事務事業の計上であります。

斎場 ７０３万５千円 １１万４千円の減

施設の管理運営経費の計上で、

主に、施設修繕料の減であります。
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霊園 ６４万円 ２４万円の増 次ページにわたり

施設の管理運営経費の計上で、

主に、厚岸霊園内の車道整備に係る砕石購入費などの増であります。

墓地 ２２万３千円 ５万１千円の減

主に、昨年計上の墓地道路補修用砕石購入費の減であります。

町外火葬施設使用料助成 １２万６千円 増減なし

４目 水道費 ４，７８９万８千円 ２，７７２万１千円の増

２事務事業の計上であります。

水道事業会計 ４，０８７万８千円 ２，８８９万３千円の増

水道事業会計への負担金及び補助金であります。

簡易水道事業特別会計 ７０２万円 １１７万２千円の減

特別会計への繰出金であります。

５目 病院費 ３億８，７９９万８千円 ９２万４千円の増

次ページにわたり

当初予算計上として、繰出基準に基づく負担金の計上であります。

６目 子ども医療費 ３，４７１万５千円 ３０万２千円の減

２事務事業の計上であります。

子ども医療 ３，３７０万円 ３０万円の減

子ども医療事務 １０１万５千円 ２千円の減

１８歳までの医療費の無料化見込み計上であります。

７目 諸費 ３，７５８万９千円 皆増

２事務事業の計上であります。

新型コロナウイルスワクチン予防接種体制確保 ２，０３６万９千円 皆増

新型コロナウイルスワクチン予防接種 １，７２２万円 皆増は、

それぞれ、新型コロナウイルスワクチン予防接種の実施に対する経費の計上で

あります。

２項 環境政策費 １目 環境対策費

２，７０３万２千円 １，２９９万円の増

８事務事業の計上であります。
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環境審議会 １８万８千円 ６万２千円の増

審議会開催経費の計上であります。

環境対策一般 １７３万４千円 増減なし

環境調査監視 ３８６万１千円 増減なし

環境マネジメントシステム ７千円 次ページにわたり、２千円の減

省エネルギー普及 １０万７千円 ４万２千円の増

普通旅費の増であります。

再生可能エネルギー導入目標計画策定 ９９８万８千円 皆増

地球温暖化対策を推進するため、再生可能エネルギー資源量や将来のエネルギ

ー消費量を踏まえた計画策定費の計上であります。

特定外来生物対策 １４万７千円 増減なし

環境保全基金 １，１００万円 ２９０万円の増

基金積立金の計上であります。

２目 水鳥観察館運営費 ２７３万２千円 ２８４万８千円の減

３事務事業の計上であります。

厚岸水鳥観察館 １１９万７千円 ３０万７千円の減 次ページにわたり

館運営経費ほかの計上で、

主に、機械器具購入費 ３３万１千円の減であります。

厚岸湖・別寒辺牛湿原 学術研究奨励

１３２万５千円 増減なし

湿地情報交流 ２１万円 増減なし

３目 廃棄物対策費 ６３８万１千円 １０１万７千円の減

３事務事業の計上であります。

廃棄物対策一般 ２５３万５千円 １２２万３千円の減

次ページにわたり

主に、昨年計上のごみ分別表印刷費 １２８万７千円の減であります。
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清掃手数料事務 ２７８万２千円 ２０万６千円の増

主に、収納手数料の増であります。

生ごみ分別・資源化 １０６万４千円 増減なし

主に、生ごみ分別用水切り容器及び消臭液などの計上であります。

４目 ごみ処理費 ２億４，２７７万３千円 ５，８８３万８千円の減

６事務事業の計上であります。

ごみ収集・ごみ処理場運転 １億６，１２６万円 ４４万円の増

主に、ごみ収集・運搬に係る委託料の計上であります。

海岸漂着物対策 １９３万６千円 皆増

海岸漂着ごみや漁業者が操業中に陸揚げした漂流・海底ごみの処理費の計上

であります。

釧路広域連合 ４，５２４万１千円 ２１２万３千円の減 次ページにわたり、

釧路広域連合のごみ処理に係る負担金の計上であります。

基幹的設備改良事業（釧路広域連合） ２，０９７万９千円 ４，２２０万５

千円の減

釧路広域連合が令和２年度から令和５年度に実施する、基幹的設備改良事業に

ついて、構成市町村の負担金の計上であります。

ごみ処理場一般 ３０万９千円 ６千円の減

主に、環境再生保全機構負担金の減であります。

ごみ処理場管理 １，３０４万８千円 １１８万３千円の減

次ページにわたり

主に、光熱水費 １７７万３千円の減であります。

５目 し尿処理費 ８，８０９万８千円 ３２２万８千円の増

２事務事業の計上であります。

し尿収集 ５，０２２万６千円 ６万６千円の増

し尿の収集に係る委託料の計上であります。

汚水処理施設管理 ３，７８７万２千円 ８８６万円の増

し尿処理に係る施設管理経費の計上で、

主に、施設修繕料 ５３４万６千円の増と施設運転管理委託料 ２５３万円の

増であります。
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６目 下水処理費 ９００万円 増減なし

１８２ページ
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５款 農林水産業費 １項 農業費

１目 農業委員会費 １，２０８万円 １４７万１千円の増

６事務事業の計上であります。

農業委員会 １，０２４万４千円 １４６万６千円の増

主に、委員視察旅費の増であります。

農業委員会事務局 ９２万５千円 １５万５千円の増

主に、視察随行旅費の増であります。

農業後継者対策 １５万円 １５万円の減

支援協議会への補助金の減であります。

農業者年金事務 ２９万１千円 増減なし

次ページ

事務適正･農地有効活用支援 ４６万４千円 増減なし

農地保有合理化事業等業務委託 ６千円 増減なし

２目 農業振興費 ９，３４５万２千円 ３，８０５万７千円の減

１０事務事業の計上であります。

農業振興一般 ３万９千円 増減なし

農業経営 基盤強化資金 利子補給 ７２万円 ７２万３千円の減

畜産経営維持 緊急支援資金 利子補給 １０万７千円 ９千円の減

畜産特別支援資金 利子補給 １０万円 ６千円の減

各資金利子補給の減であります。

青年就農給付金給付 ３００万円 １５０万円の増 次ページにわたり

新たに農業経営する新規就農者２件分に対しての補助金の計上であります。

中山間地域等直接支払事業 ６，２５６万９千円 ３，７４３万１千円の減

中山間地域等直接支払推進事業 ２３万８千円 増減なし

それぞれ、当該事業の交付金及び事務費の計上であります。
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多面的機能支払交付金事業 １，３４３万円 ３８万８千円の増

多面的機能支払推進事業 １７万２千円 増減なし

それぞれ、当該事業の交付金及び事務費の計上であります。

新規就農者誘致事業 １，３０７万７千円 １７７万６千円の減

新規就農者２件に対する奨励金の計上であります。

３目 畜産業費 １億２，９７９万１千円 １，１６６万円の増

４事務事業の計上であります。

畜産業一般 ２８万５千円 １万１千円の増

次ページにわたり

施設用ミニショベルの損害保険料の増であります

矢臼別演習場 周辺農業用 施設等 整備事業（釧路太田農業協同組合）

３，８７５万円 ２９３万４千円の減

牧草刈取機１台の整備に対する補助金の計上であります。

町営牧場整備事業 ３，２００万８千円 ４８２万円の増

隔離牛舎パドック給水器７カ所更新、電気設備などの改修工事費の計上であり

ます。

町営牧場 管理用機械 整備事業 ５，８７４万８千円 ２，３２０万５千円の

増

トラクター、バタフライモアほか管理用機械の購入費の計上であります。

なお、町営牧場整備事業及び町営牧場管理用機械整備事業の財源については、

特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するものであります。

５目 農地費 １億８，２４２万６千円 １億２，８５０万３千円の増

３事務事業の計上であります。

農地一般 １１万１千円 ６万２千円の減

主に、土地改良事業団体連合会負担金の減であります。

道営大別地区 公共牧場 草地整備事業 ２，０００万円 １２５万円の増

草地整備改良にかかる負担金の計上であります。

次ページ
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水利施設等保全高度化事業 １億６，２３１万５千円 皆増

太田・大別・片無去地区の水源の見直しを含めた再編更新と太田・片無去地区

営農用の水源を河川より地下水へ変更するほか、老朽化した配水管の更新整備

設計費の計上であります。

６目 牧野管理費 １億６，２１７万５千円 ２，７４１万５千円の増

３事務事業の計上であります。

町営牧場運営委員会 １０万６千円 増減なし

町営牧場 １億６，０２８万円 ２，５６２万６千円の増

次ページにわたり、

町営牧場の管理運営にかかる経費の計上であります。

主に、肥料、牧草ロール、光熱水費の増のほか、施設・車両修繕料の増で、機

械器具購入 １０４万９千円は、老朽化したエアーコンプレッサーなどの作業

器具の更新に伴う計上であります。

町営牧場ヒグマ防除対策 １７８万９千円 皆増

ヒグマ対策による電気柵資材の購入であります。

７目 農業施設費 ５４４万円 ９７万９千円の減

４事務事業の計上であります。

尾幌酪農ふれあい広場 ２３９万円 １７万４千円の減

施設管理経費の計上で、主に、昨年度計上の隔年での実施であるボイラー保守

点検委託料 ２０万６千円の減であります。

次ページ

上尾幌ふれあい体験農園 ４８万円 ３万９千円の減

施設管理経費の計上で、主に、排水管清掃手数料 ４万７千円の減であります。

太田活性化施設 １７３万５千円 １６万９千円の減

施設管理経費の計上で、主に、施設指定管理委託料 ２５万円の減であります。

農業農村活性化施設整備事業 ８３万５千円 ５９万７千円の減

上尾幌ふれあい体験農園管理棟外壁及び内装修繕料の計上であります。
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８目 農業水道費 ２，８７４万４千円 ２３３万２千円の減

７事務事業の計上であります。

農業水道一般 １６２万５千円 ８０万６千円の減

主に、システム導入委託料 ６４万９千円の減のほか、昨年度計上の水道料金

等検針機とシステム借上料を「水道料金計算収納」事業へ振替えたことによる

減であります。

水道料金計算収納 ５９万２千円 １８万円の増

次ページにわたり、

主に、水道料金等検針機とシステム借上料を「農業水道一般」から事業を振替

えたことによる増であります。

水質検査 １２２万１千円 １万１千円の増

検査委託料の増であります。

農業水道施設 １，１２０万２千円 ４７８万円の減

水道施設の管理経費の計上で、

主に、施設管理修繕料と施設管理委託料の増のほか、昨年度計上のトライベツ

取水場電気探査及び井戸洗浄委託料 ５５２万円の減であります。

検満及び新設メーター整備事業 ９５万４千円 ２４９万７千円の減

検針メーター更新６台、新設メーター設置３台の計上であります。

次ページ

別寒辺牛浄水場整備事業 ４７７万円 １１１万円の増

配水流量計１台の更新にかかる工事費の計上であります。

トライベツ取水場整備事業 ８３８万円 皆増

井戸掘削、揚水試験及び水質検査に伴う委託料の計上であります。

９目 堆肥センター費 １，１０６万６千円 １１６万９千円の増

施設の管理運営経費の計上で、

主に、堆肥調整用資材の購入と堆肥センター整備用砕石購入費の増であります。

２項 林業費 １目 林業総務費 ４，２０９万３千円

４６１万６千円の増

７事務事業の計上であります。
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林業一般 １７５万５千円 ７万９千円の減 次ページにわたり

主に、昨年度計上の林道補修用砕石購入 １９万８千円の減であります。

町有林管理 １８７万８千円 ３万８千円の増

倒木処理手数料及び森林保険料の増であります。

公的分収林管理 ６千円 増減なし

有害鳥獣駆除奨励 ４６６万５千円 １７万３千円の増

主に、ヒグマ及びエゾシカなどの駆除に対する野生鳥獣被害対策協議会の負担

金の増であります。

森林資源利活用 １，１８８万円 次ページにわたり 増減なし

委託料の計上であります。

森林経営管理 ２１０万１千円 １２万１千円の増

私有林における整備計画の意向調査委託料の増であります。

森林環境譲与税基金 １，９８０万８千円 ４５０万１千円の増

譲与税を財源とする基金への積立金であります。

２目 林業振興費 ３，５４０万６千円 ３５万１千円の増

６事務事業の計上であります。

森林整備 担い手対策推進 ２２万２千円 ３万６千円の増

林業労働力を確保するための負担金の計上であります。

民有林振興対策事業 １，０９２万２千円 ２０９万９千円の増

造林植栽４７.８０ヘクタールの民有林工事費の計上であります。

町民の森造成事業 ２７０万円 増減なし

町民の森造成実行委員会への補助金の計上であります。

水源かん養林取得事業 ３３１万１千円 ３９万８千円の減

水源かん養林８．５９ヘクタールの取得関連経費の計上であります。

道営林道別寒辺牛２号線開設事業 １，５４５万１千円 １万１千円の増

次ページにわたり、

道営事業の林道整備に伴う厚岸町負担分の計上であります。
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私有林整備事業 ２８０万円 ２０万円の減

造林植栽１５．８８ヘクタールの私有林工事費の計上であります。

３目 造林事業費 ５，２００万円 ９７万１千円の減

２事務事業の計上であります。

造林事業 ５，１６９万９千円 ６６万４千円の増

町有林の樹下植栽、保育下刈などの工事費の計上であります。

公的分収林整備推進事業 ３０万１千円 １６３万５千円の減

下刈り工事費の計上であります。

４目 林業施設費 １３７万４千円 １，１３０万９千円の減

２事務事業の計上であります。

緑のふるさと公園 ３１万６千円 ３千円の増

木工センター １０５万８千円 ７千円の増 次ページにわたり、

それぞれ、施設の管理運営経費の計上であります。

５目 特用林産振興費 ３，９１８万４千円 ３６２万３千円の増

きのこ菌床センターの施設の管理運営経費の計上で、

主に、菌床製造材料購入費の増であります。

次ページ

３項 水産業費 １目 水産業総務費 ５３５万３千円 ５千円の減

３事務事業の計上であります。

水産業一般 ５２５万円 ５千円の減

水産関連団体への負担金、補助金の計上で、

主に、第４０回の全国豊かな海づくり大会参加旅費 ７０万３千円の減のほか、

北海道漁港漁場協会負担金 ７１万５千円の増であります。

船員法事務 ３千円 増減なし

海岸管理 １０万円 増減なし

２目 水産振興費 ２，５７４万３千円 １，１４６万２千円の増

９事務事業の計上であります。
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水産振興一般 ６７万４千円 ２万６千円の増 次ページにわたり

主に、漁港利用料納額通知書等の印刷費の計上であります。

漁業近代化資金 利子補給 ２９２万１千円 ２６万６千円の減

利子補給の減であります。

ヒトデ駆除事業 ７２万円

昆布漁場改良事業 ６４６万円

アサリはさみ漁場回復事業 ３７万５千円

ホタテ篭 養殖試験事業 ４５万円

環境・生態系保全活動支援事業 ２５万１千円

各事業増減なしであります。

水産多面的機能発揮対策支援事業 ２１９万円 増減なし

昆布漁場の岩盤清掃及び肉食性巻貝ヒトデ駆除に対する負担金の計上でありま

す。

次ページ

赤潮対策緊急支援事業 １，１７０万２千円 皆増

昨年、北海道東部の太平洋沿岸で発生した赤潮被害に対する負担金、補助金の

計上であります。

３目 漁港管理費 １，３９７万７千円 ４７１万８千円の増

３事務事業の計上であります。

漁港管理一般 ９万２千円 増減なし

漁港施設 ９１８万８千円 ２万１千円の増

漁港施設に係る管理経費の計上で、

主に、漁港区域内廃棄物処理手数料 １万９千円の増であります。

船舶給水施設解体事業 ４６９万７千円 皆増 次ページにわたり

現在、利用していない船舶給水施設の解体工事費の計上であります。

５目 養殖事業費 ２，６１１万５千円 ２０３万４千円の増

６事務事業の計上であります。

漁場造成環境調査事業 ９５万２千円 増減なし
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カキ種苗センター １，５２３万５千円 ５８万９千円の増

カキ種苗センター管理運営にかかる経費の計上で、

主に、燃料費 ４０万９千円の増とボイラー保守点検委託料 ７万２千円の増

であります。

カキ種苗生産 ３３７万９千円 １３万２千円の増

カキ種苗生産に係る経費の計上であります。

次ページ

水産増養殖調査研究 ３１５万円 増減なし

カキ種苗生産・調査研究に係る経費の計上であります。

カキ種苗センター整備事業 ２４２万５千円 ３３万９千円の増

海水精密ろ過設備ほか改修工事費の計上であります。

カキ種苗センター備品整備事業 ９７万４千円 皆増

高圧蒸気滅菌器１台の整備事業であります。

６目 水産施設費 ２６０万６千円 ８９万２千円の減

３事務事業の計上であります。

漁村環境改善総合センター ８４万５千円 ２万７千円の増

施設の管理運営費の計上で、主に、光熱水費の増であります。

次ページ

床潭地区漁村センター ２９万９千円 ２万６千円の増

施設の管理運営費の計上で、主に、光熱水費の増であります。

水産種苗生産センター １４６万２千円 ９４万５千円の減

ウニ種苗生産施設の管理経費の計上で、

主に、昨年計上の水産種苗生産センター施設整備負担金 １０５万２千円の減

であります。

７目 全国豊かな海づくり大会推進事業費 １９３万２千円 皆増

全国豊かな海づくり大会関係経費の計上で、大会参加旅費ほか横断幕、懸垂幕

など制作費の計上であります。

２２０ページ
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６款 １項 商工費 １目 商工総務費

２４９万円 ４０万円の増

６事務事業の計上であります。

商工一般 ９万２千円 増減なし

商工施設 ３４万４千円 ２１万２千円の増

松葉憩いの広場、及び職業訓練センターの管理経費の計上で、

主に、松葉憩いの広場花壇ブロック等修繕料の計上であります。

消費生活 ２４万６千円 ３千円の減

消費者行政推進 １６９万４千円 １９万４千円の増

消費生活関連経費の計上で、

主に、啓発用パンフレット等の印刷費 １９万４千円の増であります。

労働 １０万９千円 次ページにわたり、３千円の減

各負担金の減であります。

季節労働者対策 ５千円 増減なし

２目 商工振興費 ３，０７６万５千円 ２７万６千円の増

８事務事業の計上であります。

小規模商工業者 設備近代化資金 貸付推薦審査委員会

１０万３千円 増減なし

商工振興一般 １，３４２万９千円 ６１万６千円の増

主に、

町内企業実態調査郵送代の増のほか、商工会に対する補助金の増であります。

小規模商工業者 設備近代化 資金貸付

１６３万３千円 １３万３千円の減

資金利子補給の減であります。

中小企業融資 ８６１万７千円 ２０万７千円の減 次ページにわたり

貸付状況見込みによる利子補給及び保証料の計上であります。

中小企業振興会議 ５万７千円 増減なし



- 47 -

住宅用太陽光発電システム設置奨励 ９０万円 増減なし

奨励費６件分の計上であります。

ハッピーブライダル奨励 １０２万６千円 増減なし

奨励費２件分ほかの計上であります。

特産品等開発支援 ５００万円 増減なし

地域資源を活用した特産品の開発にかかる補助金５件分の計上であります。

３目 食文化振興費 ９，６４９万６千円 ５，１１８万２千円の増

４事務事業の計上であります。

味覚ターミナル・道の駅 ３，７１６万４千円 ９１万３千円の増

次ページにわたり

味覚ターミナル・コンキリエの管理経費ほかの計上で、

主に、施設、車両修繕料 ３５万９千円の増と指定管理委託料 ５１万８千円

の増であります。

厚岸味覚ターミナル整備事業 ５，８３８万８千円 ５，０１６万４千円の増

エレベーター改修２基、風除室自動ドアの更新、従業員通用口ドア更新と非常

用放送設備更新工事費の計上であります。

食文化振興 １０万６千円 ２千円の減

物産交流・宣伝 ８３万８千円 １０万７千円の増

主に、物産展出展用旅費の増であります。

４目 観光振興費 ５億６，９４０万９千円 １億２，６０５万６千円の増

９事務事業の計上であります。

観光審議会 ７万５千円 増減なし 次ページにわたり

観光振興一般 ２，２１２万６千円 ５１９万５千円の増

観光関連団体等への負担金・補助金の計上で、

主に、今後の観光振興の方向性を示す計画策定委託料の計上と広域観光周遊促

進事業の計上であります。
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観光宣伝 ７０８万６千円 １０３万４千円の増 次ページにわたり

観光宣伝に係る経費の計上で、

主に、観光プロモーション実行委員会に対する補助金 １０１万１千円の増で

あります。

桜保護育成 ５３万４千円 増減なし

あやめ保護育成 ４８万７千円 １０万円の増

主に、保護管理委託料の増であります。

厚岸霧多布昆布森国定公園誘客促進 ５２６万７千円

１，１０２万７千円の減

国定公園化を契機に、観光客の誘客促進を図る経費の計上で、

主に、宿泊者に対する国定公園記念キャンペーンプレゼント用賞品のほか、国

定公園連絡協議会負担金の計上とアウトドア体験費及びアウトドアガイド育成

補助金の計上であります。

ふるさと納税 ２億７，６３６万１千円 ６，０７８万６千円の増

次ページにわたり、

ふるさと納税による寄附金収入見込みを勘案しての返礼品及び

ふるさと納税支援サービス委託料や宣伝費等の計上であります。

ふるさと納税基金 ２億２，３６３万９千円 ３，９２１万４千円の増

ふるさと納税による寄附金収入見込みを勘案しての基金積立金であります。

観光案内看板整備事業 ３，３８３万４千円 ３，１９１万４千円の増

国定公園化による案内看板の更新経費で、駅構内看板整備３カ所、あっけし望

洋台看板整備として、町内案内看板１カ所、サイン等看板２カ所、歓迎塔サイ

ン１カ所の工事費の計上であります。

５目 観光施設費 ３，３４７万４千円 ６６０万２千円の増

４事務事業の計上であります。

子野日公園 ２５７万１千円 ３７万５千円の増

次ページにわたり、公園管理経費の計上で、

主に、ステージ外壁塗装ほか修繕料 ５７万２千円の増であります。

愛冠野営場 ３３６万９千円 ３万３千円の増

野営場管理経費の計上で、

主に、管理委託料 ６万５千円の増であります。
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その他観光施設 ７５３万４千円 １２１万６千円の増

施設の管理運営経費の計上で、

主に、愛冠岬ベルアーチ塗装修繕、あっけし望洋台展望施設階段手すり設置ほ

か修繕料 ８４万円の増、施設補修用砕石購入の計上であります。

子野日公園整備事業 ２，０００万円 １，２６５万６千円の増

桜見本園防獣フェンス設置と展望施設撤去等の工事費の計上であります。

６目 諸費 ５，９８１万６千円 ４，４８１万６千円の増

４事務事業の計上であります。

観光客誘客促進 １，５７９万９千円 皆増

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による商工業者の経営が著しく悪化して

いることに対し、町内宿泊事業者への支援と商店への購買力の促進を図るため、

町内施設への宿泊者５千人に対し、１人につき２千円分の宿泊費補助と１千円

分のがんばろう厚岸応援券のほか、事務経費の計上であります。取扱期間は、

令和４年５月中旬から令和４年１２月末日までを予定し、換金などの一部の事

務を厚岸町商工会に委託して実施するものであります。

なお、この事業の財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を充当するものであります。

緊急経済対策資金融資 １，０８１万２千円 １１８万８千円の減

新型コロナウイルス感染症経済支援対策で実施した融資資金総額６億円の利子

補給の計上であります。

がんばろう厚岸応援券発行 ３，１７０万５千円 皆増

新型コロナウイルスの感染拡大によって、町内経済についても影響を受けてい

ることから、「がんばろう厚岸応援券」を配付し、町内における消費喚起を促

すとともに、町民生活の支援を行うものであります。

経費の内訳は、町民一人につき、３千円分の応援券を約８，９００人に対して

発行する補助金のほか、事務経費の計上であります。

取扱期間は、令和４年５月中旬から令和４年１２月末日までとし、換金などの

一部の事務を厚岸町商工会に委託して実施するものであります。

なお、この事業の財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を充当するものであります。
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事業者感染症防止対策支援 １５０万円 １５０万円の減

事業者の感染症防止対策として

予防資材の購入費見込１５件に対する助成金の計上であります。

なお、この事業の財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を充当するものであります。

２３８ページ
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７款 土木費 １項 土木管理費

１目 土木総務費 ６２６万３千円 ２，１００万９千円の減

２事務事業の計上であります。

土木一般 １７万９千円 ９千円の減

事務費 及び 関係団体負担金の計上で、

主に、北海道防災協会負担金の減であります。

大規模盛土造成地変動対策 ６０８万４千円 ２，１００万円の減

大規模盛土造成地の予備設計費の計上であります。

２目 土木車両管理費 １，０６４万９千円 ７５千５千円の減

土木車両の維持運行管理に係る経費の計上で、

主に、車両消耗品の減であります。

３目 土木用地費 ２１１万４千円 ３万２千円の増

２事務事業の計上であります。

土木用地一般 ４１万９千円 次ページにわたり １千円の減

用地測量に伴う事務経費の計上であります。

用地測量 １６９万５千円 ３万３千円の増

用地測量に伴う経費の計上で、測量基準点設置委託料の増であります。

４目 地籍調査費 ２１７万３千円 ２５６万３千円の減

地籍調査一般 ２１７万３千円 ７万７千円の増

主に、地番集成図集成委託料の増であります。

２項 道路橋梁費 １目 道路橋梁維持費

１億９，２６１万６千円 ９５２万６千円の減

７事務事業の計上であります。

道路橋梁一般 １０１万３千円 １万１千円の減

道路台帳図 新規補正 業務委託料の減であります。

道路橋梁管理 １，５４０万円 １９６万円の増 次ページにわたり

町道の維持、管理作業に係る経費の計上で、町道舗装道路・側溝修繕料のほか、

道路維持用に使用するエンジンブロワー1台の機械器具の購入費の計上であり

ます。

道路照明管理 ２，５４０万円 ７０万９千円の増
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道路照明の維持管理経費の計上であります。

建設機械等整備事業 ５，１６１万８千円 １，２０７万８千円の増

１０トンダンプトラック１台の購入費の計上であります。

町道歩道整備事業 ３，２００万円 １，５５０万円の増

住の江町通り舗装、３００メートルの改修工事費の計上であります。

町道舗装整備事業 ４，２１８万５千円 皆増

真栄大通り舗装 ３５４メートル、住の江町１号線舗装 １２０メートル、

港町西８の通り舗装 ６６メートルの補修工事費の計上であります。

橋梁長寿命化整備事業 ２，５００万円 ５，２９１万７千円の減

次ページにわたり

湾月橋の改修工事費のほか、橋梁点検２３橋、修繕計画策定委託料の計上であ

ります。

２目 道路新設改良費

５億５，３７９万７千円 ２億９４０万８千円の増

９事務事業の計上であります。

床潭末広間道路整備事業

３億１，８５２万６千円 １億４，６０２万６千円の増

改良舗装 ３１１メートル、地すべり観測調査などの計上であります。

太田門静間道路整備事業（令和３国債）

１億３１０万２千円 ７，７５５万９千円の増 次ページにわたり

改良舗装 １３７メートル、旧橋梁解体の工事費などの計上であります。

太田門静間道路整備事業（令和４単歳）

２，６２０万７千円 皆増

設計監理委託料などの計上であります。

実験所道路法面整備事業 ９００万円 ８００万円の減

実験所道路の法面整備の工事費のほか、用地測量等委託料の計上であります。

太田２号道路 防雪柵 整備事業 １，８３８万４千円 １９３万円の減

防雪柵 ８０メートルの工事費などの計上であります。

トライベツ地区町道法面整備事業 ３，９３８万４千円 ９５万円の減
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次ページにわたり、

法面整備の工事費のほか用地測量等委託料などの計上であります。

なお、太田２号道路防雪柵整備事業及びトライベツ地区町道法面整備事業の

財源については、特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するものであります。

桜通り地すべり対策整備事業 １，７００万円 皆増

地すべり対策工事費のほか設計監理委託料の計上であります。

住の江町通り整備事業 １，５５８万４千円 皆増

道路用地購入費のほか、支障物件補償費、用地測量等委託料の計上であります。

なお、この事業の財源については、

特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するものであります。

事業費支弁人件費 ６６１万円 １１４万５千円の減

次ページにわたり

事業費支弁人件費２人分の計上であります。

３目 除雪対策費 ６，７１２万２千円 ９４７万９千円の増

４月以降から初冬の降雪に備えた除雪経費の計上であります。

３項 河川費 １目 河川総務費

１億９，８８４万４千円 １，１３９万４千円の減

４事務事業の計上であります。

河川管理 １３１万１千円 ８２万５千円の増

上尾幌地区護岸修繕料の増であります。

別寒辺牛川水系 治水砂防施設整備事業（令和３国債）

１億６，３５９万８千円 次ページにわたり、１億２，６０７万５千円の増

別寒辺牛川水系 治水砂防施設整備事業（令和４国債）

２，６６３万４千円 皆増

以上の２事業合計で、

１億９，０２３万２千円 １，２６１万６千円の減で、

主に、西フッポウシ川流域の土砂生産源対策工事費の計上であります。

事業費支弁人件費 ７３０万１千円 ３９万７千円の増 次ページにわたり

事業費支弁人件費２人分の計上であります。

４項 都市計画費 １目 都市計画総務費
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５１７万６千円 ５６万３千円の増

４事務事業の計上であります。

都市計画審議会 ５万４千円 ６千円の増

都市計画一般 ２３万円 増減なし

都市計画施策全般に係る事務経費の計上であります。

都市計画整備 ４００万円 ５５万７千円の増

令和６年度を始期とする新たな都市計画マスタープランの策定委託料の計上で

あります。

花のあるまちづくり ８９万２千円 増減なし

次ページ

３目 下水道費 ３億７，４０７万２千円 １，７７２万２千円の増

下水道事業特別会計繰出金の計上であります。

５項 公園費 １目 公園管理費

６３２万円 １，６４２万７千円の減

公園施設 ６３２万円 ６千円の減

各都市計画公園の管理経費の計上であります。

６項 住宅費 次ページ

１目 建築総務費 ２，１０２万５千円 ３０万円の増

４事務事業の計上であります。

建築一般 ７２万５千円 増減なし

建築施策事務経費の計上であります。

住宅省エネ・バリアフリー改修補助 １００万円 増減なし

改修補助金見込２件分の計上であります。

住宅新築・リフォーム支援 １，８００万円 増減なし

住宅新築助成については、住宅新築助成として上限７０万円の見込件数１０件

分と貸付金利子助成として上限３０万円の見込件数１０件分の計上でありま

す。

住宅リフォーム助成については、１件当たり上限額２０万円で、見込件数４０
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件分の計上であります。

住宅耐震改修補助 １３０万円 ３０万円の増

住宅の耐震改修に対して上限額３０万円を見込件数３件分、耐震基準に満たな

い住宅の解体に対して上限額２０万円を見込件数２件分の補助金の計上であり

ます。

２目 住宅管理費 ７，３６９万円 ４，８８７万５千円の減

１０事務事業の計上であります。

町営住宅入居者 選考委員会 ８万２千円 増減なし

町営住宅 １，７２０万４千円 ８０万３千円の減 次ページにわたり

町営住宅の維持管理経費の計上で

主に、施設管理委託料及び保守点検委託料の減と、昨年度計上の有明団地建替

入居者移転料 ５６万８千円の減であります。

職員住宅 ７万４千円 増減なし

きのこ生産者住宅 １２万９千円 ４千円の増

地域おこし協力隊員住宅 ５万７千円 １千円の減

それぞれ、各住宅管理経費の増減であります。

町営住宅敷金利子基金 ２千円 増減なし

次ページ

住宅供給公社 きのこ菌床栽培 新規着業者 住宅譲渡償還金

１，０３３万８千円 増減なし

町営住宅白浜団地整備事業 １，５５２万１千円 １５０万２千円の増

シャワー付風呂釜設置４棟２２戸分の工事費の計上であります。

町営住宅奔渡団地整備事業 ２，００６万４千円 ４，２１９万６千円の減

Ｈ１Ｃ号棟の給排水管改修工事費の計上であります。

町営住宅解体事業 １，０２１万９千円 ７３８万１千円の減

有明団地１棟４戸の解体工事費の計上であります。

住宅建設費 予算計上ゼロのため廃目となります。
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２６４ページ
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８款 １項 消防費 １目 常備消防費

４億７，５３８万円 ３，６１９万４千円の増

１２事務事業の計上であります。

釧路東部消防組合 ３億６，６１１万３千円 ５０８万９千円の増

負担金の計上で、

主に、消防議会道外視察旅費のほか、給与費の増であります。

次の１１事業は、釧路東部消防組合 厚岸消防署分の

投資的経費に対する負担金であります。

消火栓 整備事業 ４７６万３千円

消火栓２基の更新と１基の移設と防火水槽給水口整備費の計上であります。

小型動力ポンプ 整備事業 ２５０万５千円

小型動力ポンプ１台の更新であります。

厚岸消防団安全装備品 整備事業 １０７万６千円

防火手袋１６３双の購入費であります。

消防庁舎備品整備事業償還金 ５千円

消防庁舎の建設にあわせて整備した各種備品整備費に係る

北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業償還金であります。

救助用資器材整備事業 １２０万２千円

潜水用資器材の購入費であります。

次ページ

旧消防庁舎等解体事業 ３７７万９千円

旧待機宿舎の解体工事費の計上であります。

厚岸消防団第４分団庁舎整備事業 ７，１０１万６千円

老朽化した消防団第４分団庁舎１棟の建設工事費の計上であります。

厚岸消防団第１分団庁舎備品整備事業償還金 ６５万２千円

厚岸消防団第４分団庁舎備品整備事業償還金 １千円

防火衣整備事業償還金 ２３８万８千円

それぞれ、各種備品整備費に係る

北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業償還金であります。
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消防待機宿舎整備事業 ２，１８８万円

宮園地区にある北海道所有の教員住宅を購入し、新たな待機宿舎として活用す

るため、外壁・内装等の改修工事費の計上であります。

２目 災害対策費 １億５，８６４万円 １億１，８０２万４千円の増

１１事務事業の計上であります。

防災会議 ７万５千円 ４千円の減

国民保護 ６万３千円 ２千円の減

それぞれ、主に、費用弁償の減であります。

災害対策 ３１８万円 ３１８万４千円の減

災害対策関連経費の計上で、

主に、昨年計上の床潭津波監視カメラ修繕料 ９３万５千円の減、災害対策本

部通信機器整備委託料 １５６万２千円の減及び津波監視レーダー支援サービ

ス使用料 ７９万２千円の減であります。

防災行政無線 ４７１万７千円 ６８万７千円の増 次ページにわたり

防災行政無線の管理経費の計上で、

主に、防災行政無線用の消耗品 ６２万７千円の増であります。

災害避難場所 ２２１万２千円 ４６万２千円の増

災害避難場所の管理経費の計上で、

主に、ＡＥＤのバッテリーなど更新に伴う災害用消耗品 ６８万９千円の増で

あります。

自主防災組織活動活発化支援 ３３０万円 増減なし

防災資機材の整備等に対する助成金の計上であります。

体験型防災イベント １２０万５千円 ３万８千円の増

イベント開催経費の計上であります。

津波避難場所整備 ６８５万３千円 ４６万３千円の減

主に、昨年度計上のアルファ米など備蓄用食糧の減であります。

大型防災備蓄倉庫整備事業 １億３，４５８万５千円 １億２，９４０万４千

円の増 次ページにわたり、

太田地区に大型防災備蓄倉庫１棟を建設します。
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防災情報システム運営 ２３１万３千円 １９９万６千円の減

主に、昨年度計上の被災者生活再建支援システム整備委託料や住宅地図システ

ム整備委託料等が、２７３万９千円の減であります。

土砂災害相互通報システム １３万７千円 増減なし

３目 消防施設費 １億４，７９８万９千円

水槽付消防ポンプ自動車１台の購入費の計上であります。

なお、この事業の財源については、

特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するものであります。

２７４ページ
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９款 教育費 １項 教育総務費

１目 教育委員会費 ２８５万２千円 増減なし

教育委員会 委員報酬、費用弁償などの計上であります。

２目 事務局費 １９１万８千円 １５万２千円の減

２事務事業の計上であります。

教育委員会事務局 １８８万２千円 １５万２千円の減

事務執行に要する経費、関連団体の負担金の計上で、

主に、連絡協議会の負担金 １５万１千円の減であります。

教育事務評価会議 ３万６千円 増減なし

次ページ

３目 教育振興費 ２，８６６万２千円 ８１６万５千円の増

１２事務事業の計上であります。

高等学校教育支援 ４２９万６千円 増減なし

町内高校への通学バス定期券購入助成であります。

厚岸翔洋高等学校ＩＣＴ学習支援事業 １８０万円 皆増

高等学校のＩＣＴ環境整備に伴う生徒用タブレット端末機４０台分の計上であ

ります。

教育研究所 運営委員会 １０万９千円 増減なし

運営委員会経費の計上であります。

学校運営協議会 ４９万６千円 増減なし

運営協議会経費の計上であります。

教育振興一般 １０１万６千円 ３千円の減 次ページにわたり、

主に、関連団体の負担金・補助金の計上であります。

町立教育研究所 ３４０万３千円 １６５万円の増

主に、社会科副読本「あっけし」の作成に伴う印刷費の計上であります。

就学指導 ２７万１千円 ３万８千円の増

特別支援教育相談に対する特別旅費の計上であります。
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外国青年招致 ４４万８千円 ５万６千円の増

外国語指導助手にかかる経費の計上で、指導用消耗品の増であります。

教育支援体制 ２０４万円 増減なし

医療的ケアが必要とされる児童を支援するための委託料の計上であります。

次ページ

校務支援システム運営 ２５３万５千円 増減なし

校務支援システムにかかる借上料の計上であります。

学習用情報機器運用支援 ７４８万９千円 ４６２万９千円の増

小中学校のＩＣＴ学習環境整備に伴うＧＩＧＡスクール運営支援センター整備

に係る委託料及び、事務用備品については、オンライン会議用のマイクシステ

ム、ディスプレイ購入費の計上であります。

なお、学習用情報機器運用支援業務委託料の財源については、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当するものであります。

備荒資金組合 防災資機材譲渡事業償還金（校務用コンピュータ）

４７５万９千円 ５千円の減

学校 校務用コンピュータの整備費について、

北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業償還金の計上であります。

４目 教員住宅費 ８３５万６千円 ４６４万１千円の減

２事務事業の計上であります。

教員住宅 ２７９万２千円 ８千円の増

住宅の管理経費の計上であります。

住宅供給公社 教職員住宅 譲渡償還金 ５５６万４千円

３６４万９千円の減

５目 就学奨励費 ４万円 次ページにわたり、増減なし

奨学審議会の開催経費であります。

６目 スクールバス管理費 ４，６６０万９千円 ９１９万１千円の増

３事務事業の計上であります。

スクールバス運行委託 ２，８７６万３千円 １４１万２千円の減

主に、スクールバス運行委託料 １４３万円の減であります。
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スクールバス運行 ７２１万６千円 ２万７千円の減

車両の維持管理・運行経費の計上で、

主に、燃料費の減であります。

スクールバス整備事業 １，０６３万円 皆増

スクールバス床潭線２９人乗り１台の購入費の計上であります。

２項 小学校費 １目 学校運営費

２，７５４万８千円 ２２万７千円の増

４事務事業の計上であります。

小学校運営一般 ８万２千円 次ページにわたり ２万４千円の増

主に、ピアノ調律手数料の増であります。

厚岸小学校 １，０１６万５千円 １６万４千円の増

真龍小学校 １，３５４万１千円 ４万３千円の増

太田小学校 ３７６万円 次ページにわたり ４千円の減

以上、３小学校の学校運営経費の計上であります。

２目 学校管理費 ３，１７８万７千円 １，２７２万円の減

４事務事業の計上であります。

学校管理 ９０９万７千円 ２９１万２千円の減

次ページにわたり、

学校管理経費の計上で、

主に、昨年度計上の事務機器廃棄業務委託料 ３０６万３千円の減であります。

学校情報通信教育 １，８７９万３千円 ３４６万４千円の減

学校コンピュータ関連経費の計上で、

主に、保守点検委託料の減であります。

学校備品・教材等整備 ３４４万５千円 ６３万７千円の減

学級数減に伴う消耗品及び図書教材等購入費の減であります。

遠距離児童通学 ４５万２千円 ５万８千円の減

通学費補助金の減であります。

３目 教育振興費 ２，５１６万１千円 ３５万４千円の減

６事務事業の計上であります。
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小学校教育振興 ６６万８千円 １４万７千円の減

主に、昨年度計上の学校図書館用ブックトラック購入費７万９千円の減であり

ます。

次ページ

小学校修学旅行費助成 ６２万４千円 ３３万３千円の減

修学旅行費の助成金であります。

学校給食費支援 １，３６４万６千円 １２１万２千円の減

学校給食費の無償化にかかる経費の計上であります。

自然教室推進 １１万５千円 ５万２千円の増

主に、会場借上料の増であります。

要・準要保護 児童就学援助等 ９０９万１千円 １３５万５千円の増

オンライン学習通信費の追加による就学援助費の減であります。

特別支援教育 就学奨励 １０１万７千円 ６万９千円の減

オンライン学習通信費の追加による就学奨励費の増であります。

３項 中学校費 １目 学校運営費

２，７５６万５千円 ７万９千円の増

４事務事業の計上であります。

中学校運営一般 １０万２千円 ２万５千円の増

主に、ピアノ調律手数料の増であります。

次ページ

厚岸中学校 １，２００万３千円 ９万９千円の減

真龍中学校 ９７７万７千円 １７万２千円の増

太田中学校 ５６８万３千円 次ページにわたり １万９千円の減

以上、３中学校の学校運営経費の計上であります。

２目 学校管理費 ３，４０１万６千円 ２，０８８万６千円の増

４事務事業の計上であります。
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学校管理 ８１３万２千円 １４万５千円の増

次ページにわたり

中学校の学校管理経費の計上で、

主に、施設管理委託料 ３８万２千円の減のほか、機械器具購入は、草刈機１

台、エンジンブロワー１台、チェンソー１台 、施設用備品購入は、デジタル

体重計２台、担架１台の購入費の計上であります。

学校情報通信教育 １９９万８千円 ７万８千円の増

学校コンピュータ関連経費の計上で、

主に、太田中学校レーザープリンター更新に伴う保守点検委託料の増でありま

す。

学校備品・教材等整備 ３００万１千円 ２２万２千円の減

学級数減に伴う消耗品及び図書教材等購入費の減であります。

厚岸中学校屋内運動場設備整備事業 ２，０８８万５千円 皆増

暖房設備改修工事費の計上であります。

３目 教育振興費 ２，１７６万２千円 ４０７万２千円の減

５事務事業の計上であります。

中学校教育振興 ４６万６千円 ２７４万２千円の減

主に、昨年度計上の教師用指導書購入費 ２５１万２千円の減であります。

中学校修学旅行費助成 ２３８万円 ７万円の増 次ページにわたり

修学旅行費の助成であります。

学校給食費支援 ９１３万６千円 ２０万６千円の減

学校給食費の無償化にかかる経費の計上であります。

要・準要保護生徒 就学援助等 ８８６万８千円 １４８万８千円の減

就学援助見込者数の減であります。

特別支援教育 就学奨励 ９１万２千円 ２９万４千円の増

オンライン学習通信費の追加による就学奨励費の増であります。

５項 社会教育費 １目 社会教育総務費

５６２万４千円 ４６万１千円の増

６事務事業の計上であります。
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青少年問題協議会 １１万４千円 ４万８千円の増

協議会経費の計上であります。

社会教育委員 ５０万１千円 増減なし

社会教育委員経費の計上であります。

次ページ

青少年育成センター １７万７千円 １万９千円の増

主に、事務用消耗品の増であります。

社会教育活動 １０９万６千円 １万７千円の減

主に、地域子ども会育成連絡協議会負担金 ２万５千円の減であります。

芸術文化 ３３６万６千円 ４万１千円の増

主に、演劇等公演委託料 ３万３千円の増であります。

友好都市子ども交流 ３７万円 皆増 次ページにわたり

友好都市との相互訪問交流事業で、

本年度は、友好都市・山形県村山市の子どもたちが、当町に訪問して交流する

事業補助金の計上であります。

２目 生涯学習推進費 ３０４万１千円 １８万円の増

２事務事業の計上であります。

生涯学習活動 ８５万８千円 ３万２千円の増

生涯学習活動経費の計上で、各種講座の講師謝礼金の増であります。

生涯学習施設 ２１８万３千円 １４万８千円の増

施設管理経費の計上であります。

主に、施設管理委託料 １６万９千円の増であります。

３目 公民館運営費 ２８５万８千円 ３，３４６万円の減

３事務事業の計上であります。

公民館運営審議会 ６万５千円 増減なし

公民館管理 ７１万円 増減なし 次ページにわたり

施設管理費の計上であります。
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公民館活動 ２０８万３千円 ２２万９千円の減

主に、事務室借上料の減であります。

４目 文化財保護費 １，５８２万５千円 ２，２６５万４千円の減

５事務事業の計上であります。

文化財専門委員会 １０万５千円 増減なし

文化財保護 ７５万６千円 ４万２千円の増 次ページにわたり

主に、アッケシソウ湖岸調査船借上料の増であります。

史跡国泰寺跡整備検討委員会 ２３万９千円 増減なし

検討委員会にかかる経費の計上であります。

アッケシソウ試験栽培 ２７５万円 皆増

アッケシソウ保護・増殖のため、試験栽培地に係る土壌分析等委託料などの計

上であります。

神岩チャシ跡竪穴群模型整備事業 １，１９７万５千円 皆増

次ページにわたり

北海道指定史跡である、神岩チャシ跡及び竪穴群について、昨年度実施した測

量データをもとに立体模型の制作費と施設用備品購入は、現地調査の写真や動

画を映すディスプレイ１台などの購入費の計上であります。

なお、この財源については、アイヌ政策推進交付金を充当するものであります。

５目 博物館運営費 ７４８万３千円 ４２０万９千円の減

４事務事業の計上であります。

海事記念館・郷土館・太田屯田開拓記念館 運営審議会

５万２千円 増減なし

海事記念館 ６９７万６千円 ３５万６千円の減

次ページにわたり

施設管理経費の計上で、

主に、昨年度計上のプラネタリウム投映解説委託料の減で、事務用備品購入は、

プラネタリウム画像データなどの購入費の計上であります。

郷土館 １７万２千円 増減なし

太田屯田開拓記念館 ２８万３千円 ３千円の減

それぞれ、施設管理運営費の計上であります。
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６目 情報館運営費 ２，７９７万６千円 ７，６８９万９千円の減

６事務事業の計上であります。

情報館協議会 １５万６千円 増減なし

厚岸情報館 ２，６０４万９千円 ２４万１千円の増

３１５ページにわたり

施設の管理運営経費の計上で、

主に、新たにインターネット電子版書籍情報使用料の計上であります。

厚岸情報館分館 ６５万２千円 ２万３千円の減

分館の管理運営経費の計上で、

分館借上料の減であります。

図書館バス運行 ６２万２千円 ８万８千円の減

主に、昨年度計上の車検整備経費の減であります。

情報通信技術講習 ４３万４千円 増減なし

ブックスタート ６万３千円 ２万９千円の減

対象者数見込３４セットの計上であります。

６項 保健体育費 １目 保健体育総務費

５２９万２千円 ３６万７千円の減

４事務事業の計上であります。

学校保健一般 ５４万１千円 ５万３千円の減

主に、災害共済掛金負担金の減であります。

次ページ

児童生徒健康診断 ２４７万４千円 ２１万４千円の減

主に、昨年度計上の健康カード印刷費 １６万９千円の減であります。

教職員健康診断 ２２４万７千円 １０万円の減

健康診断委託料の減であります。

準要保護児童生徒医療 ３万円 増減なし
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２目 社会体育費 １億５，７１２万９千円 １億２，４３７万６千円の増

８事務事業の計上であります。

スポーツ推進審議会 １０万７千円 増減なし

社会体育一般 ２１８万５千円 ７３万１千円の増 次ページにわたり

主に、施設備品購入は、２０２２北京冬季オリンピックにスピードスケート日

本代表として出場した佐藤綾乃選手の記念品を展示するショーケースなどの購

入費の計上であります。

スポーツ推進委員 ５５万５千円 ６千円の減

委員費用弁償の減であります。

スポーツ施設 １，９２９万９千円 ７０万２千円の増

次ページにわたり、

各スポーツ施設の管理運営経費の計上で、

主に、燃料費及び施設管理委託料の増であります。

スポーツ振興 ３１０万７千円 ３８万円の減

スポーツ関係団体の支援やスポーツ大会に係る経費の計上で、

主に、昨年度計上の合宿関係費の減であります。

学校開放 ４万４千円 次ページにわたり 増減なし

多目的屋内スポーツ施設整備事業 １億３，０２０万円

１億２，１６９万７千円の増

雨天時や冬期間も活動ができる施設１棟の建設費の計上であります。

多目的屋内スポーツ施設備品整備事業 １６３万２千円 皆増

ジェットヒーターや野球用、陸上用などで使用する施設用備品の購入費の計上

であります。

３目 温水プール運営費 １，４５２万６千円 ３，３０８万５千円の減

温水プール １，４５２万６千円 ９０万１千円の増

次ページにわたり

施設の管理運営経費の計上で、主に、燃料費及び光熱水費の増であります。

４目 学校給食費 ２，８５６万２千円 ２３３万９千円の増

２事務事業の計上であります。
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学校給食センター運営委員会 ６万５千円 増減なし

運営委員会経費の計上であります。

学校給食センター ２，８４９万７千円 ２３３万９千円の増

次ページにわたり

施設の管理運営経費の計上で、主に、調理用消耗品、燃料費及び光熱水費の増

で、機械器具購入は、移動式高速度ミキサー１台の購入費の計上であります。

３２８ページ
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１１款 １項 公債費 １目 元金

９億８，５４９万２千円 １５９万４千円の減

２目 利子 ５，３４６万円 ６３０万７千円の減

３３０ページ

１２款 １項 １目 給与費

１８億９，０７５万４千円 ２，００７万７千円の減

２事務事業の計上であります。

特別職・一般職員等人件費

１４億９，０３７万１千円 １２０万５千円の減

特別職、一般職員、再任用職員、任期付職員及び臨時的任用職員の人件費の計

上であります。

会計年度任用職員人件費 ４億３８万３千円

１，８８７万２千円の減 次ページにわたり

会計年度任用職員の人件費の計上であります。

なお、３３６ページから３３９ページまで、「給与費明細書」を添付しており

ますので、ご参照願い、

内容説明は省略させていただきます。

３３４ページをお開き願います。

１３款 １項 １目 予備費 ７００万円 増減なし

１ページへお戻り願います。

第２条 債務負担行為

地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、

期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

７ページをお開きください。

第３表 債務負担行為

事項欄記載の５件について、記載の期間に、各限度額をもって

債務を負担するものでございます。
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３４０ページから３４２ページまで

「債務負担行為に関する調書」を掲載しておりますので併せてご参照願います。

ふたたび、１ページへお戻り願います。

第３条 地方債

地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」

による。

８ページをお開きください。

第３表 地方債

起債の目的欄記載の７事業について、記載のとおり、

各発行限度額、起債の方法、利率、償還の方法によって

地方債を起こすことができる、ものとしております。

なお、３４３ページに「地方債に関する調書」を

掲載しておりますので併せてご参照願います。

ふたたび、１ページへお戻り願います。

第４条 一時借入金

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入れの最高額は、３０億円と定める。

以上で、議案第１号の説明を終わります。

続きまして、９ページをお開き願います。

（国民健康保険特別会計へ）



議案第５号

令和４年度 厚岸町国民健康保険特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の９ページをお開き願います。）

議案第５号 令和４年度 厚岸町国民健康保険 特別会計予算であります。

令和４年度 厚岸町の国民健康保険 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、

１３億７，２４６万４千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

１０ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、５款、６項、

次ページ

歳出では、７款、１５項にわたり

それぞれ、１３億７，２４６万４千円で、

令和３年度当初予算と比較し、

２．３パーセント、３，２０６万２千円の減となっております。

事項別により、説明させていただきます。

３４６ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 １項 １目 国民健康保険税

３億７，０７６万１千円 ７１２万６千円の減

国民健康保険税率の改正を受け、説明欄記載のとおり、

収納見込みを勘案しての計上であります。

４款 道支出金 １項 道補助金 １目 保険給付費等交付金

８億８，３５２万４千円 ２，０８６万４千円の減

保険給付に対する交付金の計上であります。
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５款 財産収入 次ページ

１項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

１千円 増減なし

基金利子の計上であります。

６款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

１億１，７１７万５千円 ４０７万２千円の減

主に、繰出基準分の計上であります。

８款 諸収入 １項 延滞金、加算金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし

３目 加算金 １千円 増減なし

５目 過料 １千円 増減なし

３項 雑入

１目 第三者納付金 ５０万円 増減なし

３目 返納金 ５０万円 増減なし

以上で歳入の説明を終わります。

３５０ページをお開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

４，２３２万７千円 １，８０３万７千円の減

３事務事業の計上であります。

職員人件費 ２，９７５万７千円 ６９万６千円の増

職員人件費５人分の計上であります。

なお、３７２ページから３７４ページまで、

「給与費明細書」を添付しておりますのでご参照願います。
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国民健康保険一般 １，１２０万７千円 １，８７５万円の減

次ページにわたり、

一般事務経費の計上で、主に、昨年度計上の市町村事務処理標準システム導入

委託料 １，３１１万５千円及び事務処理標準システム導入負担金

１，１６４万９千円の減、市町村事務処理標準システム関係負担金

８０８万円の増であります。

国民健康保険事務電算処理 １３６万３千円 １万７千円の増

２項 徴税費 １目 賦課徴収費 １３１万５千円 ２万４千円の減

保険税の賦課・徴収経費の計上で、

主に、督促状作成に伴う賦課計算事務電算処理委託料 １万６千円の減であり

ます。

３項 １目 運営協議会費 ２６万２千円 ２千円の増

５項 １目 特別対策事業費 ６４１万５千円 ９万１千円の減

２事務事業の計上であります。

会計年度任用職員人件費 ５６７万２千円 ２万４千円の減

次ページにわたり

保険税徴収員２人分の計上であります。

特別収納 ７４万３千円 ６万７千円の減

主に、口座振替手数料の減であります

３５６ページ

２款 保険給付費 １項 療養諸費 １目 療養給付費

７億４，１６２万３千円 ７１５万１千円の減

３目 療養費 ４７５万円 ２１万４千円の減

５目 審査支払手数料 ２０６万９千円 ８万９千円の減

各目それぞれ、給付等見込額の計上であります。

６目 傷病手当金 ２０万円 皆増

２項 １目 高額療養費

１億４４６万９千円 ６４６万４千円の増

給付見込額の計上であります。
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３目 高額介護合算療養費

１０万円 次ページにわたり増減なし

３項 １目 移送費 ５千円 増減なし

４項 出産育児諸費 １目 出産育児一時金

５０４万３千円 ８４万円の減

５項 葬祭諸費 １目 葬祭費 ４２万円 ３万円の減

それぞれ、支給見込による計上であります。

３６０ページ

３款 １項 １目 国民健康保険事業費納付金

４億４，８９４万１千円 １，１９７万６千円の減

納付見込みによる計上であります。

３６２ページ

財政安定化基金拠出金 予算計上ゼロのため廃目となります。

３６４ページ

６款 保健事業費 １項 １目 特定健康診査等事業費

１，１０７万２千円 ３５万４千円の減

特定健康診査に伴う関係経費等の計上で、

主に、郵送代等の減であります。

２項 保健事業費 １目 保健衛生普及費

１４５万２千円 ７万９千円の増

各予防接種委託料の計上であります。

３６６ページ

７款 １項 基金積立金 １目 国民健康保険 財政調整基金積立金

１千円 増減なし

３６８ページ
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９款 諸支出金 １項 償還金及び還付金

１目 保険税還付金 １００万円 増減なし

１０款 １項 １目 予備費 １００万円 増減なし

以上で、歳入歳出予算の説明とさせていただきます。

９ページへお戻り願います。

第２条 歳出予算の流用

地方自治法、第２２０条第２項、ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

保険給付費内の各項に係る予算額に過不足を生じたときにおける

これらの経費の各項間とする。

以上で、議案第５号の説明を終わります。

続きまして、１２ページをお開き願います。

（簡易水道会計へ）



議案第６号

令和４年度 厚岸町簡易水道事業特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の１２ページをお開き願います。）

議案第６号 令和４年度 厚岸町簡易水道事業 特別会計予算であります。

令和４年度 厚岸町の簡易水道事業 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、１億３，０２２万６千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

１３ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、５款、６項、

次ページ

歳出では、４款、４項にわたり

それぞれ、１億３，０２２万６千円で、

令和３年度当初予算に比較し、

３９．３％、３，６７６万３千円の増となっております。

事項別により、説明させていただきます。

３７７ページをお開き願います。

歳入であります。

２款 使用料及び手数料 １項 使用料 １目 水道使用料

６，５４５万９千円 ９６２万７千円の増

簡易水道使用料の年間見込み額の計上で、水道料金改定に伴う増であります。

２項 手数料 １目 水道手数料 ６万１千円 ３万５千円の増

給水工事手数料の計上で、新設給水工事などに伴う手数料の増であります。
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４款 道支出金 １項 道補助金 １目 水道費道補助金

５６９万円 ４２１万円の増

地域づくり総合交付金の計上であります。

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の「太田・片無去地区配水管

等整備事業」及び「大別取水場整備事業」において説明いたします。

５款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

７０２万円 １１７万２千円の減

繰出基準分のほか、収支補てん分を含めての計上であります。

８款 諸収入 １項 １目 雑入 ７９万６千円 ５６万３千円の増

消費税及び地方消費税還付金の計上であります。

９款 １項 町債 １目 水道債 ５，１２０万円 ２，３５０万円の増

説明欄記載のとおり、２事業債の計上であります。

以上で歳入の説明を終わります。

３７９ページを、お開き願います。

歳出であります。
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１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

１，８３３万９千円 １００万９千円の減 ３８２ページにわたり、

３事務事業の計上であります。

職員人件費 １，４３９万６千円 ８万７千円の増

職員人件費２人分の計上であります。

なお、３９１ページから３９３ページまで、

「給与費明細書」を添付しておりますので、ご参照願います。

簡易水道一般 ２０２万４千円 １４４万１千円の減

水道施設台帳システム導入委託料の減であります

水道料金計算収納 １９１万９千円 ３４万５千円の増

次ページにわたり

主に水道料金等検針機器借上料の増であります。

３８３ページ

２款 水道費 １項 １目 水道事業費

１億８０７万１千円 ３，７１３万７千円の増

３８６ページにわたり、

７事務事業の計上であります。

水道事業一般 １９万８千円 ３５万６千円の減

水質検査 ３６４万５千円 ３万円の増

それぞれ、説明欄記載のとおりの計上であります。

簡易水道施設 ２，９７８万１千円 ２０４万２千円の減

水道施設の管理経費の計上で、

主に、各浄水場施設修繕料の減であります。

検満及び新設メーター整備事業 ４６１万７千円 ３９万５千円の増

次ページにわたり、

検満メーター４４台、新設メーター３台分の工事費の計上であります。
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太田・片無去地区配水管等整備事業 ３，６２０万円 皆増

給水区域変更支援業務委託料及び太田・片無去地区配水管等整備実施設計委託

料の計上であります。

なお、この事業の財源については、地域づくり総合交付金を充当するものであ

ります。

大別取水場整備事業 ３３８万円 皆増

取水ポンプ制御盤整備工事費の計上であります。

なお、この事業の財源については、地域づくり総合交付金を充当するものであ

ります。

上尾幌地区配水管整備事業 ３，０２５万円 ２４９万円の増

上尾幌地区における配水管の更新に伴う実施設計委託料及び配水管の更新整備

工事費の計上であります。

３８７ページ

４款 １項 公債費 １目 元金 ３０１万６千円 ５４万５千円の増

２目 利子 ７５万円 ９万円の増

それぞれ、説明欄記載のとおりの計上であります。

３８９ページ

５款 １項 １目 予備費 ５万円 増減なし

以上で、歳入歳出予算の説明を終わります。

ふたたび、１２ページへお戻り願います。

第２条 地方債

地方自治法、第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第２表 地方債」による。

１５ページ

第２表 地方債

簡易水道事業について、記載のとおり、

発行限度額、起債の方法、利率、償還の方法によって

地方債を起こすことができる、ものとしております。
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なお、３９４ページに「地方債に関する調書」を

掲載しておりますのであわせてご参照願います。

以上で、議案第６号の説明を終わります。

続きまして、１６ページをお開き願います。

（下水道会計へ）



議案第７号

令和４年度 厚岸町下水道事業特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書１６ページをお開き願います。）

議案第７号 令和４年度 厚岸町下水道事業 特別会計予算であります。

令和４年度 厚岸町の下水道事業 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、６億４，７９０万円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

１７ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、６款、８項、

次ページ

歳出では、４款、５項にわたり

それぞれ、６億４，７９０万円で、

令和３年度当初予算に比較し、

１０．５％、７，６０６万８千円の減であります。

事項別により、説明させていただきます。

３９７ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 分担金及び負担金 ２項 負担金 １目 下水道費負担金

２８８万７千円 ３８万２千円の増

受益者負担金の増であります。

２款 使用料及び手数料 １項 使用料 １目 下水道使用料

９，４６２万５千円 ２１３万３千円の減

使用料年間見込み額の計上であります。

２項 手数料 １目 下水道手数料 １千円 増減なし
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３款 国庫支出金 １項 国庫補助金 １目 下水道費国庫補助金

８，２２２万５千円 ４，３９７万５千円の減

公共下水道事業に伴う社会資本整備総合交付金の計上であります。

５款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

３億７，４０７万２千円 １，７７２万２千円の増

繰出基準分のほか、収支補てん分を含めての計上であります。

６款 諸収入 １項 延滞金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし

２項 １目 雑入 １，１１８万９千円 ７７３万６千円の増

消費税及び地方消費税還付金の増であります。

７款 １項 町債 １目 下水道債

８，２９０万円 ５，５８０万円の減

説明欄記載のとおり、２事業債の計上であります。

以上で歳入の説明を終わります。

３９９ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 下水道費 １項 下水道管理費 １目 一般管理費

２，５８６万５千円 １，１２５万３千円の減 次ページにわたり、

４事務事業の計上であります。

職員人件費 １，３２１万６千円 ２８５万７千円の増

職員人件費２名分の計上であります。

なお、４１３ページから４１５ページまで、

「給与費明細書」を添付しておりますので、ご参照願います。

下水道一般 ３５２万２千円 ７万３千円の増

公共下水道使用料、受益者負担金の賦課徴収、消費税計算など関連経費の計上

で、主に、賦課調査委託料の増であります。
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下水道事務電算処理 ２６１万５千円 １４２万２千円の増

次ページにわたり、

主に、検針データ利用負担金の増であります。

公共下水道事業法適用推進 ６５１万２千円 １，１６０万５千円の減

令和６年度までの企業会計への移行に要する、法適用化移行支援業務及び固定

資産評価業務委託料の計上であります。

２目 管渠管理費 １，６２４万２千円 ２６万３千円の減

公共下水道の管渠及びポンプ施設の維持管理経費の計上で、

主に、各ポンプ施設修繕料の減であります。

３目 処理場管理費 ８，６３７万６千円 ５６５万５千円の増

次ページにわたり、終末処理場の運転管理費の計上で、

主に、薬品代、運転管理委託料の増であります。

４目 普及促進費 ４４０万２千円 ３９４万４千円の増

２事務事業の計上であります。

水洗化等改造工事補助 ４３３万８千円 ３９２万９千円の増

水洗率の向上のため、特例的に供用開始から４年目を経過した地区において、

１年限りの補助金の増額であります。

水洗化等改造工事 資金貸付利子補給 ６万４千円 １万５千円の増

貸付実行見込み、２件分の計上であります。

２項 下水道事業費 １目 公共下水道事業費 次ページにわたり

１億７，７９１万４千円 ７，９９３万５千円の減

２事務事業の計上であります。

公共下水道事業 補助 １億６，１９０万円 ８，０５７万２千円の減

主に、終末処理場ほか設備更新実施設計業務委託料及び白浜第２汚水幹線実施

設計業務委託料などに ６，３９０万円、

白浜４丁目地区汚水管新設工事など公共下水道工事費に ９，８００万円で、

補助対象事業分の計上であります。

公共下水道事業 起債 １，６０１万４千円 ６３万７千円の増

事業対象職員人件費２人分、単独工事費などの計上であります。
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４０７ページ

２款 諸支出金 １項 償還金及び還付金 １目 下水道使用料還付金

３万円 増減なし

下水道使用料還付金として、見込み計上であります。

４０９ページ

３款 １項 公債費 １目 元金

２億９，７０５万４千円 １，０４７万２千円の増

２目 利子 ３，９０１万７千円 ４６８万８千円の減

４１１ページ

４款 １項 １目 予備費 １００万円 増減なし

以上で、歳入歳出予算の説明を終わります。

ふたたび、１６ページへお戻り願います。

第２条、債務負担行為

地方自治法、第２１４条の規定により、債務を負担することができる事項、

期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

１９ページ

第２表 債務負担行為

事項欄の２件について、記載の期間、限度額をもって

債務を負担するものであります。

４１６ページに「債務負担行為に関する調書」を

掲載しておりますのでご参照願います。

ふたたび、１６ページへお戻り願います。

第３条 地方債

地方自治法、第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」

による。

２０ページを、お開き願います。
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第３表 地方債

公共下水道事業について、発行限度額、起債の方法、利率、償還の方法に

よって、地方債を起こすことができるもの、としております。

なお、４１７ページに「地方債に関する調書」を

掲載しておりますので、ご参照願います。

以上で、議案第７号の説明を終わります。

続きまして、２１ページをお開きください。

（介護保険会計へ）



議案第８号

令和４年度 厚岸町介護保険特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の２１ページをお開き願います。）

議案第８号 令和４年度 厚岸町介護保険 特別会計予算であります。

令和４年度 厚岸町の介護保険 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、

１１億６，８８９万６千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

２２ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、９款、１５項、

次ページ

歳出では、８款、１９項にわたり

それぞれ、１１億６，８８９万６千円で、

令和３年度当初予算に比較し、

７．５％、８，１０８万１千円の増となっております。

事項別により、説明させていただきます。

４２０ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 保険料 １項 介護保険料 １目 第１号被保険者 介護保険料

１億９，６９８万３千円 ３１６万円の増

収納見込みを勘案しての計上であります。

２款 サービス収入 ２項 予防給付費収入 １目 居宅支援サービス費収入

４５２万４千円 １６万２千円の減

居宅支援サービス計画費収入の計上であります。



- 2 -

３項 介護予防・日常生活 支援総合事業費 収入

１目 介護予防ケアマネジメント事業費 収入

２２３万８千円 ３６万８千円の減

総合事業サービスに対する事業費収入であります。

３款 分担金及び負担金 １項 負担金 １目 地域支援事業負担金

５７万円 ３０万６千円の増

配食サービス事業負担金の計上であります。

４款 国庫支出金 １項 国庫負担金 １目 介護給付費負担金

１億９，１３９万１千円 １，４８０万７千円の増

介護給付に対する国負担分の計上であります。

２項 国庫補助金 １目 財政調整交付金

７，８１０万７千円 ８７５万４千円の増

介護給付に対する交付金の計上であります。

２目 保険者機能強化推進交付金 １５６万１千円 ６万１千円の増

市町村が行う高齢者の自立支援や重度化の取組みに対する交付金の計上であり

ます。

７目 地域支援事業交付金 ２，４０２万６千円 １７万３千円の減

介護予防・日常生活支援総合事業交付金 ５５８万１千円 １７万円の減、そ

の他地域支援事業交付金 ７６２万円 ５千円の減、社会保障充実事業交付金

１，０８２万５千円 ２千円の増

それぞれ地域支援事業費に対する国負担分の計上であります。

８目 保険者努力支援交付金 １３８万７千円 １万３千円の減

市町村が行う高齢者の自立支援や重度化の取組みに対する交付金の計上であり

ます。

５款 １項 支払基金交付金 １目 介護給付費交付金

２億８，２７３万５千円 ２，２３０万円の増

介護給付に対する交付金の計上であります。

２目 地域支援事業支援交付金 ６０２万８千円 １２４万円の減

介護予防・日常生活支援事業に対する交付金の計上であります。

次ページ
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６款 道支出金 １項 道負担金 １目 介護給付費負担金

１億４，８９３万９千円 １，２０３万７千円の増

介護給付に対する道負担分の計上であります。

２項 道補助金 ３目 地域支援事業交付金

１，２０１万２千円 ５万９千円の減

介護予防・日常生活支援 総合事業交付金 ２７９万円 ５万８千円の減、

その他 地域支援事業交付金 ３８１万円 ２千円の減、

社会保障充実事業交付金 ５４１万２千円 １千円の増

それぞれ地域支援事業費に対する交付金の計上であります。

３項 委託金 １目 総務費委託金

１万７千円 ２千円の増

７款 財産収入 １項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

１千円 増減なし

８款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

１億９，９４４万８千円 ８８９万４千円の増

収支均衡を図るための繰入金の計上であります。

２項 基金繰入金 １目 介護給付費準備基金繰入金

１，８１３万８千円 １，１６６万９千円の増

収支補てんとしての基金からの繰入金であります。

１０款 諸収入 １項 延滞金及び過料

１目 第１号被保険者延滞金 １千円 増減なし

２目 過料 １千円 増減なし

２項 雑入

１目 第１号 被保険者 第三者納付金 １千円 増減なし

２目 第１号 被保険者 返納金 １千円 増減なし

３目 雑入 ７８万７千円 １万円の減

認定審査会 共同設置負担金の計上であります。

以上で歳入の説明を終わります。

４２４ページを、お開き願います。
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歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

１，８３３万８千円 １１７万９千円の減

２事務事業の計上であります。

職員人件費 １，７４５万４千円 １２０万５千円の減

職員人件費３人分の計上であります。

なお、４５４ページから４５６ページまで、

「給与費明細書」を添付しておりますので、ご参照願います。

介護保険一般 ８８万４千円 ２万６千円の増

主に、インターネット電子版書籍情報使用料の増であります。

２項 徴収費 １目 賦課徴収費 １１９万７千円 ５万２千円の増

次ページにわたり、

介護保険料の賦課・収納経費の計上であります。

３項 １目 介護認定審査会費

２４２万１千円 ５万１千円の減

厚岸・浜中 介護認定審査会の開催経費であります。

２目 認定調査等費 １，１０１万８千円 １６２万５千円の減

次ページにわたり、２事務事業の計上であります。

会計年度任用職員人件費 ７４１万７千円 ７９万５千円の減

会計年度任用職員２人分の計上で、

主に、退職手当組合負担金の減であります。

介護認定調査 ３６０万１千円 ８３万円の減

次ページにわたり

介護認定調査にかかる経費の計上で、

主に、介護認定調査に伴う、主治医意見書作成手数料の減であります。

４項 １目 趣旨普及費 予算計上ゼロのため廃目となります。

５項 １目 計画策定委員会費 １２３万１千円 新規計上

主に、次期介護保険事業計画策定に伴う計画策定委託料の計上であります。
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６項 １目 地域密着型サービス運営委員会費

２万５千円 ２千円の減

運営委員会の開催経費であります。

４３０ページ

２款 保険給付費 １項 介護サービス等諸費

１目 居宅介護サービス給付費

６億２，３６９万４千円 ３，７２３万円の増

２目 施設介護サービス給付費

２億７，５０６万５千円 ３，０１２万１千円の増

３目 居宅介護福祉用具購入費

１８０万円 １０万８千円の増

４目 居宅介護住宅改修費

６４９万３千円 １３０万７千円の減

５目 居宅介護サービス計画費

６，２６５万３千円 ９２２万９千円の増

次ページ

６目 審査支払手数料

９８万３千円 ９万５千円の増

２項 １目 高額介護サービス費

２，４６２万５千円 ３４６万９千円の増

３項 １目 高額医療合算介護サービス費

３５２万１千円 １７万９千円の減

４項 特定入所者介護サービス等費 １目 特定入所者介護サービス費

４，８３４万円 ３８３万２千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、

各給付等見込みによる計上であります。

４３４ページ
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４款 地域支援事業費

２項 包括的支援事業・任意事業費

１目 包括的支援事業等事業費

１，６６１万９千円 ８万７千円の増

２事務事業の計上であります。

職員人件費 １，５９８万円 ２万８千円の増

地域包括支援センター職員人件費２人分の計上であります。

包括的支援施策 ６３万９千円 ５万９千円の増

地域包括支援センターの事務経費の計上で、

主に、介護予防支援システム借上料の増であります。

２目 任意事業費 ４３８万２千円 ９１万５千円の増

次ページにわたり

主に、利用者及び利用回数増に伴う配食サービス事業委託料の増であります。

３目 在宅医療・介護連携推進事業費 ４７万８千円 １８万１千円の増

在宅医療と介護を連携させるための経費の計上で、

主に、介護予防支援システム借上料の増であります。

４目 生活支援体制 整備事業費 ７４６万５千円 １５万５千円の増

生活支援体制整備に伴う経費の計上で、

主に、社会福祉協議会への委託料の増であります。

次ページ

５目 認知症 総合支援事業費 ２，００１万８千円 ３４万円の減

２事務事業の計上であります。

職員人件費 １，９１５万２千円 １８万円の減

地域包括支援センター職員人件費２人分の計上であります。

認知症 総合支援事業 ８６万６千円 １６万円の減

認知症の人やその家族への支援に伴う経費の計上で、

主に、昨年度追加作成した「認知症ケアパス」印刷費の減であります。

６目 地域ケア会議推進事業費 １５万８千円 ８千円の増

次ページにわたり、

地域ケア会議の開催経費であります。



- 7 -

３項 介護予防・生活支援サービス事業費

１目 総合事業サービス費 ２，１９９万１千円 ９万３千円の減

それぞれ、説明欄記載の総合事業サービスにかかる経費の計上であります。

４項 １目 一般介護予防事業費 ２４１万３千円 ２万１千円の増

介護予防事業委託料の増であります。

５項 高額介護サービス費等

１目 高額介護予防サービス費事業費 ６万円 ６万円の減

６項 その他諸費 次ページ

１目 審査支払手数料 ８万６千円 １万円の減

それぞれ、説明欄記載の事業にかかる経費の計上であります。

４４４ページ

５款 １項 １目 介護給付費準備基金費 １千円 増減なし

４４６ページ

７款 諸支出金 １項 償還金及び還付金

１目 第１号被保険者 介護保険料還付金 ２０万円 増減なし

２目 償還金 １千円 増減なし

４４８ページ

８款 サービス事業費

１項 居宅サービス事業費

１目 包括的支援事業費

１，１９４万４千円 ２３万４千円の減

２事務事業の計上であります。

職員人件費 ９３６万８千円 ３千円の増

職員人件費１人分の計上であります。

介護予防支援 ２５７万６千円 ２３万７千円の減

要支援認定者の介護予防マネジメント業務経費の計上で、

主に、介護予防支援システム借上料の減であります。
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４５０ページ

９款 １項 保健福祉事業費 １目 保健福祉事業 １３７万６千円 １３万

８千円の減

保健福祉事業と実施する介護予防事業、地域支援事業及び家族介護用品支給事

業の計上で、主に、家族介護用品給付費の減であります。

１０款 １項 １目 予備費 ３０万円 増減なし

以上で、議案第８号の説明を終わります。

続きまして、２５ページをお開き願います。

（後期高齢者医療会計へ）



議案第９号

令和４年度 厚岸町後期高齢者医特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の２５ページをお開き願います。）

議案第９号 令和４年度 厚岸町後期高齢者医療 特別会計予算であります。

令和４年度 厚岸町の後期高齢者医療 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、１億５，５５９万円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

２６ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、３款、５項、

次ページ

歳出では、４款、５項にわたり

それぞれ、１億５，５５９万円で、

令和３年度当初予算に比較し、

３．４％、５１２万３千円の増であります。

事項別により、説明させていただきます。

４５９ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 １項 後期高齢者医療保険料 １目 特別徴収保険料

６，５５９万５千円 ３９７万６千円の増

２目 普通徴収保険料 ４，３５６万６千円 ２５７万７千円の増

それぞれ、保険料負担割合見直しによる増で、収納見込みを勘案しての計上で

あります。

３款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

４，５９６万６千円 １５９万１千円の減

繰入基準による繰入金の計上であります。
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５款 諸収入 １項 延滞金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし

２目 過料 １千円 増減なし

４項 償還金及び還付加算金

１目 保険料還付金 ２９万円 増減なし

保険料還付金の計上であります。

２目 還付加算金 １万円 増減なし

５項 １目 雑入 １６万１千円 皆増

被保険証発送に伴う後期高齢者医療広域連合特別調整交付金の計上でありま

す。

以上で歳入の説明を終わります。

４６１ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

２９７万８千円 １６万３千円の増

後期高齢者医療一般は、事務経費に係る計上で、

主に、医療費負担割合見直しによる被保険者証発送に伴う通信運搬費の増であ

ります。

２項 １目 徴収費 ５５万４千円 １万３千円の減

賦課収納に係る経費の計上であります。

４６３ページ

２款 １項 １目 後期高齢者医療 広域連合納付金

１億５，１６５万８千円 ４９７万３千円の増

北海道 後期高齢者医療 広域連合納付金の計上で、保険料負担割合に伴う増

であります。

４６５ページ

３款 諸支出金 １項 償還金及び還付加算金

１目 保険料還付金 ３０万円 増減なし

保険料還付金の計上であります。
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４６７ページ

４款 １項 １目 予備費 １０万円 増減なし

以上で、議案第９号の説明を終わります。

続きまして、２８ページをお開き願います。

（介護老人保健施設会計へ）



議案第１０号

令和４年度 厚岸町介護老人保健施設事業特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の２８ページをお開き願います。）

議案第１０号 令和４年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計予算で

あります。

令和４年度 厚岸町の介護老人保健施設事業 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、７，６５５万４千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

２９ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、３款、４項、

次ページ

歳出では、４款、４項にわたり

それぞれ、７，６５５万４千円の計上で、

令和３年度当初予算に比較し、

１９．５％、１，８５７万円の減であります。

事項別により、説明させていただきます。

４７１ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 サービス収入 １項 介護給付費収入 １目 施設介護サービス費収入

６，３４０万円 ３２万８千円の増

２項 １目 自己負担金収入

１，３１４万円 増減なし

それぞれ、一日平均１８人の入所者を見込んでの計上であります。

国庫支出金 予算計上ゼロのため廃目となります。
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５款 財産収入 １項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

１千円 ２千円の減

基金利子の計上であります。

８款 諸収入 １項 １目 雑入 １万３千円 ４千円の増

介護保険主治医意見書作成料の計上であります。

町債 予算計上ゼロのため廃目となります。

以上で歳入の説明を終わります。

４７３ページをお開き願います。

歳出であります。

１款 サービス事業費 １項 施設サービス事業費

１目 施設介護サービス事業費

７，６４５万２千円 ４２万８千円の増

３事務事業の計上であります。

職員人件費 ３，３８６万１千円 ８０３万６千円の増

正職員の看護師１人、介護員２人、再任用職員の看護師２人、計５人分の計上

で、主に、正職員の介護員２人分の増であります。

なお、４８５ページから４８７ページまで

「給与費明細書」を添付しておりますので、ご参照願います。

会計年度任用職員人件費 ２，０５１万円 ３０５万６千円の減

次ページにわたり、

会計年度任用職員人件費の計上で、主に、退職手当組合負担金の減であります。

介護老人保健施設サービス

２，２０８万１千円 ４５５万２千円の減

施設運営のための関係経費の計上で、

主に、病院事業運営管理共通経費負担金の減であります。

４７７ページ

施設整備費 予算計上ゼロのため廃目となります。

４７９ページ
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３款 １項 基金積立金 １目 介護老人保健施設基金積立金

１千円 ２千円の減

基金への積立金の計上であります。

４８１ページ

４款 １項 公債費 ２目 利子 １千円 皆増

長期債償還利子の計上であります。

４８３ページ

５款 １項 １目 予備費 １０万円 増減なし

なお、４８８ページに「地方債に関する調書」を

掲載しておりますのご参照願います。

以上をもちまして、

議案第４号 令和４年度 厚岸町 一般会計予算から

議案第１０号 令和４年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計予算の

提案説明とさせていただきます。

ご審議のうえ、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。



議案第１３号

令和３年度 厚岸町一般会計補正予算（９回目）

提案理由説明書
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ただいま上程いただきました、

議案第１３号 令和３年度 厚岸町一般会計補正予算から

議案第１９号 令和３年度 厚岸町介護老人保健施設事業 特別会計

補正予算の提案理由をご説明申し上げます。

はじめに、議案第１３号 令和３年度 厚岸町一般会計補正予算 ９回目の

提案理由をご説明申し上げます。

議案書の１ページであります。

令和３年度厚岸町一般会計補正予算 ９回目

令和３年度厚岸町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、６億 ３６６万７千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１１７億３，５２５万７千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページをお開きください。

２ページから６ページにわたり、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、１９款３５項、歳出では、１２款３０項にわたって、

それぞれ、６億 ３６６万７千円の増額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

１４ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 町税 １項 町民税 １目 個人 ３，１８１万８千円の増

２目 法人 ６１万３千円の増

２項 １目 固定資産税 ７００万３千円の増

３項 軽自動車税

２目 種別割 ２１４万３千円の増
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４項 １目 たばこ税 ７０６万４千円の増

６項 １目 都市計画税 ６１万９千円の減

町税全体では、４，８０２万２千円の増で、

それぞれ、１２月までの調定 及び

徴収実績をもとに推計した見込み額の計上であります。

２款 地方譲与税

１項 １目 地方揮発油譲与税 ４６５万８千円の増

２項 １目 自動車重量譲与税 ８７６万円の増

３項 １目 森林環境譲与税 １２万７千円の減

３款 １項 １目 利子割交付金 １万７千円の増

次ページ

４款 １項 １目 配当割交付金 １４４万５千円の増

６款 １項 １目 法人事業税交付金 ５２３万６千円の増

７款 １項 １目 地方消費税交付金 ５，５２４万９千円の増

９款 １項 １目 環境性能割交付金 ３０万３千円の減

それぞれ、１２月交付分までの実績によるほか、

交付見込みによる増減であります。

１１款 地方特例交付金 ２項 １目

新型コロナウィルス感染症対策地方税減収補填特別交付金

２，０８３万５千円 新規計上

固定資産税における新型コロナウイルス感染症対策として課税標準の特例が適

用となった影響額について、国が全額交付金による補填をするものであります。

１２款

１項 １目 地方交付税 ３億２，２６４万８千円の増

普通交付税と特別交付税の本年度の合計見込額として、

４２億５，４５１万円の計上であります。
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１３款

１項 １目 交通安全対策特別交付金 ６万円の減

１４款 分担金及び負担金 ２項 負担金

１目 民生費負担金 次ページにわたり ４８万１千円の増

２目 農林水産業費負担金 ５３６万４千円の減

１５款 使用料及び手数料 １項 使用料

１目 総務使用料 ３９万８千円の増

２目 民生使用料 ３万４千円の増

３目 衛生使用料 １５万１千円の減

４目 農林水産業使用料

１節 農業使用料 １２０万６千円の増

２節 林業使用料 ４万９千円の減

５目 商工使用料 ２万６千円の減

６目 土木使用料

３節 住宅使用料 ８４万５千円の減

４節 公園使用料 ４千円の増

７目 教育使用料 １万円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 手数料 １目 総務手数料

１節 総務管理手数料 ６千円の減

２節 徴税手数料 １万５千円の増

３目 衛生手数料

１節 保健衛生手数料 ５千円の増

次ページ

２節 環境政策手数料 ３８万４千円の減

４目 農林水産業手数料

１節 農業手数料 ３８万円の減

２節 水産業手数料 １万９千円の増
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６目 土木手数料 ５千円の減

７目 教育手数料 ２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３項 １目 証紙収入 ４６万円の減

執行見込みによる減であります。

１６款 国庫支出金

１項 国庫負担金 １目 民生費国庫負担金

１節 社会福祉費負担金 １１３万６千円の増

２節 児童福祉費負担金 ３４５万２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 衛生費国庫負担金 １，１７０万円の増

新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金の増であります。

２項 国庫補助金 １目 総務費国庫補助金 ５，２３６万１千円の増

主に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で、１億５，２０９

万円のうち、未計上であった４，９２７万６千円の計上であります。

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の各事業において説明いたし

ます。

また、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業一覧を参考

資料として提出しておりますので、ご参照願います

２目 民生費国庫補助金

１節 社会福祉費補助金 ４０４万５千円の減

２節 児童福祉費補助金 次ページにわたり ９７万２千円の増

それぞれの事業費に応じた補助金の増減であります。

３目 衛生費国庫補助金

１節 保健衛生費補助金 ８０２万４千円の減

主に

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費の執行見込みよる

補助金 ８６２万４千円の減であります。

２節 環境政策費補助金 ２６万３千円の減

事業費に応じた補助金の減であります。
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３節 防衛施設周辺整備事業補助金 ３，７５８万円の増

本年度の特定防衛施設周辺整備調整交付金について、

当該交付金の充当事業の事業費確定に伴い、最終的な配分調整をし、

交付決定後の未計上分の計上であります。

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の「特定防衛施設周辺整備調

整交付金事業基金」において説明いたします。

４目 農林水産業費国庫補助金

１節 農業費補助金 ６６３万５千円の増

４節 防衛施設周辺整備事業補助金 １，７２９万９千円の減

６目 土木費国庫補助金

１節 土木管理費補助金 ３１万１千円の減

２節 道路橋梁費補助金 １０８万６千円の減

６節 住宅費補助金 ９６０万７千円の減

充当事業の確定に伴う減であります。

８目 教育費国庫補助金

１節 教育総務費補助金 ４９万２千円の減

充当事業の確定に伴う減であります。

２節 小学校費補助金 １１０万２千円の増

３節 中学校費補助金 １１３万２千円の増

主に、それぞれ学校保健特別対策事業費補助金の増で

小中学校における新型コロナウイルス感染症対策に係る補助金の計上でありま

す。

５節 社会教育費補助金 ８０万円の減

７節 防衛施設周辺整備事業補助金 １，０１０万円の減

充当事業の確定に伴う減であります。

３項 委託金

１目 総務費委託金 ４万５千円の増

２目 民生費委託金 ７３万４千円の増

次ページ

４目 土木費委託金 ４７３万３千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費の確定による増であります。
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１７款 道支出金 １項 道負担金 １目 民生費道負担金

１節 社会福祉費負担金 ３９１万４千円の減

２節 児童福祉費負担金 １４９万５千円の減

２項 道補助金 １目 総務費道補助金 ４２０万円の減

２目 民生費道補助金

１節 社会福祉費補助金 １８万円の増

２節 児童福祉費補助金 ２万円の減

３目 衛生費道補助金 ２５万２千円の減

４目 農林水産業費道補助金

１節 農業費補助金 ４万１千円の減

３節 林業費補助金 １１７万円の増

５節 水産業費補助金 ３０万円の減

５目 商工費道補助金 ２３８万１千円の減

６目 土木費道補助金 １５万円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３項 委託金 １目 総務費委託金

２節 徴税費委託金 ３２万５千円の増

３節 戸籍住民登録費委託金 ５万５千円の減

次ページ

４節 選挙費委託金 １２９万円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 衛生費委託金 １千円の増

４目 農林水産業費委託金

２節 林業費委託金 １３万２千円の増

３節 水産業費委託金 ３千円の減
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６目 土木費委託金 １万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

１８款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 財産貸付収入 １２万６千円の減

２目 利子及び配当金 ４万３千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 財産売払収入 １目 不動産売払収入

１節 土地売払収入 ４９万円の増

床潭３２８番１ 普通財産町有地１，２９２.５５平方メートル、床潭３２８

番７ 普通財産町有地１，０９５.１５平方メートル、トライベツ１７０番４

普通財産町有地１，０６６.２１平方メートル、糸魚沢３３２番２ 普通財産

町有地５，１１０平方メートル、糸魚沢３２５番２ 普通財産町有地１，０５

０平方メートルの売り払い代であります。

２節 その他不動産等売払収入 ３３８万１千円の増

主に、立木売払代の増であります。

２目 生産物売払収入 ２５０万５千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

１９款 １項 寄附金 １目 一般寄附金 １，０００万円の増

ふるさと納税による寄附金の増で、ふるさと納税の寄附金総額８億９，０００

万円を見込んでの計上であります。

５目 農林水産業費寄附金 水産業寄附金 ３１２万７千円の増

主に、水産振興寄附金 ３０２万７千円で、赤潮被害に対するふるさと納税で、

北海道の代理受付による寄附金であります。

２０款 繰入金 １項 基金繰入金 次ページにわたり

６目 環境保全基金繰入金 ８０万円の減

１２目 森林環境譲与税基金繰入金 ９５万５千円の減

執行見込みによる減であります。

２２款 諸収入

２項 預金利子 １目 町 預金利子 ３万３千円の減
ちよう
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３項 貸付金元利収入 ２目 ウタリ住宅改良貸付金元利収入

５５万３千円の増

４項 受託事業収入 ５目 土木費受託事業収入 ３万円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

６項 ３目 雑入 次ページにわたり、５９８万５千円の増

主に

宝くじ交付金 ３３７万円の増、資源ごみ売払代 ３１７万８千円の増

であります。その他、執行見込みによる増減であります。

２３款 １項 町債

本補正のうち、節説明欄カッコ内の「過疎特別分」と表記があるのは、

過疎対策事業債のソフト分として発行が認められたもので、

本補正で９，７８０万円を追加し、総額、１億５，２９０万円の計上でありま

す。

１目 総務債 １，１１０万円の増

２目 民生債

１節 社会福祉債 ３，９９０万円の増

２節 児童福祉債 １７０万円の増

３目 衛生債

１節 保健衛生債 ３１０万円の増

２節 環境政策債 ２８０万円の増

４目 農林水産業債

１節 農業債 次ページにわたり ８０万円の増

２節 林業債 １１０万円の減

３節 水産業債 １４０万円の増

５目 土木債

２節 道路橋梁債 ６７０万円の減

４節 都市計画債 ２０万円の増

６節 住宅債 ４１０万円の減



- 9 -

６目 消防債 １０万円の増

７目 教育債

１節 教育総務債 １０万円の増

５節 社会教育債 ８０万円の増

６節 保健体育債 ２０万円の増

それぞれ、起債対象事業費の確定による増減であります。

８目 災害復旧債 ６００万円 新規計上

災害復旧債の計上で、

充当事業については、歳出予算の「その他施設災害復旧費」において説明いた

します。

１０目 商工債 １，２００万円 新規計上

説明欄のとおり、それぞれ、過疎対策事業債のソフト分の計上であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

３４ページ、歳出であります。

１款 １項 １目 議会費 １２９万４千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２款 総務費 １項 総務管理費

１目 一般管理費 次ページにわたり ２４万１千円の増

２目 簡易郵便局費 次ページにわたり １２万７千円の減

３目 職員厚生費 ２３０万７千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

４目 情報化推進費 ４３ページにわたり、３２０万５千円の増

主に

番号制度システム整備委託料 ２６２万９千円の増で

財源である国庫補助金については、来年度に繰り越すため繰越明許費として計

上するものであります。

その他はそれぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳

補正であります。
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５目 交通安全防犯費 ５７万２千円の減

６目 行政管理費 次ページにわたり ２０３万１千円の減

７目 文書広報費 ４万９千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減 であります。

８目 財政管理費 次ページにわたり、５億４，２０５万９千円の増

主に、基金への積立金として、

減債基金に、３億円

地域づくり推進基金に、１億５，４５３万２千円

財政調整基金に、４，９９０万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金に、３，７５９万１千円の計上は、

子ども医療費無償化及び町立厚岸病院の医師確保に対する補助金に対す

る積立金の計上であります。

なお、本年度末における基金残高につきましては、

年度当初での取り崩しと歳計剰余金処分による積立て、

年度内での補正積立てにより、前年度末との比較において、

約１億４，７３５万円増の約１７億８，９２４万円となる見込みであります。

９目 会計管理費 ５５万円の減

主に、手数料の減であります。

１０目 企画費 ５１ページにわたり、８７５万２千円の減

主に、移住支援金 ５６０万円の減及び移住定住促進補助金 ２１４万円の減

で、その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

１１目 財産管理費 １００万５千円の減

１２目 車両管理費 ４万６千円の減

１４目 諸費 次ページにわたり ２０万４千円の増

事務用備品購入については、感染症対策のためオンライン会議等で使用するプ

ロジェクター１台の購入費の計上であります。

なお、財源には新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当する

ものであります。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 徴税費

１目 賦課納税費 次ページにわたり １１３万６千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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３項 １目 戸籍住民登録費 次ページにわたり １６万７千円の減

４項 選挙費 １目 選挙管理委員会費 ２６万３千円の減

４目 衆議院議員選挙費 次ページにわたり １１７万の減

それぞれ、執行見込みによる増減であります。

５項 統計調査費

１目 統計調査総務費 ６万７千円の減

執行見込みによる減であります。

６項 １目 監査委員費 次ページにわたり １２万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３款 民生費 １項 社会福祉費

１目 社会福祉総務費 次ページにわたり、８７万円の減

主に

国民健康保険特別会計 ２７８万９千円の減は、繰出金の減、

保健福祉総合センター・健康広場 ９５万１千円の増は、

主に燃料費と施設維持管理費負担金の増、

福祉灯油 ８０万６千円の増は、

灯油価格の上昇及び１世帯あたりの助成を、６０リットルから１００リットル

へ増量したことによる増であります。

その他は、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

６２ページ

２目 心身障害者福祉費 ６７ページにわたり １３６万２千円の増

主に

障害者（児）介護・訓練等給付 ４６１万４千円の増で

それぞれの給付費の執行見込みによる増減、

地域生活支援 ３１６万３千円の減で

地域活動支援センター運営費の減であります。

その他の事業は、それぞれ、

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 心身障害者特別対策費 ６４万７千円の減

主に、重度心身障害者医療費の減であります。

４目 老人福祉費 ７１ページにわたり、７４万３千円の増
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介護保険特別会計 １６９万４千円の減で、

繰出金として、特別会計での収支調整による減のほか、主に、

老人福祉施設 ２６６万９千円の増で、

特別養護老人ホーム及びデイサービスセンターにおける施設修繕料

２５２万円の増、

その他は、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び

財源内訳補正であります。

５目 後期高齢者医療費 ２５２万９千円の減

後期高齢者医療特別会計の繰出金で 特別会計での収支調整による減でありま

す。

６目 国民年金費 １万４千円の減

通信運搬費の減であります。

７目 自治振興費 次ページにわたり ３９０万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減及び

財源内訳補正であります。

８目 社会福祉施設費 次ページにわたり １，２０８万３千円の減

生活改善センター施設用備品購入については、老朽化し使用に耐えなくなった

和室のストーブ１台の購入費で、

その他、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減でありま

す。

２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費

次ページにわたり、１８０万６千円の減

幼稚園教諭処遇改善 ２２万４千円 新規計上は

幼稚園教諭の収入を３パーセント程度引き上げる処遇改善を行うため、賃金引

き上げを行った私立幼稚園に対して引き上げ相当分を補助するものでありま

す。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 児童措置費 ２０３万円の減

３目 ひとり親福祉費 １万６千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減 及び 財源内訳補正で

あります。
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４目 児童福祉施設費 ８３ページにわたり １１万９千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

５目 児童館運営費 次ページにわたり ４２万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

６目 諸費 次ページにわたり ５９万６千円の増

主に、子育て世帯への臨時特別給付金給付 ２００万円の増で

対象者２０人分の追加による増であります。

その他、説明欄記載のとおり執行見込みによる増減であります。

４款 衛生費 １項 保健衛生費

１目 衛生予防費 ６８万円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減 及び 財源内訳補正であります。

２目 健康推進費 ９３ページにわたり、８７４万４千円の減

主に、予防接種 ４６５万６千円の減及び がん予防保健 ３１２万１千円の

減で、その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳補正

であります。

３目 墓地火葬場費 １２万円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減 であります。

４目 水道費 １２万３千円の増

水道事業会計の負担金 及び

簡易水道事業特別会計の繰出金の増減であります。

５目 病院費 次ページにわたり １億７，２９２万６千円の増

病院事業会計への収支補てんとしての増額計上であります。

なお、財源には新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当する

ものであります。

６目 子ども医療費 １６３万６千円の減

執行見込みによる減であります。
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７目 諸費 次ページにわたり ３２６万９千円の増

主に、新型コロナワクチン予防接種に関する経費で

新型コロナワクチン予防接種体制確保で ８５８万３千円の減

新型コロナワクチン予防接種で １，１８９万３千円の増で

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 環境政策費

１目 環境対策費 次ページにわたり ６０５万５千円の増

主に、

環境保全基金積立金 ６６０万円の増のほか、

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

２目 水鳥観察館運営費 １５１万９千円の減

厚岸水鳥観察館施設用備品購入については、老朽化し使用に耐えなくなった掃

除機１台の購入費の計上であります。

３目 廃棄物対策費 次ページにわたり ５８万６千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

４目 ごみ処理費 次ページにわたり ２３０万６千円の減

５目 し尿処理費 ５５万８千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

６目 下水処理費 ３００万円の減、

合併処理浄化槽設置費補助金の執行見込みによる減であります。

５款 農林水産業費 １項 農業費

１目 農業委員会費 次ページにわたり ６６万円の減

２目 農業振興費 ５６万３千円の減、

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減 及び財源内訳補正で

あります。

３目 畜産業費 次ページにわたり ２，１２７万１千円の減

５目 農地費 次ページにわたり ５９４万２千円の減

それぞれ、説明欄記載の事業について、事業費確定に伴う増減であります。

６目 牧野管理費 １，３４９万７千円の増
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町営牧場 ６８６万１千円の増は

主に、配合飼料単価の価格上昇やヒグマによる預託牛への被害発生に伴い

早期に放牧を切り上げ、舎飼に変更となったことによる飼料の増など消

耗品費が ２３８万円の増、トラクターなどの修繕料が ２８８万１千円の増

であります。

町営牧場ヒグマ防除対策 ６６３万６千円 新規計上は

ヒグマ防除対策として、町営牧場の放牧地に電気柵を設置するための原材料費

の計上で、令和４年度に繰り越し、融雪後速やかに設置を行うものであります。

７目 農業施設費 ９万７千円の増

次ページ

８目 農業水道費 ２３万円の増

９目 堆肥センター費 ２８万４千円の増

それぞれ説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減 であります。

２項 林業費 １目 林業総務費 次ページにわたり、６７万８千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳補正であ

ります。

２目 林業振興費 次ページにわたり ５６１万２千円の減

主に

町民の森造成事業の中止により ２４８万円の減

その他は、説明欄記載のとおり、事業費確定による増減であります。

３目 造林事業費 １８万５千円の減

４目 林業施設費 次ページにわたり ２５１万６千円の減

５目 特用林産振興費 １９万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定、執行見込みによる増減及び

財源内訳補正であります。

３項 水産業費 １目 水産業総務費 次ページにわたり ５９万円の減

説明欄記載のとおり執行見込みによる減であります。



- 16 -

２目 水産振興費 ６３２万円の増

主に、漁業近代化資金利子補給が執行見込みにより １６９万７千円の減で、

赤潮対策緊急支援事業 ８９１万５千円 新規計上は

昨年、北海道東部の太平洋沿岸で発生した赤潮被害に対する負担金、補助金の

計上であります。

その他、説明欄記載のとおり、事業費確定 及び 執行見込みによる増減であ

ります。

３目 漁港管理費 次ページにわたり ２０万３千円の減

５目 養殖事業費 次ページにわたり ９４万９千円の増

６目 水産施設費 ４万１千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減であり

ます。

６款 １項 商工費 １目 商工総務費 次ページにわたり ３１万円の減

２目 商工振興費 次ページにわたり ３５６万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

３目 食文化振興費 ２２６万３千円の減

主に、厚岸味覚ターミナル整備事業 １６０万円の減で、

改修補修工事の事業費確定による ３２万４千円の減及び町内案内サイン設置

工事を委託料に振り替え発注したことによる、１２７万６千円の減であります。

その他、説明欄記載のとおり執行見込みによる増減であります。

４目 観光振興費 １３１ページにわたり ２３４万円の増

主に、

観光振興一般 ３７９万４千円の減は

主に、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントを中止したことに

よる、厚岸観光協会補助金の減であります。

観光宣伝事業 ２４４万１千円の減は、

主に、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、観光プロモーション事業が中

止となったことによる実行委員会への補助金の減であります。

厚岸霧多布昆布森国定公園誘客促進事業 ３９１万２千円の減は

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

ふるさと納税 １，３７８万７千円の増は

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

ふるさと納税周遊ツアー １１６万円の減は

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業中止による皆減であります。

その他、執行見込みによる減であります。
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５目 観光施設費 次ページにわたり ２６７万４千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定 及び 執行見込みによる増減で

あります。

６目 諸費 １０６万円の減

主に

緊急経済対策応援券発行 １０５万６千円の減は事業費確定によるものであり

ます。

その他、事業執行見込みによる減であります。

７款 土木費 １項 土木管理費 次ページにわたり

１目 土木総務費 ７４万５千円の減

２目 土木車両管理費 ５千円の減

３目 土木用地費 ３０万４千円の減

４目 地籍調査費 次ページにわたり ９万３千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 道路橋梁費

１目 道路橋梁維持費 次ページにわたり ４９３万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減であり

ます。

２目 道路新設改良費 １３万６千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定による増減であります。

３目 除雪対策費 １６万円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

次ページ

３項 河川費 １目 河川総務費 ４７３万８千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減 であります。

４項 都市計画費

１目 都市計画総務費 次ページにわたり ６万６千円の減

説明欄記載のとおり、事業費確定による減であります。

３目 下水道費 １７１万５千円の減

下水道事業特別会計の収支調整による減であります。
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５項 公園費 １目 公園管理費 ２０万円の減

執行見込みによる増減であります。

６項 住宅費

１目 建築総務費 次ページにわたり １，１４３万８千円の減

執行見込みによる増減 であります。

２目 住宅管理費 次ページにわたり ５９６万８千円の減

主に

町営住宅奔渡団地整備事業 ６１６万円の減で、

町営住宅奔渡団地整備実施設計委託料 ２１１万２千円

及び改修補修工事費 ４０４万８千円の減であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減 及び

財源内訳補正であります。

３目 住宅建設費 １，１７１万９千円の減

説明欄記載のとおり、事業費確定による減であります。

８款 １項 消防費 次ページにわたり

１目 常備消防費 ４５６万７千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定による増減であります。

２目 災害対策費 次ページにわたり、６５万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込による増減でありま

す。

３目 消防施設費 １０８万９千円の減

それぞれ、事業費確定による増減であります。

４目 諸費 次ページにわたり、１５万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込み、事業費確定による減であります。

９款 教育費 １項 教育総務費

１目 教育委員会費 ２３万５千円の減

２目 事務局費 ２４万４千円の減で

教育委員会事務局事務用備品購入については、老朽化し使用に耐えなくなった

事務室のファクシミリ機購入費で、

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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３目 教育振興費 次ページにわたり、４０６万２千円の減

主に、高等学校教育支援事業 １７７万２千円の減及び教育支援体制事業

１４７万８千円の減であります。

４目 教員住宅費 次ページにわたり、７２万３千円の増

５目 就学奨励費 １万５千円の減

６目 スクールバス管理費 次ページにわたり ４万円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減及び財源内訳補正であ

ります。

２項 小学校費 １目 学校運営費 ３８０万３千円の増

主に、

各学校が新型コロナウイルス感染拡大防止のため、窓を開けての換気を定期的

に行ったことによる、暖房に係る電気料の増であります。

その他、説明欄記載のとおり執行見込みによる増減であります。

２目 学校管理費 次ページにわたり ５４万７千円の増

３目 教育振興費 次ページにわたり １７６万２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減であります。

４目 諸費 ３００万円の増

小学校における感染症対策に係る施設用備品購入の増で、

財源について来年度に繰り越すため、３００万円を繰越明許費として計上する

ものであります。

３項 中学校費 １目 学校運営費 ３３６万１千円の増

主に

各学校が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、窓を開けての換気を定期

的に行ったことによる、暖房に係る燃料費等の増であります。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 学校管理費 次ページにわたり ５３９万２千円の増

主に

真龍中学校自動火災報知設備整備事業 ３８５万円 新規計上は

１月下旬の消防用設備保守点検で不良箇所が判明した真龍中学校における自動

火災報知設備の改修補修工事費の計上であります。

なお、今年度での工事が完了見込めないため、令和４年度に繰り越すものであ

ります。
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その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

３目 教育振興費 次ページにわたり ３２３万６千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減であります。

４目 諸費 ３００万円の増

中学校における感染症対策に係る施設用備品購入の増で、

財源について来年度に繰り越すため、３００万円を繰越明許費として計上する

ものであります。

５項 社会教育費

１目 社会教育総務費 次ページにわたり ６５万円の減

主に、

社会教育活動事業 ２９万２千円、

芸術文化事業 ２９万６千円の減で、コロナウイルス感染防止のため、事業を

中止したことによる減であります。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

２目 生涯学習推進費 ４万７千円の減

３目 公民館運営費 次ページにわたり、３万３千円の減

４目 文化財保護費 １５０万１千円の減

５目 博物館運営費 次ページにわたり、１千円の減

６目 情報館運営費 次ページにわたり、１４万８千円の増

厚岸情報館施設用備品購入については、老朽化し使用に耐えなくなった掃除機

１台の購入費の計上であります。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減 であります。

６項 保健体育費

１目 保健体育総務費 次ページにわたり、８０万５千円の減

２目 社会体育費 次ページにわたり、１２８万円の減

３目 温水プール運営費 ８５５万４千円の減

４目 学校給食費 次ページにわたり、１１３万６千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減であり

ます。

１０款 災害復旧費

５項 その他公共施設災害復旧費

10目 その他施設災害復旧費 ６４４万９千円の新規計上

令和４年1月11日から12日にかけての暴風雪により被災した、厚岸情報ネット

ワーク光ケーブル等の災害復旧工事費であります。
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１１款 １項 公債費 １目 元金 補正額ゼロ 財源内訳補正であります。

１２款 １項 １目 給与費 次ページにわたり ５３１万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

以上で、歳出の説明を終わります。

１ページへお戻り願います。

第２条 繰越明許費であります。

地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用すること

ができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。

７ページをお開き願います。

第２表 繰越明許費 であります。

記載の９事業について、令和４年度に繰り越して執行するため、

総額 ４，３６２万２千円の繰越明許費を設定するものであります。

１ページへお戻り願います。

第３条 債務負担行為の補正であります。

債務負担行為の追加及び変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。

８ページをお開き願います。

第３表 債務負担行為補正 であります。

上段の表が追加事業の１件で

農業経営基盤強化資金利子補給に関する債務負担（令３）

１８０万５千円 とするものです。

下段の表が

すでに債務負担行為を設定しております５件の事項について

期間及び限度額を記載のとおり変更するものです。

次ページに調書がありますので、ご参照願います。

１ページへお戻り願います。

第４条 地方債の補正であります。

地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。
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１０ページをお開き願います。

第４表 地方債補正 であります。

上段の表が追加事業の１件で

災害復旧事業の起債の限度額を６００万円とし、

起債の方法、利率、償還の方法については、記載のとおりとするものです。

下段の表が変更事業の５件で、

公営住宅建設事業 １，０４０万円の減

公共施設等適正管理推進事業 １，３００万円の減

過疎対策事業 ９，０９０万円の増

草地開発事業 ６０万円の減

公有林整備事業 ４６０万円の減

それぞれ、起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。

次ページをご覧ください。

地方債に関する調書補正であります。

表の下段、合計欄、

令和２年度末現在高、 １２１億５，８４３万円

補正後の令和３年度中起債見込額 ９億９，５２０万円

令和３年度中元金償還見込額、 ９億６，９２５万５千円

補正後の令和３年度末現在高見込額は、 １２１億８，４３７万５千円

となるものであります。

以上で、議案第１３号の説明を終わります。

次に議案第１４号であります。



議案第１４号

令和３年度 厚岸町国民健康保険特別会計補正予算（５回目）

提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和３年度 厚岸町 国民健康保険 特別会計補正予算（５回目）

令和３年度 厚岸町の国民健康保険 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、６５７万４千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１４億５，９１８万３千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページをお開きください。

２ページから３ページまで、

第１表、歳入歳出予算補正であります。

歳入では、６款、７項、次ページ

歳出では、６款、１１項にわたって、

それぞれ、６５７万４千円の減額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。
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１款 １項 １目 国民健康保険税 ２，４４１万７千円の減

それぞれ、１２月までの調定及び徴収実績をもとにした見込みによる補正であ

ります。

３款 国庫支出金 １項 国庫補助金

３目 国民健康保険災害等臨時特例補助金 ８３５万６千円 新規計上

新型コロナウィルス感染症の影響による収入減で、減免となった保険税に係る

特例補助金の計上であります。

４款 道支出金 １項 道補助金

１目 保険給付費等交付金 １，２４５万円の増

普通交付金の増は、保険給付費の増によるもので、

特別交付金の増は、主に新型コロナウィルス感染症の影響による国民健康保険

税減免分に対する交付金の増額によるものであります。

５款 財産収入 １項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

５千円の増

基金利子であります。

６款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

２７８万９千円の減 会計収支の調整による減であります。

８款 諸収入 １項 延滞金、加算金及び過料

１目 延滞金 １４万円の増であります。

３項 雑入 次ページにわたり、

１目 第三者納付金 ４９万９千円の減

３目 返納金 １８万円の増

それぞれ、執行見込による増減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

１０ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 ８１万４千円の減

２項 徴税費 １目 賦課徴収費 ８万１千円の減

５項 １目 特別対策事業費 次ページにわたり ６万円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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２款 保険給付費 １項 療養諸費

１目 療養給付費 ８３９万５千円の増であります。

２項 高額療養費

３目 高額介護合算療養費 ８万円の減であります。

４項 出産育児諸費

１目 出産育児一時金 １０９万４千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３款 １項 １目 国民健康保険事業費納付金 補正額ゼロ

財源内訳補正であります。

６款 保健事業費 次ページにわたり

１項 １目 特定健康診査等事業費

２５０万１千円の減

主に、特定健康診査に係る委託料の減であります。

２項 保健事業費 １目 保健衛生普及費 ３９万３千円の増

インフルエンザワクチン予防接種委託料の増であります。

７款 １項 基金積立金

１目 国民健康保険財政調整基金積立金 ７千円の増

基金利子の積立金であります。

９款 諸支出金 １項 償還金及び還付金

１目 保険税還付金 次ページにわたり ３０万円の増

国民健康保険税還付金の増であります。

３目 償還金 １，１０３万９千円の減

保険給付費等交付金精算返還金の減であります。

以上で、議案第１４号の説明を終わります。

続きまして、議案第１５号であります。



議案第１５号

令和３年度厚岸町簡易水道事業特別会計補正予算（２回目）

提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和３年度 厚岸町 簡易水道事業 特別会計補正予算（２回目）

令和３年度 厚岸町の簡易水道事業 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、１３７万５千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、９，４７２万２千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページをお開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、３款、４項、次ページ

歳出では、３款、３項にわたり、

それぞれ、１３７万５千円の減額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

８ページを、お開き願います。

歳入であります。

２款 使用料及び手数料 １項 使用料

１目 水道使用料 １節 計量使用料 ５５万２千円の減

３節 過年度収入 ２千円の増

２項 手数料 １目 水道手数料 ４万４千円の増

それぞれ、収入見込みによる増減であります。

５款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 ５６万９千円の減

会計収支の調整による減であります。
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９款 1項 町債

１目 水道債 ３０万円の減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

１０ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 ２万３千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

２款 水道費 １項 １目 水道事業費 １３５万２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり

執行見込み、事業費確定による増減 であります。

５款 １項

次ページ

１目 予備費 補正額ゼロ 財源内訳補正であります。

１ページへお戻り願います。

第２条 地方債の補正であります。

地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。

４ページをお開き願います。

第２表 地方債補正 変更 であります。

簡易水道事業 ３０万円の減

起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。

次ページをご覧ください。
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地方債に関する調書補正であります。

表の下段、合計欄、

令和２年度末現在高、 １億１，６４６万６千円

補正後の令和３年度中起債見込額 ２，７４０万円

令和３年度中元金償還見込額、 ２４７万１千円

補正後の令和３年度末現在高見込額は、 １億４，１３９万５千円

となるものであります。

以上で、議案第１５号の説明を終わります。

続きまして、議案第１６号であります。



議案第１６号

令和３年度厚岸町下水道事業特別会計補正予算（２回目）

提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和３年度 厚岸町 下水道事業 特別会計補正予算（３回目）

令和３年度 厚岸町の下水道事業 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２億２６１万７千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、９億３，０６１万３千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページお開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、５款、５項、次ページ

歳出では、１款、２項にわたり、

それぞれ、２億２６１万７千円の増額補正であります。

事項別により、説明させていただきます。

９ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 分担金及び負担金 ２項 負担金

１目 下水道費負担金 ２万５千円の増

２款 使用料及び手数料 １項 使用料

１目 下水道使用料 ５５万６千円の増

収入見込みによる増額であります。

３款 国庫支出金 １項 国庫補助金

１目 下水道費国庫補助金

１億１，０２５万１千円の増

社会資本整備総合交付金の追加交付決定を受けての増額計上で、

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の「公共下水道事業（補助繰

越）」において説明いたします。
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５款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 １７１万５千円の減

会計収支の調整による減であります。

７款 １項 町債 １目 下水道債 ９，３５０万円の増

下水道事業債の増であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

１１ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 下水道費 １項 下水道管理費 １目 一般管理費 ９２万３千円の減

それぞれ、執行見込みによる減 であります。

２目 管渠管理費 ９万８千円の増

それぞれ、執行見込みによる増減 であります。

３目 処理場管理費 １５万３千円の増

次ページ

４目 普及促進費 ２１万５千円の減

それぞれ、執行見込みによる増減であります。

２項 下水道事業費 １目 公共下水道事業費 ２億 ３５０万４千円の増

主に

公共下水道事業（補助繰越） ２億５６０万円 新規計上

社会資本整備総合交付金の追加交付決定を受けての補正計上であります。

事業内容は、白浜４丁目地区の汚水管新設及び厚岸終末処理場ばっ気装置更新

であります。

なお、この事業につきましては、令和４年度へ繰り越し、執行する予定であり

ます。

その他はそれぞれ、執行見込み、事業費確定による増減であります。

以上で、歳出の説明を終わります。

１ページへお戻り願います。

第２条 繰越明許費であります。

地方自治法２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することが

できる経費は、「第２表 繰越明許費」による。
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４ページをお開き願います。

第２表 繰越明許費 であります。

公共下水道事業（補助繰越）について、国の繰越承認を得て、

令和４年度に繰り越して執行するため、総額 ２億５６０万円の繰越明許費を

設定するものであります。

１ページへお戻り願います。

第３条 地方債の補正であります。

地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

５ページをお開きください。

地方債補正 変更であります。

公共下水道事業 ９，３５０万円の増で、

起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。

６ページをご覧ください。

地方債に関する調書補正であります。

表の下段、合計欄、

令和２年度末現在高、３１億 ３４８万６千円

補正後の令和３年度中起債見込額、２億２，８６０万円

令和３年度中元金償還見込額、２億８，６５８万２千円

補正後の令和３年度末現在高見込額は、

３０億４，５５０万４千円となるものであります。

以上で、議案第１６号の説明を終わります。

続きまして、議案第１７号であります。



議案第１７号

令和３年度厚岸町介護保険特別会計補正予算（３回目）

提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和３年度 厚岸町 介護保険 特別会計補正予算（３回目）

令和３年度 厚岸町の介護保険 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、 １，３８２万４千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１１億４，９９９万５千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページを、お開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、１０款１４項、

歳出では、６款１４項にわたり、

それぞれ、１，３８２万４千円の増額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 保険料 １項 介護保険料

１目 第１号被保険者 介護保険料 ６８万８千円の減

収入見込みによる減であります。

２款 サービス収入 ２項 予防給付費収入

１目 居宅支援サービス費収入 ３７万４千円の減

３項 介護予防・日常生活支援 総合事業費収入

１目 介護予防ケアマネジメント事業費収入 ４２万円の減

３款 分担金及び負担金 １項 負担金

１目 地域支援事業負担金 ４万２千円の増

４款 国庫支出金 １項 国庫負担金

１目 介護給付費負担金 ７３３万６千円の増
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２項 国庫補助金 １目 財政調整交付金 ６４万８千円の増

２目 保険者機能強化推進交付金 ６万１千円の増

７目 地域支援事業交付金

１節 介護予防・日常生活支援 総合事業交付金 ２４万５千円の減

２節 その他 地域支援事業交付金 ５千円の減

３節 社会保障充実事業交付金 ２万３千円の減

８目 保険者努力支援交付金 １万３千円の減

それぞれ、利用状況、執行見込みに応じた増減であります。

５款 １項 支払基金交付金 次ページにわたり、

１目 介護給付費交付金 ２１８万１千円の増

２目 地域支援事業 支援交付金 ２０万５千円の減

それぞれ、利用状況、執行見込みに応じた増減であります。

６款 道支出金 １項 道負担金

１目 介護給付費負担金 ６０７万４千円の増

負担金確定に伴う増であります。

２項 道補助金 ３目 地域支援事業交付金

１節 介護予防・日常生活支援 総合事業交付金 ９万５千円の減

２節 その他 地域支援事業交付金 ２千円の減

３節 社会保障充実事業交付金 １万１千円の減

それぞれ、利用状況、執行見込みによる減であります。

３項 委託金 １目 総務費委託金 １千円の増

７款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 利子及び配当金 ４千円の増

それぞれ、執行見込みによる増であります。

８款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 １６９万４千円の減

会計収支の調整による減であります。

９款 １項 １目 繰越金 １２４万７千円の増
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１０款 諸収入 ２項 雑入

２目 第１号被保険者返納金 ８万４千円の増

３目 雑入 ７万９千円の減

執行見込みによる増減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

１２ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 １３万円の増

２項 徴収費 １目 賦課徴収費 ３万円の減

３項 １目 介護認定審査会費 ２２万６千円の減

次ページ

２目 認定調査等費 ９４万２千円の減

６項 １目 地域密着型サービス運営委員会費 １万４千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２款 保険給付費 １項 介護サービス等諸費

１目 居宅介護サービス給付費 ２１９万４千円の減

２目 施設介護サービス給付費 １，７２７万９千円の増

次ページ

３目 居宅介護福祉用具購入費 ２４万３千円の増

４目 居宅介護住宅改修費 １１０万円の減

６目 審査支払手数料 ４万５千円の増

３項 １目 高額医療合算介護サービス費 １０５万９千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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４款 地域支援事業費 ２項 包括的支援事業・任意事業費

１目 包括的支援事業等事業費 次ページにわたり ５千円の増

２目 任意事業費 ５４万５千円の減

４目 生活支援体制整備事業費 ４万２千円の減

５目 認知症総合支援事業費 次ページにわたり ２万５千円の増

６目 地域ケア会議推進事業費 ４万２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３項 介護予防・生活支援サービス事業費

１目 総合事業サービス費 ２２９万２千円の減

４項 １目 一般介護予防事業費 次ページにわたり ２６万８千円の減

５項 高額介護サービス費等

１目 高額介護予防サービス費事業費 ８万７千円の減

６項 その他諸費

１目 審査支払手数料 １万８千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

５款 １項 １目 介護給付費準備基金費 ６４３万６千円増

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増であります。

８款 サービス事業費 １項 居宅サービス事業費

１目 包括的支援事業費 次ページにわたり ６１万２千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

９款 １項 保健福祉事業費

１目 保健福祉事業 ８６万８千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

以上で、議案第１７号の説明を終わります。

続きまして、議案第１８号であります。



議案第１８号

令和３年度厚岸町後期高齢者医特別会計補正予算（４回目）

提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和３年度 厚岸町 後期高齢者医療 特別会計補正予算（４回目）

令和３年度 厚岸町の後期高齢者医療 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、７９万３千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１億５，０２９万６千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページを、お開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、２款２項、次ページ

歳出では、２款３項にわたって、

それぞれ、７９万３千円の減額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 １項 後期高齢者医療保険料

１目 特別徴収保険料 ６６９万円の減

２目 普通徴収保険料 ８４２万６千円の増

それぞれ、収入見込みによる増減であります。

３款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 ２５２万９千円の減

会計収支の調整による減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

８ページを、お開き願います。

歳出であります。
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１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 １０万４千円の減

２項 １目 徴収費 ２万８千円の減

それぞれ、執行見込みによる減であります。

２款 １項 １目 後期高齢者医療 広域連合納付金 ６６万１千円の減

広域連合への負担金の減であります。

以上で、議案第１８号の説明を終わります。

続きまして、議案第１９号であります。



議案第１９号

令和３年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計補正予算

（２回目）提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和３年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計補正予算（２回目）

令和３年度 厚岸町の介護老人保健施設事業 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２８９万２千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１億 ６４３万９千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

次ページを、お開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、５款、５項、次ページ

歳出では、２款、２項にわたって、

それぞれ、２８９万２千円の増額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

８ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 サービス収入

２項 １目 自己負担金収入 ２８万４千円の増

介護老人保健施設サービス自己負担金の増であります。

２款 国庫支出金 ２項 国庫補助金

２目 施設整備費国庫補助金 ８０万円の減

事業費確定による特定防衛施設周辺整備調整交付金の減であります。

６款 繰入金 １項 基金繰入金

１目 介護老人保健施設基金繰入金 ４３０万円の増

介護老人保健施設基金からの繰入金であります。

８款 諸収入 １項 １目 雑入 ８千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増 であります。
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９款 １項 町債

１目 介護老人保健施設債 ９０万円の減

事業費確定による介護老人保健施設設備整備事業債の減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

１０ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 サービス事業費 １項 施設サービス事業費

１目 施設介護サービス事業費 ４５９万７千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

次ページ

２款 １項 １目 施設整備費 １７０万５千円の減

説明欄記載のとおり、事業費確定による減であります。

１ページへお戻り願います。

第２条 地方債の補正であります。

地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。

４ページをお開きください。

地方債補正 変更であります。

介護サービス事業 ９０万円の減で、

起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。

５ページをご覧ください。

地方債に関する調書補正であります。

表の下段、合計欄、

令和２年度末現在高は、ありません。

補正後の令和３年度中起債見込額、１８０万円

令和３年度中元金償還見込額、ありません。

補正後の令和３年度末現在高見込額は、

１８０万円となるものであります。
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以上を持ちまして、

議案第１３号 令和３年度 厚岸町一般会計補正予算から

議案第１９号 令和３年度 厚岸町介護老人保健施設事業 特別会計

補正予算の提案説明とさせていただきます。

ご審議の上 ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。


